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１． 指定理由 

（１）景観（同一風景型式中、我が国の風景を代表する傑出した自然の風景地） 

雲仙天草国立公園は、九州の西部に位置し、長崎県の雲仙地域と熊本県、鹿児島県の天草

地域からなる。 
雲仙地域は、長崎県南東部に位置する島原半島のほぼ中央部に位置し、東西約 10km、南

北約 15km に及ぶ複合火山で形成されている。この複合火山を形成する諸峰を中心に同心

円状の裾野を発達させている雲仙地区と、その南西部に突き出た丘陵性台地から成る諏訪

ノ池地区からなっている。 

このうち雲仙地区は、東西に横断する陥没地形により、「雲仙地溝」と呼ばれる火山性

陥没地形やその南北には顕著な断層崖、断層谷が発達している。また、雲仙地溝には普賢

岳や平成
へいせい

新山
しんざん

、妙 見
みょうけん

岳
だけ

などの急峻な溶岩ドームが群立する山岳地形が形成されている。

この中腹には火山ガスを噴出する地獄地帯が広がり、温泉群には多くの噴気孔が見られる

など活発な噴出活動を見せている。 

諏訪ノ池地区は西部が丘陵性溶岩台地、東部は小火山が点在する地形であり、雲仙地区

とは異なった地貌を見せている。 

また、当該地域は古くから雲仙地獄周辺において山岳信仰、キリシタン信仰の歴史があ

り、近年においては、外国人の避暑地として国際的観光地として発展した歴史をもち、人

文景観にも恵まれている。 

植生は山岳部上部に夏緑樹林、下部には照葉樹林、その間には混交林が分布し、地獄地

帯のシロドウダンや雲仙全体に広く分布するミヤマキリシマ群落など変化に富んでいる。 

以上により、当該地域は火山景観、地獄現象や温泉群、さらには原生的な植生から生活

文化が反映された自然まで多様な自然景観と人文景観を有している。 

 

（２）規模 

本公園の区域面積は 28,335ha である。そのうち雲仙地域は 12,914ha である。 

 

（３）自然性 

雲仙地域の景観核心地域は、複合火山を形成する普賢岳や平成新山、妙見岳、野岳など

の諸峰や新焼溶岩流を中心に、周辺の九千部
く せ ん ぶ

岳
だ け

、絹笠山、矢岳、眉山
まゆやま

の火山地形と植生帯

であり、区域面積は 1,363ha である。 

 

（４）利用 

本地域の雲仙地区の利用は、複合火山を形成する普賢岳、国見岳、妙見岳、野岳、九千

部岳、絹笠山、矢岳への登山やハイキング、夏緑樹林の新緑期、紅葉期や春のミヤマキリ

シマ群落開花期の風景鑑賞、噴気現象を見せる雲仙地獄、温泉街の散策や温泉利用があ

る。 

また、諏訪ノ池地区は諏訪の池周辺に良好な照葉樹林が広がり、宿舎や野営場、自然観

察路等が整備され利用されている。 
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  また、本国立公園のテーマは「湯けむり漂う雲仙岳と島々連なる天草が織り成す“水陸

の大展望”」である。 

 

２． 地域の概要 

（１）景観の特性 

ア 地形、地質 

当該地区を形成している雲仙火山は、東西約 10km、南北約 15km に及ぶ複合火山であ

る。 

地域内を大別すると、この複合火山を形成する諸峰を中心に同心円状の裾野を発達さ

せている部分（雲仙地区）と、その南西部に突き出た丘陵性台地から成る部分（諏訪ノ

池地区）に二分される。また、これらのうち雲仙地区については、地区内を東西に横断

する陥没地形により、更に北部、中央部、南部の３つに分けることができる。 

雲仙地区中央部は火山性陥没地溝で、「雲仙地溝」と呼ばれている。その南北両縁に

は顕著な断層崖、断層谷の発達がみられるが、北縁の千々石
ち ぢ わ

断層は直線的にのびている

のに対し、南縁の深江
ふ か え

断層は東西から中央部に向かって弧状にわん曲しており対照的な

形態を示している。また地溝内にはトロイデ型をなす雲仙諸峰（最高峰は平成新山：標

高 1,483ｍ）がそびえ、その東西には眉山と猿
さる

葉
ば

山
やま

が連なって、急峻な山岳地形を形成

している。さらに千々石断層上には、吾妻
あ づ ま

岳
だけ

、鳥
とり

甲 山
かぶとやま

、舞
まい

岳
だけ

といった溶岩ドームがで

きている。 

平成２年には、雲仙岳の主峰、普賢岳が 198 年ぶりに噴火した。この噴火は、大きな

火山災害を伴い平成７年まで継続し、溶岩ドームや火砕流跡地といった火山景観である

平成新山を形成した。 

雲仙地区北部及び南部は中央部の山岳地帯に端を発する広大な火山性山麓扇状地から

成っている。これらは、数期にわたる火山活動を通じて破屑物が累積した複合扇状地で

あり、扇状溝の発達が著しい。 

諏訪ノ池地区は西部が丘陵性溶岩台地、東部は小火山が点在する地形となっており、

雲仙地区とは異なった地貌を示している。 

当該地域を地質学的にながめてみると、基盤岩としては古第三紀層（暁新世～鮮新

世）の上を不整合におおった口之津
く ち の つ

層（鮮新世～更新世）が大部分を占め、一部に口之

津層を欠く古第三紀層が分布している。雲仙火山は、その後の更新世～完新世に形成さ

れたもので、角閃安山岩によって特徴づけられ、雲仙火山岩類及び雲仙基底火山破屑岩

類に大別される。これらの形成にかかる火山活動は、雲仙地溝を中心に展開されてい

る。 

このような火山地形、地質やそれに纏わる歴史や生活史が学術的に高い評価を受け、

雲仙地域を中核として、平成 21 年に「ユネスコ世界ジオパーク」に認定されている。 

 

イ 植生・野生生物 

当該地域の植生は、垂直的に見ると(1)照葉樹林帯（標高 600ｍ以下：俵石、焼山中

腹、小地獄、札ノ原、別所等）(2)落葉広葉樹林帯（標高 950～1,400ｍ：仁田
に た

峠
とうげ

、アザ

ミ谷、普賢岳、妙見岳、国見岳等）及び(3)上記２帯にはさまれる混交林帯（標高 600～
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950ｍ：雲仙温泉街、地獄、矢岳、絹笠山、高岩山、池ノ原、七面山
しちめんさん

、野岳等）の３帯

に大別される。 

当該地域の自然植生の代表例としては、普賢岳を中心とする山頂部に広く分布するコ

ハウチワカエデ－ケクロモジ群落、これらの下部のやせ尾根を急斜面に分布するモミ－ 

シキミ群集、溶岩上や硫気孔周辺に分布するアカマツ－ミヤマキリシマ群集の３つがあ

げられる。その他注目すべき植生として、アカガシ－ミヤマシキミ群集（眉山の山地斜

面及び尾根の一部）、ヤマグルマ－ヒカゲツツジ群落（急崖地の岩上）、ニシキウツギ群

落（崩壊堆積地）及びススキ－ミヤマキリシマ群落（池ノ原、宝
ほう

原
ばる

、仁田峠等放牧地）

などがある。更に特記すべき植物として、ウンゼンスミレ、ウンゼンカンアオイ、ウン

ゼンマンネングサ、ウンゼントリカブト、ウンゼンザサ、ヤマヒョウタンボク、ヒメミ

ツバツツジ、ツクシコゴメグサ、ツクシショウジョウバカマなどがある。なお、地獄地

帯シロドウダン群落、池の原ミヤマキリシマ群落、原生沼沼野植物群落、野岳イヌツゲ

群落、普賢岳紅葉樹林は国指定の天然記念物、島原のシマバライチゴ自生地（眉山周

辺）は県指定の天然記念物となっている。 

当該地域には大型獣類は生息せず、動物相は総じて貧困である。しかし、鳥類は比較

的多く生息しており、特に普賢岳山腹のアザミ谷には、サンコウチョウ、ヤイロチョ

ウ、キビタキ、オオルリ、センダイムシクイ、ホトトギス、ツツドリ、シジュウカラ、

ヤマガラ、エナガ、コガラ、コゲラなど種数、個体数ともに多く見られる。 

 

ウ 自然現象 

温泉現象は、雲仙火山群のほぼ中心に位置する絹笠山と矢岳にはさまれた標高 700ｍ

の小盆地にみられる。温泉群はいずれも自然湧出で、東西 500ｍ、南北 1200ｍに及ぶ湧

出区域をもつ古湯
ふ る ゆ

、新湯
し ん ゆ

地区と、これより 500ｍ南方にあってやや狭小（長さ 60ｍ、幅

30ｍ）な小地獄
こ じ ご く

地区に大別される。特に新湯温泉群は、噴気孔が多くみられるなど、活

発な噴出活動を見せている。なお、古湯、新湯及び小地獄を総称して雲仙地獄と呼んで

いる。また、普賢岳頂上部では溶岩流噴出の際形成された間隙孔（風穴）が、平成２年

の噴火で溶岩ドームを形成した平成新山の頂上では噴気現象が見られる。 

普賢岳、妙見岳、国見岳などで見られるコハウチワカエデ、ヤマボウシ、ナナカマ

ド、イタヤカエデ、コミネカエデ、ナツツバキなどの紅葉は、当該地域の景観を代表す

るものであり、春季の新緑、夏季の深緑、冬季の大規模な霧氷なども見逃し難い。更に

池ノ原、仁田峠、宝原地区にみられるミヤマキリシマ大群落も特筆される。 

 

（２）利用の現況 

当該地域の自然景観の特性は、普賢岳をはじめとする国見岳、妙見岳、眉山、野岳、九

千部岳、絹笠山、矢岳などから成る複雑多岐にわたる集成火山地形と、地獄現象や温泉

群、更には、シロドウダン、イヌツゲ、ミヤマキリシマ等の大群落や落葉広葉樹林が織り

成す新緑や紅葉である。これらのすぐれた自然景観を鑑賞するため、年間約 220 万人がこ

の地を訪れる。 

当該地域の利用の特色は、道路環境が良好であり島原半島の各方面から雲仙地区や諏訪

ノ池地区へ容易に到達することができるため自動車や団体バス利用が多く、国立公園内に
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おいても各利用地点をつなぐ車道が整備され、利用拠点からの展望利用や散策、登山利用

がある。 

利用の核心地域である雲仙温泉は集団施設地区が設定されており、利用形態は、温泉利

用、ビジターセンター（雲仙お山の情報館）を拠点とした雲仙地獄、温泉街や周辺の散策

が主である。雲仙諏訪ノ池集団施設地区は宿舎、野営場、園地、ビジターセンターが整備

され、野営場やビジターセンターを拠点とした諏訪の池や周辺の照葉樹林帯での自然観察

会や散策利用がある。 

 

（３）社会経済的背景 

ア 土地所有別 

本公園区域の土地所有別内訳は次のとおりで、普賢岳、国見岳、妙見岳、眉山、九千

部岳、高岩岳、矢岳などの当該地域中北部の山岳地を中心とした雲仙地区の大部分は国

有林であり、その周辺は民有林、農耕地や集落地などの私有地が多い。その南西部の諏

訪ノ池地区は民有林や農耕地などの私有地が多い。 

 

（単位：ha）   

  国有地 公有地 私有地 計 

雲仙天草国立公園 7,128 595 5,192 12,914 

（雲仙地域） 55.2％ 4.6％ 40.2％ 100％ 

  

イ 人口及び産業 

本地域の主たる産業は林業であるが、他に農業、観光業が行われている。なお、本公

園区域を有する３市には 56,093 世帯 133,603 人が居住している（令和元年 12 月末時

点）。 

 

ウ 権利制限関係 

景観上重要な地域については、別表のとおり、大部分が保安林、天然記念物、鳥獣保

護区に重複指定されている。鉱区出願は４件なされているが、いずれも普通地域で景観

上支障は小さい。 
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（ア）保安林 

（単位：ha） 

種類 位置 重複面積 
指定年月日 

（国有林内） 
指定年月日 
（民有林内） 

水源かん養 長崎県島原市地内 1,135  昭和 56.５.14 

平成 10.２.２ 

指定なし 

  〃 雲仙市地内 3,755  明治 31.１.１ 

大正 12.８.３ 

大正 12.８.５ 

昭和 56.５.14 

平成元.３.９ 

平成 10.２.２ 

平成 15.10.15 

平成 16.７.16 

明治 30.12.28 

大正４.５.20 

平成３.３.26 

平成６.２.22 

平成８.10.22 

平成 12.８.22 

平成 15.３.５ 

 

  〃 南島原市地内 719  昭和 56.５.14 

平成元.３.９ 

平成 16.７.16 

 

昭和 24.４.21 

昭和 32.７.５ 

平成２.２.16 

平成３.３.26 

平成 10.９.16 

平成 20.８.５ 

土砂流出防備 長崎県島原市地内 1,410  明治 31.１.１ 

昭和 56.５.14 

昭和 62.７.20 

平成６.４.７ 

平成 10.２.２ 

 

昭和 42.10.16 

昭和 52.３.23 

昭和 52.３.30 

昭和 58.８.19 

昭和 63.２.27 

平成６.11.15 

平成７.３.８ 

平成７.５.16 

平成７.５.22 

平成７.７.24 

平成９.７.１ 

平成 11.８.25 

  〃 雲仙市地内 530  平成 10.２.２ 昭和 43.３.６ 

昭和 46.３.25 

昭和 58.８.19 

昭和 58.12.７ 

昭和 63.２.27 

平成３.３.26 

平成４.２.15 

平成 11.３.29 

平成 14.３.６ 
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平成 23.７.29 

平成 24.２.16 

  〃 南島原市地内  259  指定なし 昭和 42.10.16 

昭和 46.３.25 

昭和 52.３.23 

昭和 52.７.５ 

昭和 58.12.７ 

昭和 60.８.15 

昭和 61.３.11 

平成６.11.15 

平成７.２.９ 

平成７.７.24 

平成 10.６.30 

平成 11.１.12 

平成 11.３.29 

平成 14.３.６ 

平成 24.２.16 

土砂崩壊防備 長崎県島原市地内  41  昭和 56.５.14 

昭和 62.７.20 

指定なし 

  〃 雲仙市地内 １  指定なし 昭和 46.３.25 

  〃 南島原市地内 73  昭和 56.５.14 不明 

干害防備 長崎県雲仙市地内 185  指定なし 平成 10.７.17 

平成 12.９.29 

平成 13.１.12 

平成 22.５.28 

  〃 南島原市地内 168  指定なし 平成 11.12.10 

平成 21.８.25 

平成 22.３.26 

平成 22.10.５ 

平成 23.３.８ 

平成 25.３.22 

保健 長崎県島原市地内 766  昭和 56.５.14 

昭和 58.12.12 

平成 10.２.２ 

平成３.９.10 

平成 15.４.30 

平成 15.６.３ 

  〃 雲仙市地内 363  昭和 56.５.14 昭和 58.１.４ 

昭和 60.９.３ 

平成７.６.30 

 計 9,405   
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（イ） 鳥獣保護区                          

                                     （単位：ha） 

 

（ウ）史跡名勝天然記念物 

区分 名称 位置 指定年月日 

国指定 地獄地帯 

シロドウダン群落 

（天然記念物） 

長崎県雲仙市地内 昭３.３.31 

 野岳イヌツゲ群落 

（天然記念物） 

 〃   〃            〃      

 普賢岳紅葉樹林 

（天然記念物） 

 〃 島原市地内 

 〃 雲仙市地内 

  

     〃      

 原生沼沼野植物群落 

（天然記念物） 

 〃 雲仙市地内      〃      

 池の原ミヤマキリシマ

群落 

（天然記念物） 

 〃 雲仙市地内      〃      

 平成新山 

（天然記念物） 

 〃 島原市地内 

 〃 雲仙市地内 

平 16.４.５ 

 温泉
うんぜん

岳 

（特別名勝）  

 〃 島原市地内 

 〃 雲仙市地内 

 〃 南島原市地内 

昭３.３.31（名勝） 

昭 27. ３.29 

（特別名勝） 

 原山支石墓群（史跡）  〃 南島原市地内 昭 47.11.６ 

県指定 島原のシマバライチゴ

自生地 

（天然記念物）  

長崎県島原市地内 昭 35.３.22 

 

名称 位置 重複面積 指定年月日 

雲仙鳥獣保護区 長崎県島原市地内 568  昭 47.11.１ 

  〃 雲仙市地内 2,854   

  〃 南島原市地内 735   

眉山鳥獣保護区 長崎県島原市地内 1,477  昭 55.11.１ 

  〃 雲仙市地内 ４   

諏訪ノ池 

鳥獣保護区 

 〃 雲仙市地内 187  昭 55.11.１ 

 〃 南島原市地内 74   

百花台公園鳥獣保護区  〃 雲仙市地内 28  平 14.11.１ 

 計 5,927   
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３． 公園区域 

雲仙天草国立公園（雲仙地域）の区域を次のとおりとする。 

（表１：公園区域表） 

都道府県名 区            域 面積（ha） 

長 崎 県 島原市内 

国有林長崎森林管理署 73 林班、74 林班、79 林班、

81 林班から 92 林班まで及び 94 林班の全部並びに

75 林班から 78 林班まで、80 林班、93 林班及び 96

林班の各一部 

島原市 

大下町、北上木場町、北千本木町、礫石原町、三会

町、白谷町、新湊二丁目、立野町、仁田町、広高野

町、南上木場町、南下川尻町、南千本木町、有明町

大字久原及び有明町大字高野の各一部 

3,534 

国 2,613 

公   123 

私   797 

 
雲仙市内 

国有林長崎森林管理署 70 林班、71 林班、95 林班及

び 103 林班から 127 林班の全部並びに 75 林班から

78 林班まで、80 林班及び 93 林班の各一部 

雲仙市 

国見町大字神代、国見町大字多比良、国見町大字土

黒、瑞穂町大字西郷、吾妻町大字川床名、吾妻町大

字田ノ平名、千々石町大字小倉名、千々石町大字上

峰名、千々石町大字木場名、千々石町大字野田名、

小浜町大字雲仙、小浜町大字大亀、小浜町大字北野、

小浜町大字北本町、小浜町大字木場、小浜町大字南

木指、小浜町大字南本町、小浜町大字山畑及び南串

山町大字荒牧名の各一部 

6,680 

国 3,807 

公   167 

私 2,707 

 
南島原市内 

国有林長崎森林管理署 97林班から 99林班まで、101

林班から 102 林班までの全部並びに 96 林班の一部 

南島原市 

北有馬町大字今福名、北有馬町大字西正寺名、北有

馬町大字坂上下名、西有家町大字慈恵寺名、西有家

町大字長野名、西有家町大字見岳名、有家町大字尾

ノ上名、布津町大字坂下名、深江町大字大野木場名、

深江町大字田中名及び深江町大字古江名の各一部 

2,699 

国   707 

公   305 

私 1,687 

合                    計 12,914 

※端数処理のため合計値が一致しない場合がある。 
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１ 基本方針 

雲仙地域は、複合火山を形成する普賢岳や平成新山、妙見岳などの諸峰を中心とした山岳地形

や地獄現象、夏緑樹林などの原生的景観とこれに纏わる人文景観を有する我が国を代表する傑出

した風景地であり、1934 年（昭和９年）に我が国で最初に指定された由緒ある国立公園であ

る。 
雲仙岳を中央に抱える島原半島は、約 40 万年前までは島であった。約 430 万年前に半島南端

の早崎で始まった海底火山の噴火により火山島が誕生し、噴火を繰り返しながら大きな島になっ

ていった。約 50 万年前には雲仙岳（雲仙火山）が形成されて噴火活動を開始し、約 40 万年前に

流れ下った噴出物で九州本土とつながり半島となった。島原半島では南北３地域に分けるような

東西方向の断層が形成され、その中央部は北部・南部に対して沈降し続けているが、噴火はその

地溝帯に集中しており、粘性の高いマグマが噴出してできる溶岩ドームの形成と崩壊を繰り返し

ながら急峻な雲仙岳が出来上がっている。有史以降の噴火活動は少なくとも３回記録されてお

り、江戸時代の普賢岳噴火に伴う眉山崩壊は 15,000 人の犠牲者を出したが、その後には豊富な

湧水と良好な漁場・港湾が生じた。雲仙岳の最高峰である平成新山は、1990 年（平成２年）か

ら 1996 年（平成８年）の平成大噴火によって誕生した「世界で一番新しい山」の一つである。 

島原半島では、約 430 万年前から平成大噴火までの火山活動の変化を間近に見ることができ

る。雲仙温泉街に点在する地獄は時代とともに移動しており、かつて駐車場であった場所が今は

地獄となっているなど、動き続けている地獄そのものが地球の躍動・鼓動を伝えている。火山の

活動はミヤマキリシマ（雲仙ツツジ）に代表される特有の植物景観を育んでおり、シャシャンボ

やシロドウダン等を含めて火山の地質や火山ガスに耐性を持つ植物が優占し、森林へと遷移する

途上の特徴的な植生がみられる。また、東西に並ぶ小浜温泉、雲仙温泉（地獄）、島原温泉の源

はいずれも橘湾海底のマグマ溜りでありながら、高温高圧のガスが斜めに上昇する距離の違いに

より、異なる温度や泉質を持っている。 

島原半島は海と山が近く、海の上に急激に立ち上がっている形が特徴で、海沿いから雲仙温泉

地区まで標高差が約 700ｍあり、低地より４～５度は涼しい気候となっている。この標高差によ

り雲仙岳と三方の海とが織り成す“水陸の大展望”は本国立公園の指定要素ともなっており、移

ろう天気の一瞬の変化や、霧氷などの自然現象、美しい夜の星空を見ることができる。火山の裾

野の傾斜地では、水はけの良い土壌を活かした農業が営まれており、多様な滋味あふれる野菜を

生産するだけでなく、火山性の地形や岩石による石積み棚田と赤黄色の土壌が美しい景観を作り

出している。 

この島原半島の類い稀な自然景観は、明治維新前から多くの外国人に避暑・保養の地として見

いだされ、ゴルフ場やキャンプ場などの娯楽やハイカラ文化、雲仙ハヤシなどの特産品を生み出

す源となった。また、701 年の行基による開山以降、雲仙には山岳信仰の霊山として多くの僧が

集まり、平安末期から戦国時代にかけて、最盛期には千もの僧坊が存在し、今の雲仙温泉街の人

口を越える僧が居住していた歴史も驚きに値する。 

このような火山と地形・地質、そこから生まれた人の暮らし・温泉・食、信仰や外国人避暑地

としての歴史に触れることによって、唯一無二のストーリー（物語）を体感できるのが当該地域

ならではの価値であり、今もなお、命を燃やす地球に育まれた火山や温泉、食や文化、信仰等か

ら明日を生きるための活力を得ることが代表的な感動体験である。 

その基盤となる世界に誇る風致景観を保護し、上述した体験を国内外の利用者に提供すること

により、保健、休養及び教化（すなわち感動と学び）の場として機能すると同時に、生物多様性

の確保にも寄与するため、以下の方針により公園計画を定める。 

 

 
（１）保護に関する事項 

普賢岳、平成新山、国見岳、妙見岳、野岳などの火山地形の中心部、これらとつながる九千

部岳、矢岳、絹笠山、眉山などの火山地形、新焼溶岩流、平成新山火砕流及び土石流跡地、普

賢岳や九千部岳西側斜面の落葉広葉樹林帯、野岳のイヌツゲ群落、池ノ原、宝原及び仁田峠の

ミヤマキリシマ群生地などの森林景観やミズゴケ湿原が見られる原生沼、噴気孔など噴出活動

を見せる雲仙地獄の風致景観の保護に重点をおいた計画とする。 
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（２）利用に関する事項 

普賢岳、国見岳、妙見岳、野岳、九千部岳、絹笠山、矢岳などへの登山、ハイキング、新

緑、紅葉期、ミヤマキリシマ群落の開花期を対象とした風景鑑賞のために歩道、園地、駐車場

等を計画的に整備する。雲仙温泉集団施設地区は、これらの登山、ハイキングの利用や地区内

の地獄現象、歴史の探勝や温泉利用のための拠点として、宿舎、野営場、博物展示施設、園

地、駐車場の整備を図る。雲仙諏訪ノ池集団施設地区は、当該地域の南部の利用拠点として、

諏訪の池や照葉樹林帯を対象とした自然観察会、自然探勝のための宿舎、野営場、博物展示施

設、園地、駐車場の整備を図る。 
当該地域の各利用地点を連絡する利用を想定し、周辺の風致景観の保全と園地等の適切な整

備を行う。 
さらに、地域ごとの地形地質・景観・文化等を活かした質の高い自然体験活動を促進する。 
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２ 規制計画 

(１) 保護規制計画 

ア 特別地域 

次の区域を特別地域とする。 

（表１：特別地域総括表） 

都道府県名 区            域 面積（ha） 

長 崎 県 島原市内 

国有林長崎森林管理署86林班から89林班まで及び92

林班の全部並びに 76 林班から 78 林班まで、80 林班、

84 林班、85 林班、93 林班、94 林班及び 96 林班の各一

部 

島原市 

北千本木町及び南千本木町の各一部 

1,528 

国 1,453 

公    49 

私    26 

 雲仙市内 

国有林長崎森林管理署 95 林班、106 林班から 109 林班

まで及び 118 林班の全部並びに 76 林班から 78 林班ま

で、80 林班、93 林班、103 林班から 105 林班まで、110

林班、114 林班、117 林班、119 林班及び 127 林班の各

一部 

雲仙市 

国見町大字神代、国見町大字土黒、瑞穂町大字西郷、

千々石町大字木場名、小浜町大字雲仙、小浜町大字大

亀、小浜町大字木場、小浜町大字南木指、小浜町大字

南本町、小浜町大字山畑及び南串山町大字荒牧名の各

一部 

2,202 

国 1,323 

公   151 

私   729 

 南島原市内 

国有林長崎森林管理署 101 林班及び 102 林班の全部並

びに 96 林班から 99 林班までの各一部 

南島原市 

北有馬町大字今福名、北有馬町大字西正寺名、北有馬

町大字坂上下名、西有家町大字慈恩寺名、西有家町大

字長野名、西有家町大字見岳名、有家町大字尾ノ上名、

布津町大字坂下名及び深江町大字古江名の各一部 

1,058 

国   439 

公   174 

私   445 

合                    計 4,788 

※端数処理のため合計値が一致しない場合がある。  
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(ア) 特別保護地区 

特別地域のうち、次の区域を特別保護地区とする。 

（表２：特別保護地区総括表） 

都道府県名 区            域 面積（ha） 

長 崎 県 島原市内 

国有林長崎森林管理署 78 林班、80 林班、84 林班、92 林班

から 94 林班まで及び 96 林班の各一部 

島原市 

北千本木町の一部 

385 

国   379 

公     6 

私     0 

 雲仙市内 

国有林長崎森林管理署 95 林班の全部並びに 78 林班、80 林

班及び 93 林班の各一部 

174 

国   174 

公     0 

私     0 

 南島原市内 

国有林長崎森林管理署 96 林班の一部 
37 

国    37 

公     0 

私     0 

合                    計 596 

 

 

（表３：特別保護地区内訳表） 

名  称 区     域 地区の概要 面積（ha） 

普 賢 岳 長崎県島原市内 

国有林長崎森林管理署 78 林班、

80 林班、84 林班、92 林班から 94

林班まで及び 96 林班の各一部 

長崎県島原市 

北千本木町の一部 

標高約 1,000ｍ以上の

普賢岳一体に分布する

森林は、コハウチワカ

エデ－ケクロモジ群集

を中心と落葉広葉樹林

で国の天然記物に指定

されている。 

385 

普 賢 岳 長崎県雲仙市内 

国有林長崎森林管理署 95 林班の

全部並びに 78 林班、80 林班及び

93 林班の各一部 

同  上 174 

普 賢 岳 長崎県南島原市内 

国有林長崎森林管理署 96 林班の

一部 

同  上 37 

合                    計 596 
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(イ) 第１種特別地域 

次の区域を第１種特別地域とする。 

（表４：第１種特別地域総括表） 

都道府県名 区            域 面積（ha） 

長 崎 県 島原市内 

国有林長崎森林管理署 89林班の全部並びに 86 林班から 88

林班まで及び 96 林班の各一部 

443 

国   443 

公     0 

私     0 

 雲仙市内 

国有林長崎森林管理署 107 林班の全部並びに 106 林班、109

林班、114 林班、117 林班及び 118 林班の各一部 

雲仙市 

小浜町大字雲仙の一部 

324 

国   296 

公    21 

私     6 

合                    計 767 

※端数処理のため合計値が一致しない場合がある。 

 

 

（表５：第１種特別地域内訳表） 

名  称 区     域 地区の概要 面積（ha） 

眉 山 長崎県島原市内 

国有林長崎森林管理署 89 林班の

全部並びに86林班から 88林班ま

で及び 96 林班の各一部 

寛政４年（1792 年）の

普賢岳噴火の際、東側

が大崩壊し、土石の海

中流入によって津波を

誘発（島原大変肥後迷

惑 ）したことで知ら

れる。千本木のシマバ

ライチゴ自生地が県の

天然記念物に指定され

ている。 

443 

雲 仙 地 獄 長崎県雲仙市内 

国有林長崎森林管理署107林班の

全部並びに 106 林班、109 林班、

114 林班、117 林班及び 118 林班

の各一部 

雲仙市 

小浜町大字雲仙の一部 

雲仙温泉街周辺には各

所に硫気孔群があり雲

仙地獄と呼ばれてい

る。地獄一帯には火山

ガスの影響を受けた特

殊な植物群落が成立し

ている。 

324 

合                    計 767 
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(ウ) 第２種特別地域 

次の区域を第２種特別地域とする。 

（表６：第２種特別地域総括表） 

都道府県名 区            域 面積（ha） 

長 崎 県 島原市内 

国有林長崎森林管理署 76 林班から 78 林班まで、86 林班か

ら 88 林班まで、94 林班及び 96 林班の各一部 

島原市 

南千本木町の一部 

431 

国   363 

公    43 

私    26 

 雲仙市内 

国有林長崎森林管理署 108 林班の全部並びに 76 林班、77 林

班、103 林班から 106 林班まで、109 林班、110 林班、114 林

班、118 林班、119 林班及び 127 林班の各一部 

雲仙市 

国見町大字神代、国見町大字土黒、瑞穂町大字西郷、千々石

町大字木場名、小浜町大字雲仙、小浜町大字大亀、小浜町大

字木場、小浜町大字南木指、小浜町大字南本町、小浜町大字

山畑及び南串山町大字荒牧名の各一部 

1,623 

国   853 

公   128 

私   643 

 南島原市内 

国有林長崎森林管理署 101 林班の全部並びに 97 林班から

99 林班まで及び 102 林班の各一部 

南島原市 

北有馬町大字西正寺名、北有馬町大字坂上下名、西有家町

大字慈恩寺名、西有家町大字長野名、西有家町大字見岳名、

有家町大字尾ノ上名、布津町大字坂下名及び深江町大字古

江名の各一部 

660 

国   178 

公   151 

私   332 

合                    計 2,715 

※端数処理のため合計値が一致しない場合がある。 
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（表７：第２種特別地域内訳表） 

名  称 区     域 地区の概要 面積（ha） 

眉 山 長崎県島原市内 

国有林長崎森林管理署 76 林班か

ら 78 林班まで、86 林班から 88 林

班まで、94 林班及び 96 林班の各

一部 

長崎県島原市 

南千本木町の一部 

寛政４年（1792 年）の

普賢岳噴火の際、東側

が大崩壊し、土石の海

中流入によって津波を

誘発（島原大変肥後迷

惑 ）したことで知ら

れる。 

431 

九 千 部 岳 

周 辺 

長崎県雲仙市内 

国有林長崎森林管理署108林班の

全部並びに 76 林班、77 林班、103

林班から 106 林班まで、109 林班、

110 林班、114 林班、118 林班、119

林班及び 127 林班の各一部 

長崎県雲仙市 

国見町大字神代、国見町大字土

黒、瑞穂町大字西郷、千々石町大

字木場名、小浜町大字雲仙、小浜

町大字大亀、小浜町大字木場、小

浜町大字南木指、小浜町大字南本

町、小浜町大字山畑及び南串山町

大字荒牧名の各一部 

九千部岳の東側斜面か

ら鳥甲山方面はスギ、

ヒノキ等の針葉樹及び

稜線部にヤマボウシ、

カナクギノキ等の落葉

広葉樹が多く見られ、

一帯が樹木で覆われて

おり良好な山岳景観を

保っている。 

1,623 

公 園 事 業 

道 路 沿 線 

長崎県南島原市内 

国有林長崎森林管理署101林班の

全部並びに97林班から 99林班ま

で及び 102 林班の各一部 

長崎県南島原市 

北有馬町大字西正寺名、北有馬町

大字坂上下名、西有家町大字慈恩

寺名、西有家町大字長野名、西有

家町大字見岳名、有家町大字尾ノ

上名、布津町大字坂下名及び深江

町大字古江名の各一部 

多くの利用者が国立公

園内の主要な興味地点

へ自動車により到達す

るため、道路沿線の景

色が自然公園の雰囲気

を決定している。 

660 

合                    計 2,715 

※端数処理のため合計値が一致しない場合がある。 
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(エ) 第３種特別地域 

次の区域を第３種特別地域とする。 

（表８：第３種特別地域総括表） 

都道府県名 区            域 面積（ha） 

長 崎 県 島原市内 

国有林長崎森林管理署 84 林班、85 林班、92 林班及び 93 林

班の各一部 

269 

国   269 

公     0 

私     0 

 雲仙市内 

小浜町大字木場及び大字南木指の各一部 
81 

国     0 

公     2 

私    80 

 南島原市内 

国有林長崎森林管理署 97 林班及び 102 林班の各一部 

南島原市 

北有馬町大字今福名、西有家町大字長野名、有家町大字尾

ノ上名、布津町大字坂下名及び深江町大字古江名の各一部 

360 

国   224 

公    23 

私   113 

合                    計 710 

※端数処理のため合計値が一致しない場合がある。 

 

（表９：第３種特別地域内訳表） 

名  称 区     域 地区の概要 面積（ha） 

平 成 新 山 

火砕流及び

土石流跡地

ほ か 

長崎県島原市内 

国有林長崎森林管理署 84 林班、

85 林班、92 林班及び 93 林班の各

一部 

長崎県雲仙市 

小浜町大字木場及び大字南木指

の各一部 

長崎県南島原市内 

国有林長崎森林管理署 97 林班及

び 102 林班の各一部 

長崎県南島原市 

北有馬町大字今福名、西有家町大

字長野名、有家町大字尾ノ上名、

布津町大字坂下名及び深江町大

字古江名の各一部 

平成２年以降に発生し

た火砕流や土石流の跡

地であり、溶岩ドーム

とともに噴火活動の大

きさを表している。度

重なる火砕流等により

植生が消失したが、自

然遷移により、また防

災を目的とした種子散

布等により植生が復元

されつつある。 

710 

合                    計 710 
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(イ) 普通地域 

普通地域の区域は、次のとおりである。 

（表 11：普通地域表） 

都道府県名 区            域 面積（ha） 

長 崎 県 島原市内 

国有林長崎森林管理署 73 林班、74 林班、79 林班、81

林班から 83 林班まで、90 林班及び 91 林班の全部並び

に 75 林班、84 林班、85 林班、93 林班及び 94 林班の

各一部 

島原市 

大下町、北上木場町、北千本木町、礫石原町、三会町、

白谷町、新湊二丁目、立野町、仁田町、広高野町、南

上木場町、南下川尻町、南千本木町、有明町大字久原

及び有明町大字高野の各一部 

2,006 

国 1,160 

公    74 

私   772 

 雲仙市内 

国有林長崎森林管理署 70 林班、71 林班、111 林班から

113 林班まで、115 林班、116 林班及び 120 林班から 126

林班までの全部並びに 75 林班、76 林班、103 林班から

105 林班まで、110 林班、114 林班、117 林班、119 林

班及び 127 林班の各一部 

雲仙市 

国見町大字神代、国見町大字多比良、国見町大字土黒、

瑞穂町大字西郷、吾妻町大字川床名、吾妻町大字田ノ

平名、千々石町大字小倉名、千々石町大字上峰名、千々

石町大字木場名、千々石町大字野田名、小浜町大字大

亀、小浜町大字北野、小浜町大字北本町、小浜町大字

木場、小浜町大字南木指、小浜町大字南本町、小浜町

大字山畑及び南串山町大字荒牧名の各一部 

4,478 

国 2,484 

公    16 

私 1,978 

 南島原市内 

国有林長崎森林管理署 97 林班から 99 林班までの各一

部 

南島原市 

北有馬町大字西正寺名、北有馬町大字坂上下名、西有

家町大字慈恵寺名、西有家町大字長野名、西有家町大

字見岳名、有家町大字尾ノ上名、布津町大字坂下名、

深江町大字大野木場名、深江町大字田中名及び深江町

大字古江名の各一部 

1,642 

国   268 

公   131 

私 1,243 

合                    計 8,126 
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ウ 面積内訳  

（表 12：地域地区別土地所有別面積総括表）                                                                            （単位：面積 ha，比率％） 

地 域 区 分 特 別 地 域 
普 通 地 域 

（ 陸 域 ） 

合 計 

（ 陸 域 ） 
海 域 公 園 

地 区 

普 通 地 域 

（ 海 域 ） 

合 計 

（ 海 域 ） 地 種 区 分 特別保護地区 第１種特別地域 第２種特別地域 第３種特別地域 

土 地 所 有 別 国 公 私 国 公 私 国 公 私 国 公 私 国 公 私 国 公 私    

合 
 

 
 

 

計 

土地所有別面積 590 6 0 739 21 6 1,394 321 1,000 493 25 192 3,912 221 3,992 7,128 595 5,192    

地種区分別面積 
（比率） 

 

 

 

 

 

 

 

 

767 

(  5.9 

 

) 

 

 

2,715 

( 21.0 

 

) 

 

 

710 

(  5.5 

 

) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

   

地域地区別面積 
（比率） 

 

 

596 

(  4.6 

 

) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4,192 

( 32.5 

 

) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

   

地 域 別 面 積 
（比率） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4,788 

( 37.1 

 

) 

 

 

8,126 

( 62.9 

 

) 

 

 

12,914 

(100.0 

 

) 

－ － － 

(－) (－) (－) 

※端数処理のため合計値が一致しない場合がある。 
 
 
（表 13：地域地区別市町別面積総括表）                                                                                   （単位：ha） 

地域地区 

市町村名 

特 別 地 域 
普 通 地 域 

（ 陸 域 ） 

合 計 

（ 陸 域 ） 

海 域 公 園 

地 区 

普 通 地 域 

（ 海 域 ） 

合 計 

（ 海 域 ） 
特 保 第１種 第２種 第３種 小 計 

長崎県 島原市 385 443 431 269 1,528 2,006 3,534    

 雲仙市 174 324 1,623 81 2,202 4,478 6,680 － － － 

 南島原市 37 0 660 360 1,058 1,642 2,699    

合計 596 767 2,715 710 4,788 8,126 12,914 － － － 

※端数処理のため合計値が一致しない場合がある。 
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３ 事業計画 

(１) 施設計画 

ア 利用施設計画 

(ア) 集団施設地区 

集団施設地区を次のとおりとする。 

（表 14：集団施設地区表） 

番号 名 称 区    域 計  画  目  標 
整備計画 

及び基盤施設 
整   備   方   針 面積(ha) 

１ 雲仙温泉 長崎県雲仙市内 

国有林長崎森林管理署 106 林班の一

部 

長崎県雲仙市 

小浜町大字雲仙の一部 

当該地は普賢岳の南西、標高 700ｍの高

地に位置し、矢岳、絹笠山、高岩山等によ

り取り囲まれた地区である。古くから外国

人の避暑地として開け、温泉に加えて、春

のミヤマキリシマや冬の霧氷等すぐれた

自然景観を鑑賞するために多くの利用者

が訪れる。 

また、島原雲仙線道路（車道）により島

原と、小浜雲仙線道路（車道）、千々石雲仙

線道路（車道）、千々石田代原線道路（車道）

により長崎、諫早方面と結ばれている。 

この恵まれた自然環境や良好なアクセ

スを活かし、雲仙の自然と歴史に親しむた

めの拠点として快適な利用空間を形成す

るための施設を計画するものとする。 

第１整備計画区 ホテル、旅館、商店のほか、従業員宿舎、保養所、一般住宅等が混在する計画区

である。 

既に密集した市街地を形成しており、街並み保全に留意しつつ、宿舎等の規模は

現行程度に留めるものとする。 

また、街路沿いに園地、広場を整備する等快適な利用空間の創出を図る。 

41.0 

   第２整備計画区 街並みの保全に留意しつつ、宿泊施設等を整備する。 7.7 

   第３整備計画区 白雲ノ池一帯の計画区である。 

既存施設の改良、充実を図ることにより、快適かつ自然環境に調和した野営場を

整備する。 

その際には自然探勝など日帰り客も含めた多面的利用を考慮するものとする。 

6.9 

   第４整備計画区 噴気気象が見られる「地獄」と周辺山裾を含む計画区である。 

自然探勝のための歩道及び集団施設地区外の利用施設を結ぶ歩道を整備すると

ともに、園地、広場を効果的に配置し、利用者の多様なニーズに応じた利用空間を

整備する。 

また、雲仙温泉に加え、島原半島の自然、火山情報、歴史、文化の総合的な情報

提供機能を備えた博物展示施設を整備する。 

31.2 

    道路（車道） 主要道路である小浜雲仙線（車道）及び島原雲仙線道路（車道）から各利用施設

に至る既存車道を適切に維持する。 

 

    道路（歩道） 各整備計画区を有機的に連携する歩道を整備する。  

    給排水施設 既存給排水施設を適切に維持する。  

      国 公 私 

     面   積   計 28.6 50.3 7.9 

       86.8  
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番号 名 称 区    域 計  画  目  標 
整備計画 

及び基盤施設 
整   備   方   針 面積(ha) 

２ 雲仙諏訪

ノ池 

長崎県雲仙市 

小浜町大字大亀及び小浜町大字山畑

の各一部 

当該地は島原半島の南西に位置する諏

訪ノ池一帯の森林に囲まれた静閑な地区

である。 

また、口之津雲仙線（車道）により諫

早方面から約１時間 30 分で到達できる。 

この恵まれた自然環境や良好なアクセ

スを活かし、雲仙地域南部の自然環境や歴

史とのふれあいのための拠点として、自然

探勝利用や快適な滞在型の利用空間を形

成するための施設を計画するものとする。 

雲仙諏訪ノ池整

備計画区 

諏訪ノ池と周辺に広がるクスノキ、カシ、ヤマモモ等の森林に囲まれた静閑な

計画区である。 

諏訪ノ池西側の丘は、宿舎を中心として、利用導線沿線に野営場、園地、運動

場及び当地区の自然、歴史、文化の情報提供機能を備えた博物館展示施設等を整

備する。 

また、諏訪ノ池は水鳥を中心とした野鳥観察の適地であることから、池の周辺

に野鳥観察施設を整備する。 

70.1 

   道路（車道） 口之津雲仙線（車道）から宿舎に至る車道を適切に維持する。  

   道路（歩道） 地区内の各利用施設を有機的に連携する歩道を整備する。  

   給排水施設 既存給排水施設を適切に維持する。  

      国 公 私 

     面   積   計 0 70.1 0 

       70.1  

 

 

３ 事業計画 

(１) 施設計画 

ア 利用施設計画 

(ア) 集団施設地区 

集団施設地区を次のとおりとする。 

（表 14：集団施設地区表） 

番号 名 称 区    域 計  画  目  標 
整備計画 

及び基盤施設 
整   備   方   針 面積(ha) 

１ 雲仙温泉 長崎県雲仙市内 

国有林長崎森林管理署 106 林班の一

部 

長崎県雲仙市 

小浜町大字雲仙の一部 

当該地は普賢岳の南西、標高 700ｍの高

地に位置し、矢岳、絹笠山、高岩山等によ

り取り囲まれた地区である。古くから外国

人の避暑地として開け、温泉に加えて、春

のミヤマキリシマや冬の霧氷等すぐれた

自然景観を鑑賞するために多くの利用者

が訪れる。 

また、島原雲仙線道路（車道）により島

原と、小浜雲仙線道路（車道）、千々石雲仙

線道路（車道）、千々石田代原線道路（車道）

により長崎、諫早方面と結ばれている。 

この恵まれた自然環境や良好なアクセ

スを活かし、雲仙の自然と歴史に親しむた

めの拠点として快適な利用空間を形成す

るための施設を計画するものとする。 

第１整備計画区 ホテル、旅館、商店のほか、従業員宿舎、保養所、一般住宅等が混在する計画区

である。 

既に密集した市街地を形成しており、街並み保全に留意しつつ、宿舎等の規模は

現行程度に留めるものとする。 

また、街路沿いに園地、広場を整備する等快適な利用空間の創出を図る。 

41.0 

   第２整備計画区 街並みの保全に留意しつつ、宿泊施設等を整備する。 7.7 

   第３整備計画区 白雲ノ池一帯の計画区である。 

既存施設の改良、充実を図ることにより、快適かつ自然環境に調和した野営場を

整備する。 

その際には自然探勝など日帰り客も含めた多面的利用を考慮するものとする。 

6.9 

   第４整備計画区 噴気気象が見られる「地獄」と周辺山裾を含む計画区である。 

自然探勝のための歩道及び集団施設地区外の利用施設を結ぶ歩道を整備すると

ともに、園地、広場を効果的に配置し、利用者の多様なニーズに応じた利用空間を

整備する。 

また、雲仙温泉に加え、島原半島の自然、火山情報、歴史、文化の総合的な情報

提供機能を備えた博物展示施設を整備する。 

31.2 

    道路（車道） 主要道路である小浜雲仙線（車道）及び島原雲仙線道路（車道）から各利用施設

に至る既存車道を適切に維持する。 

 

    道路（歩道） 各整備計画区を有機的に連携する歩道を整備する。  

    給排水施設 既存給排水施設を適切に維持する。  

      国 公 私 

     面   積   計 28.6 50.3 7.9 

       86.8  
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（  

雲仙温泉集団施設地区計画図及び区域図 



 

（  

雲仙温泉集団施設地区計画図及び区域図 
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雲仙諏訪ノ池集団施設地区計画図及び区域図 

1 - 2 町有地界

2 - 3 道路敷（除）界

3 - 4 実測線界

4 - 5 道路敷（含）界

5 - 6 道路敷（除）界

6 - 7 町有地界

7 - 8 道路敷（除）界

8 - 1 地番界

区　　　域　

－ 16 －





 

－17－ 

(
イ
) 

単
独

施
設
 

単
独
施
設
を
次
の
と
お
り
と
す
る
。

 
（

表
1
5
：
単
独

施
設

表
）
 

番
号

 
種
 
 

 
 

類
 

位
 
 
 
 
置

 
整
 
 
 
 

備
 

 
 

 
方

 
 

 
 

針
 

告
示

年
月
日

 

１
 

園
地

 
長

崎
県

島
原

市
（
焼
山
）

 
普
賢
岳
の
登
山
の
拠
点
及
び
普
賢
岳

一
帯
の

景
観

を
活

か
し

た
休

憩
・
展

望
・
自

然
探

勝
等
の
た
め
の
園
地
と
し
て
整
備
す
る

。
 

昭
57
.
７
.
24
 

２
 

園
地

 
長

崎
県

雲
仙

市
（
田
代
原
）

 
田
代
原
の
多
様
な
自
然
環
境
を
活
か

し
た
休

憩
・
展

望
等

の
た
め

の
園

地
と

し
て

整
備

す
る
。

 
昭

57
.
７
.
24
 

３
 

野
営

場
 

長
崎

県
雲
仙

市
（
田
代
原
）

 
田
代
原
周
辺
の
多
様
な
自
然
環
境
を

活
か
し

た
野

営
場

と
し

て
整

備
す

る
。

 
昭

57
.
７
.
24
 

４
 

園
地

 
長

崎
県

雲
仙

市
及
び
長
崎
県
南
島
原
市
（
仁

田
峠

）
 

普
賢
岳
の
登
山
の
た
め
の
拠
点
及

び
雲

仙
岳

一
帯

の
景

観
を

活
か

し
た

休
憩
・
展

望
等

の
た
め
の
園
地
と
し
て
整
備
す
る
。

 
昭

57
.
７
.
24
 

５
 

園
地

 
長

崎
県

雲
仙

市
（
池
ノ
原
）

 
雲

仙
岳

一
帯

の
景

観
や

ミ
ヤ

マ
キ

リ
シ

マ
群

落
に

代
表

さ
れ

る
自

然
環

境
を

活
か

し

た
展
望
・
自
然
探
勝
等
の
た
め
の
園
地

と
し

て
整

備
す

る
。

 
昭

57
.
７
.
24
 

６
 

園
地

 
長

崎
県

雲
仙

市
（
稚
児
落

ち
ご

お
と

し

ノ
滝
）

 
稚

児
落

ノ
滝

や
鴛
鴦

お
し

ど
り

ノ
池

等
の

自
然

環
境

を
活

か
し

た
自

然
探

勝
の

た
め

の
園

地
と

し
て
整
備
す
る
。

 
昭

57
.
７
.
24
 

７
 

ゴ
ル

フ
場

 
長

崎
県

雲
仙

市
（
雲
仙
）

 
現
状
を
維
持
す
る
程
度
に
と
ど
め
る

。
 

昭
57
.
７
.
24
 

８
 

園
地

 
長

崎
県

雲
仙

市
（
絹
笠
山
）

 
雲
仙
岳
一
帯
や
雲
仙
温
泉
街
の
景
観

を
活
か

し
た

休
憩
・
展

望
の

た
め

の
園

地
と

し
て

整
備
す
る
。

 
昭

57
.
７
.
24
 

９
 

宿
舎

 
長

崎
県

雲
仙

市
（
小
地
獄
）

 
既
存
宿
舎
施
設
の
改
良
整
備
に
と
ど

め
る
。

 
昭

57
.
７
.
24
 

１
０

 
公
衆

浴
場

 
長

崎
県

雲
仙

市
（
小
地
獄
）

 
既
存
公
衆
浴
場
施
設
の
充
実
を
図

る
。

 
昭

57
.
７
.
24
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番
号

 
種
 
 

 
 

類
 

位
 
 
 
 
置

 
整
 
 
 
 

備
 

 
 

 
方

 
 

 
 

針
 

告
示

年
月
日

 

１
１

 
園
地

 
長

崎
県

雲
仙

市
（
宝
原

ほ
う

ば
る

）
 

雲
仙

岳
一

帯
の

景
観

や
ミ

ヤ
マ

キ
リ

シ
マ

群
落

に
代

表
さ

れ
る

自
然

環
境

を
活

か
し

た
休
憩
・
展
望
の
た
め
の
園
地
と
し
て

整
備

す
る

。
 

昭
57
.
７
.
24
 

１
２

 
園
地

 
長

崎
県

雲
仙

市
（
駕
立
場

か
ご

た
て

ば

）
 

駕
立
場
周
辺
の
展
望
・
休
憩
の
た
め

の
園
地

と
し

て
整

備
す

る
。

 
昭

57
.
７
.
24
 

１
３

 
園
地

 
長

崎
県

南
島

原
市
（
論
所
原

ろ
ん

じ
ょ

ば
る

）
 

高
岩
山
や
牧
野
の
景
観
を
活
か
し

た
休

憩
・

展
望

の
た

め
の

園
地

と
し

て
整

備
す

る
。

 
昭

57
.
７
.
24
 

１
４

 
園
地

 
長

崎
県

南
島

原
市
（
俵
石
）

 
俵
石
周
辺
の
展
望
・
休
憩
の
た
め
の

園
地
と

し
て

整
備

す
る

。
 

昭
57
.
７
.
24
 

１
５

 
園
地

 
長

崎
県

島
原

市
（
垂
木

た
る

き

台
地
）

 
普

賢
岳

一
帯

の
景

観
や

周
辺

の
自

然
環

境
を

活
か

し
た

展
望

等
の

た
め

に
園

地
と

し

て
整
備
す
る
。

 
平

11
.
２
.
２

 

１
６

 
園
地

 
長

崎
県

雲
仙

市
（
宮
ノ
地
）

 
宮
ノ
地
周
辺
の
休
憩
等
の
た
め
園
地

と
し
て

整
備

す
る

。
 

平
11
.
２
.
２

 

１
７

 
博
物

展
示
施

設
 

長
崎

県
雲
仙

市
（
田
代

た
し

ろ

原ば
る

）
 

田
代

原
周

辺
の

多
様

な
自

然
等

を
開

設
す

る
た

め
の

博
物

展
示

施
設

と
し

て
整

備
す

る
。

 
平

11
.
２
.
２

 

１
８

 
園
地

 
長

崎
県

雲
仙

市
（
矢
岳
）

 
地
獄
地
帯
、
温
泉
街
等
の
景
観
や

周
辺

の
自

然
環

境
を

活
か

し
た

展
望
・
自

然
探

勝
の

た
め
の
園
地
と
し
て
整
備
す
る
。

 
平

11
.
２
.
２

 

１
９

 
野
営

場
 

長
崎

県
南
島

原
市
（
論
所
原
）

 
高

岩
山

や
牧

野
の

景
観

を
活

か
し

た
オ

ー
ト

キ
ャ

ン
プ

も
可

能
な

野
営

場
と

し
て

整

備
す
る
。

 
平

11
.
２
.
２

 

２
０

 
燃
料

等
供
給

施
設

 
長

崎
県

雲
仙

市
小
浜
町
（
札
の
原
）

 
小
浜
温
泉
か
ら
雲
仙
温
泉
集
団
施
設

地
区
ま

で
の

、
国
道

57
号

線
沿

い
の

燃
料
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(ウ) 道路 

ａ 車道 

車道を次のとおりとする。 
（表 16：道路（車道）表） 

番号 路 線 名 区              間 主要経由地 整    備    方    針 告 示 年 月 日 

１ 千本木島原港線 
 

起点－長崎県島原市（南千本木町・国立公園境界） 
終点－長崎県島原市（白谷町・国立公園境界） 

眉山山麓 眉山周辺の探勝と眉山登山道への到達道路として整備する。 平 11.２.２ 

令６.３.28 車道の変更 

２ 多比良
た い ら

田代原
たしろばる

線 起点－長崎県雲仙市（八斗木・国立公園境界） 
終点－長崎県雲仙市（田代原・車道合流点） 

魚洗川 多比良から田代原への到達道路として整備する。 昭 57.７.24 

３ 神代
こうじろ

雲仙線 起点－長崎県雲仙市（東原・国立公園境界） 
終点－長崎県雲仙市（池ノ原・車道合流点） 

田代原 
第二吹越 

公園北部の探勝と神代から雲仙温泉街への到達道路として整備する。 昭 57.７.24 

４ 千々石
ち ぢ わ

田代原線 起点－長崎県雲仙市（小倉・国立公園境界） 
終点－長崎県雲仙市（田代原・車道合流点） 

 
千々石から田代原への到達道路として整備する。 昭 57.７.24 

５ 千々石雲仙線 起点－長崎県雲仙市（白木原・国立公園境界） 
終点－長崎県雲仙市（雲仙温泉集団施設地区） 

稚児落ノ滝 
鴛鴦ノ池 

公園西部の探勝と千々石から雲仙温泉街への到達道路として整備する。 昭 57.７.24 

６ 池ノ原仁田峠線 起点－長崎県雲仙市（第一吹越・車道分岐点） 
終点－長崎県雲仙市（池ノ原・車道合流点） 

仁田峠 雲仙岳周辺の探勝と仁田峠への到達道路として整備する。 昭 57.７.24 

７ 池ノ原札ノ原線 起点－長崎県雲仙市（池ノ原・車道分岐点） 
終点－長崎県雲仙市（宝原） 
終点－長崎県雲仙市（雲仙温泉集団施設地区） 
終点－長崎県雲仙市（札ノ原・車道合流点） 

小地獄 池ノ原から宝原、小地獄及び札ノ原への到達道路として整備する。 昭 57.７.24 

８ 白雲ノ池線 起点－長崎県雲仙市（雲仙温泉集団施設地区） 
終点－長崎県雲仙市（雲仙温泉集団施設地区） 

 
雲仙温泉街から白雲ノ池への到達道路として整備する。 昭 57.７.24 

９ 小浜雲仙線 起点－長崎県雲仙市（笹ノ辻・国立公園境界） 
終点－長崎県雲仙市（雲仙温泉集団施設地区） 

駕立場 
札ノ原 

小浜温泉街から雲仙温泉街への到達道路として整備する。 昭 57.７.24 

１０ 口之津雲仙線 起点－長崎県雲仙市（小牟田原・国立公園境界） 
終点－長崎県雲仙市（札ノ原・車道合流点） 

諏訪ノ池 
論所原 

公園南西部の探勝と口之津から雲仙温泉街への到達道路として整備する。 昭 57.７.24 

１１ 島原雲仙線 起点－長崎県南島原市（龍首端・国立公園境界） 
終点－長崎県雲仙市（雲仙温泉集団施設地区） 

俵石 公園南東部の探勝と島原から雲仙温泉街への到達道路として整備する。 昭 57.７.24 
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ｂ  歩道 

歩道を次のとおりとする。 
（表 17：道路（歩道）表） 

番号 路 線 名 区              間 主要経由地 整    備    方    針 告 示 年 月 日 

１ 眉山
まゆやま

周回線 起点－長崎県島原市（南千本木町） 
終点－長崎県島原市（南千本木町） 

七面山 
天狗山 

溶岩ドーム、九十九島等の景観を活かした眉山登山のための周回歩道として整

備する。 
平 11.２.２ 

２ 九州自然歩道 起点－長崎県雲仙市（細川・国立公園境界） 
終点－長崎県南島原市（釘山・国立公園境界） 
起点－長崎県南島原市（後谷・国立公園境界） 
終点－長崎県南島原市（割石原・国立公園境界） 
起点－長崎県南島原市（後谷・国立公園境界） 
終点－長崎県南島原市（原山・歩道合流点） 

田代原 
九千部岳 
第二吹越 
妙見岳 
仁田峠 
池ノ原 
雲仙温泉 
小地獄 
宝原 
高岩山 
塔ノ坂 
論所原 
原山 
諏訪ノ池 

九州自然歩道として整備する。 平４.８.26 

３ 九千部岳鳥甲山線 起点－長崎県雲仙市（九千部岳・歩道分岐点） 
終点－長崎県雲仙市（田代原） 

九千部岳 
吾妻岳 
鳥甲山 

九千部岳から吾妻岳、鳥甲山を経て田代原へ至る自然探勝歩道として整備す

る。 
平 11.２.２ 

４ 普賢岳焼山線 起点－長崎県雲仙市（紅葉茶屋・歩道分岐点） 
終点－長崎県島原市（焼山） 
終点－長崎県島原市（弥都波能売

み つ は の め

神社） 

普賢岳 
霧氷沢 
焼山 

普賢岳への登山道として整備するとともに、焼山溶岩帯を周回する自然探勝歩

道として整備する。 
平 11.２.２ 

５ 仁田国見岳線 起点－長崎県雲仙市（仁田峠・歩道分岐点） 
終点－長崎県雲仙市（妙見岳・歩道合流点） 
起点－長崎県雲仙市（紅葉茶屋・歩道分岐点） 
終点－長崎県雲仙市（風穴・歩道合流点） 

仁田峠 
妙見岳 
風穴 

仁田峠から妙見岳、紅葉茶屋経て風穴へ至る自然探勝歩道としてとして整備す

る。 
平 11.２.２ 

６ 上大野木場仁田峠線 起点－長崎県南島原市（上大野木場・国立公園境界） 
終点－長崎県雲仙市（仁田峠・歩道合流点） 

赤松谷 溶岩ドーム、火砕流跡地等の景観を活かした上大野木場から仁田峠に至る自然

探勝として整備する。 
平 11.２.２ 

７ 野岳線 起点－長崎県雲仙市（仁田峠・歩道分岐点） 
終点－長崎県雲仙市（野岳） 

野岳 仁田峠からイヌツゲ群落地を経て野岳山頂に至る自然探勝歩道として整備す

る。 
平 11.２.２ 

８ 山領別所線 起点－長崎県雲仙市（山領・国立公園境界） 
終点－長崎県雲仙市（雲仙温泉集団施設地区） 

稚児落ノ滝 
鴛鴦ノ池 
加持川 

山領から稚児落ノ滝、鴛鴦ノ池を経て雲仙温泉街へ至る登山道及び自然探勝歩

道として整備する。 
昭 57.７.24 

９ 雲仙池ノ原線 起点－長崎県雲仙市（雲仙温泉集団施設地区） 
終点－長崎県雲仙市（雲仙温泉集団施設地区） 

池ノ原 雲仙温泉街から池ノ原を経て周回する自然探勝歩道として整備する。 昭 57.７.24 
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番号 路 線 名 区              間 主要経由地 整    備    方    針 告 示 年 月 日 

１０ 絹笠山周回線 起点－長崎県雲仙市（雲仙温泉集団施設地区） 
終点－長崎県雲仙市（雲仙温泉集団施設地区） 

絹笠山 
白雲ノ池 

雲仙温泉街から原生沼、絹笠山、白雲ノ池を経て周回する自然探勝歩道として

整備する。 
昭 57.７.24 

１１ 絹笠山広河原線 起点－長崎県雲仙市（絹笠・歩道分岐点） 
終点－長崎県雲仙市（広河原池） 

 
絹笠山と広河原池を結ぶ登山歩道として整備する。 昭 57.７.24 

１２ 小倉田代原線 起点－長崎県雲仙市（小倉・歩道分岐点） 
終点－長崎県雲仙市（田代原・歩道合流点） 

仙 落
せんおとし

ノ滝 九州自然歩道と結び、周回可能とするとともに、愛野から仙落ノ滝を経て田代

原へ至る自然探勝歩道として整備する。 
平 11.２.２ 

１３ 矢岳白雲線 起点－長崎県雲仙市（雲仙温泉集団施設地区） 
終点－長崎県雲仙市（宝原・歩道合流点） 
終点－長崎県雲仙市（小地獄・歩道合流点） 
起点－長崎県雲仙市（小地獄・歩道分岐点） 
終点－長崎県雲仙市（雲仙温泉集団施設地区） 

矢岳 
小地獄 
白雲ノ池 

雲仙温泉街から矢岳を経て宝原及び白雲ノ池へ至る自然探勝歩道として整備

する。 
平 11.２.２ 

 

ｂ  歩道 

歩道を次のとおりとする。 
（表 17：道路（歩道）表） 

番号 路 線 名 区              間 主要経由地 整    備    方    針 告 示 年 月 日 

１ 眉山
まゆやま

周回線 起点－長崎県島原市（南千本木町） 
終点－長崎県島原市（南千本木町） 

七面山 
天狗山 

溶岩ドーム、九十九島等の景観を活かした眉山登山のための周回歩道として整

備する。 
平 11.２.２ 

２ 九州自然歩道 起点－長崎県雲仙市（細川・国立公園境界） 
終点－長崎県南島原市（釘山・国立公園境界） 
起点－長崎県南島原市（後谷・国立公園境界） 
終点－長崎県南島原市（割石原・国立公園境界） 
起点－長崎県南島原市（後谷・国立公園境界） 
終点－長崎県南島原市（原山・歩道合流点） 

田代原 
九千部岳 
第二吹越 
妙見岳 
仁田峠 
池ノ原 
雲仙温泉 
小地獄 
宝原 
高岩山 
塔ノ坂 
論所原 
原山 
諏訪ノ池 

九州自然歩道として整備する。 平４.８.26 

３ 九千部岳鳥甲山線 起点－長崎県雲仙市（九千部岳・歩道分岐点） 
終点－長崎県雲仙市（田代原） 

九千部岳 
吾妻岳 
鳥甲山 

九千部岳から吾妻岳、鳥甲山を経て田代原へ至る自然探勝歩道として整備す

る。 
平 11.２.２ 

４ 普賢岳焼山線 起点－長崎県雲仙市（紅葉茶屋・歩道分岐点） 
終点－長崎県島原市（焼山） 
終点－長崎県島原市（弥都波能売

み つ は の め

神社） 

普賢岳 
霧氷沢 
焼山 

普賢岳への登山道として整備するとともに、焼山溶岩帯を周回する自然探勝歩

道として整備する。 
平 11.２.２ 

５ 仁田国見岳線 起点－長崎県雲仙市（仁田峠・歩道分岐点） 
終点－長崎県雲仙市（妙見岳・歩道合流点） 
起点－長崎県雲仙市（紅葉茶屋・歩道分岐点） 
終点－長崎県雲仙市（風穴・歩道合流点） 

仁田峠 
妙見岳 
風穴 

仁田峠から妙見岳、紅葉茶屋経て風穴へ至る自然探勝歩道としてとして整備す

る。 
平 11.２.２ 

６ 上大野木場仁田峠線 起点－長崎県南島原市（上大野木場・国立公園境界） 
終点－長崎県雲仙市（仁田峠・歩道合流点） 

赤松谷 溶岩ドーム、火砕流跡地等の景観を活かした上大野木場から仁田峠に至る自然

探勝として整備する。 
平 11.２.２ 

７ 野岳線 起点－長崎県雲仙市（仁田峠・歩道分岐点） 
終点－長崎県雲仙市（野岳） 

野岳 仁田峠からイヌツゲ群落地を経て野岳山頂に至る自然探勝歩道として整備す

る。 
平 11.２.２ 

８ 山領別所線 起点－長崎県雲仙市（山領・国立公園境界） 
終点－長崎県雲仙市（雲仙温泉集団施設地区） 

稚児落ノ滝 
鴛鴦ノ池 
加持川 

山領から稚児落ノ滝、鴛鴦ノ池を経て雲仙温泉街へ至る登山道及び自然探勝歩

道として整備する。 
昭 57.７.24 

９ 雲仙池ノ原線 起点－長崎県雲仙市（雲仙温泉集団施設地区） 
終点－長崎県雲仙市（雲仙温泉集団施設地区） 

池ノ原 雲仙温泉街から池ノ原を経て周回する自然探勝歩道として整備する。 昭 57.７.24 
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(２) 自然体験活動計画 

 
１． 本計画の対象地域 

雲仙天草国立公園雲仙地域 

 

２． 自然体験活動で対象とする当該公園の自然、人文文化の特徴 

１．基本方針において記載の通り、対象地域は、雲仙岳が作り出す火山植生や地獄現象等の 

特徴的な火山景観を中心に、山麓へ広がる夏緑樹林の新緑・紅葉や、島原半島を囲む海洋風景

が織りなす、雄大かつ多様な自然景観を有している。 

   また、修験道やキリスト教に由来する歴史遺産、外国人避暑地として積極的に受容した海外 

文化、火山性土壌によって育まれる多種多様な農畜産物と食文化等、人文文化の特質にも恵ま

れている。 

 

３． 質の高い自然体験活動の促進に係る方針 

当該地域では、１．基本方針において記載した当該地域ならではの価値を踏まえ、次の方 

針により質の高い自然体験活動を促進する。 

ア) 当該地域の価値や特徴を踏まえた望ましい利用の提供 

     当該地域の優れた自然景観や人文景観を活用し、１．基本方針において記載した当該地域

のストーリー（物語）を効果的に伝えるために必要な要素（ルール、ガイダンス等）を整理

しつつ、活動を通じて当該地域のストーリー（物語）の理解が促進される自然体験活動を開

発・提供する。自然体験活動を実施するに当たっては、優れた自然景観を損なうことがない

よう、風致景観保全に十分配慮して実施するとともに、安全対策・危機管理（事故・災害等

緊急時への備え・対応、地域内連携等）や環境への貢献・持続可能性（環境保護・保全の取

り組み、地域との関わり等）の観点から、その内容の充実を図るものとする。 

イ) 利用環境の向上 

 当該地域の特質であり、価値を伝える風致景観（雲仙地獄を取り込んだ街並み景観、ミ

ヤマキリシマ群落等の放牧草原景観）の保全等に繋がる自然体験活動を促進し、その持続

的な利用を確保する。 

また、利用者の利便性の向上（例えば、キャッシュレス化、多言語化、通信環境の向上、

ユニバーサルデザイン化、ビジターセンターにおけるツアーデスク設置等) を図る。 

ウ) 利用に関するルールやマナー 

 １．基本方針において記載した当該地域のストーリー（物語）を効果的に伝えるために、

雲仙地獄をめぐる歩道を含む利用導線上での望ましい利用形態を検討し、必要に応じてル

ール化する。また、雲仙岳火山防災協議会が設定する平成新山等の、雲仙岳警戒区域内へ

の立入規制、盗掘及び山頂付近での焚き火等の禁止、野営場以外での野営禁止、駐車場の

長期占有等の禁止等について、利用者への周知を図る。 

エ) 人材の確保及び育成 

 自然体験活動を担う事業者等を対象とした定期的な研修の実施等により、事業者や地域

関係者が利用者に対して共通のストーリー（物語）を伝え、地域が一体となって利用者に感

動と学びを提供していけるよう、地域の人材の育成を図る。 

オ) 利用分散の促進、利用者の費用負担の仕組みの導入 

 平日・夜間の自然体験活動の促進等により、利用分散を図る。また、地域の環境保全活

動に還元される協力金や負担金の導入を促進する。 

 

４． 地域ごとに促進する自然体験活動 

当該地域において促進する自然体験活動は次のとおり。 

登山・トレッキング、ガイドツアー（雲仙地獄・雲仙岳）、サイクリング、カヌー・カヤック

等（白雲の池・諏訪の池）、ゴルフ（雲仙ゴルフ場）、キャンプ（白雲・諏訪の池・論所原・田

代原）等、当該地域のストーリー（物語）を体感できる自然体験活動。 
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４ 参考事項 

(１) 過去の経緯（雲仙地域） 

ア 公園区域 

昭和 ９年 ３月 16 日 公園区域の区域指定 

昭和 57 年 ７月 24 日 公園区域の変更（再検討） 

平成 11 年 ２月 ２日 公園区域の変更（点検１） 

令和 ６年 ３月 28 日 公園区域の変更（点検２） 

 

イ 保護計画 

昭和 13 年 12 月 17 日 特別地域の指定 

昭和 40 年 12 月 22 日 特別保護地区の指定 

昭和 57 年 ７月 24 日 保護計画の変更（再検討） 

平成 11 年 ２月 ２日 保護規制計画の変更（点検１） 

令和 ６年 ３月 28 日 保護規制計画の変更（点検２） 

 

ウ 利用計画 

昭和 11 年 12 月 26 日 車道計画の決定 

（以後、遂次計画追加） 

昭和 26 年 ５月 ８日 雲仙温泉集団施設地区の決定等 

昭和 47 年 10 月 18 日 雲仙諏訪ノ池集団施設地区の決定等 

昭和 57 年 ７月 24 日 公園計画の変更（再検討） 

昭和 59 年 １月 ９日 公園計画の一部変更 

（雲仙温泉集団施設地区の区域変更（拡張）等） 

平成 ４年 ８月 26 日 公園計画の一部変更（九州自然歩道線道路（歩道）の追加） 

平成 11 年 ２月 ２日 公園計画の一部変更（点検１） 

令和 ６年 ３月 28 日 公園計画の一部変更（点検２） 
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第１ 公園区域の変更 

１ 変更理由 

雲仙天草国立公園は、九州の西部に位置し、長崎県の雲仙地域と熊本県、鹿児島県の天

草地域からなる。 
雲仙地域は、島原半島のほぼ中央部に位置し、普賢岳や妙見岳などの複合火山を形成する

諸峰を中心に同心円状の裾野を発達させている部分（雲仙地区）と、その南西部に突き出た丘

陵性台地から成る部分（諏訪ノ池地区）から構成されている。 

本公園は、我が国最初の国立公園の一つとして、昭和９年３月 16 日に雲仙地域が雲仙

国立公園として指定された。 

雲仙地域では、昭和 57 年７月 24 日に公園区域及び公園計画の全般的な見直し（再検

討）が行われた。さらに、昭和 59 年１月９日には雲仙温泉集団施設地区に係る利用施設

計画の一部変更が、平成４年８月 26 日には九州自然歩道線道路（歩道）に係る利用施設

計画の一部変更がそれぞれ行われている。平成 11 年２月２日には、平成２年の雲仙岳噴

火によって新たに形成された火山景観など風致景観の適正な維持と適正な利用の増進の視

点から点検を行い、現在に至っている。 

今回の点検では、第２次点検として公園区域線の明確化を行うものである。 
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２
 

指
定
理

由
の

変
更

内
容
 

指
定

理
由
を

次
の

と
お

り
変

更
す

る
。
 

（
表

１
：
指

定
理

由
変

更
表

）
 

変
更

後
 

変
更

前
 

（
１

）
景
観

（
同

一
風

景
型

式
中

、
我

が
国

の
風

景
を
代
表
す
る
傑
出
し
た
自
然
の
風
景
地
）

雲
仙

天
草
国

立
公

園
は

、
九

州
の

西
部

に
位

置
し
、
長
崎
県
の
雲
仙
地
域
と
熊
本
県
、

鹿
児

島
県
の

天
草

地
域

か
ら

な
る

。
 

雲
仙

地
域
は

、
長

崎
県

南
東

部
に

位
置

す
る

島
原
半
島
の
ほ
ぼ
中
央
部
に
位
置
し
、
東

西
約

1
0
k
m
、
南

北
約

1
5
k
m
に

及
ぶ

複
合

火
山

で
形
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
複
合
火
山
を

形
成

す
る
諸

峰
を

中
心

に
同

心
円

状
の

裾
野

を
発
達
さ
せ
て
い
る
雲
仙
地
区
と
、
そ
の
南

西
部

に
突
き

出
た

丘
陵

性
台

地
か

ら
成

る
諏

訪
ノ
池
地
区
か
ら
な
っ
て
い
る
。
 

こ
の

う
ち
雲

仙
地

区
は

、
東

西
に

横
断

す
る

陥
没
地
形
に
よ
り
、
「
雲
仙
地
溝
」
と
呼

ば
れ

る
火
山

性
陥

没
地

形
や

そ
の

南
北

に
は

顕
著
な
断
層
崖
、
断
層
谷
が
発
達
し
て
い

る
。

ま
た
、

雲
仙

地
溝

に
は

普
賢

岳
や
平

成
へ
い
せ
い

新
山

し
ん
ざ
ん

、
妙

見
み

ょ
う

け
ん

岳だ
け

な
ど
の
急
峻
な
溶
岩
ド
ー

ム
が

群
立
す

る
山

岳
地

形
が

形
成

さ
れ

て
い

る
。
こ
の
中
腹
に
は
火
山
ガ
ス
を
噴
出
す
る

地
獄

地
帯
が

広
が

り
、

温
泉

群
に

は
多

く
の

噴
気
孔
が
見
ら
れ
る
な
ど
活
発
な
噴
出
活
動

を
見

せ
て
い

る
。

 

諏
訪

ノ
池
地

区
は

西
部

が
丘

陵
性

溶
岩

台
地

、
東
部
は
小
火
山
が
点
在
す
る
地
形
で
あ

り
、

雲
仙
地

区
と

は
異

な
っ

た
地

貌
を

見
せ

て
い
る
。
 

ま
た

、
当
該

地
域

は
古

く
か

ら
雲

仙
地

獄
周

辺
に
お
い
て
山
岳
信
仰
、
キ
リ
シ
タ
ン
信

仰
の

歴
史
が

あ
り

、
近

年
に

お
い

て
は

、
外

国
人
の
避
暑
地
と
し
て
国
際
的
観
光
地
と
し

て
発

展
し
た

歴
史

を
も

ち
、

人
文

景
観

に
も

恵
ま
れ
て
い
る
。
 

 植
生

は
山
岳

部
上

部
に

夏
緑

樹
林

、
下

部
に

は
照
葉
樹
林
、
そ
の
間
に
は
混
交
林
が
分

布
し

、
地
獄

地
帯

の
シ

ロ
ド

ウ
ダ

ン
や

雲
仙

全
体
に
広
く
分
布
す
る
ミ
ヤ
マ
キ
リ
シ
マ
群

落
な

ど
変
化

に
富

ん
で

い
る

。
 

（
＊
こ
れ
ま
で
の
計
画
書
に

指
定

理
由

を
定

め
て

い
な

い
）
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変
更

後
 

変
更

前
 

以
上

に
よ
り

、
当

該
地

域
は

火
山

景
観

、
地

獄
現
象
や
温
泉
群
、
さ
ら
に
は
原
生
的
な

植
生

か
ら
生

活
文

化
が

反
映

さ
れ

た
自

然
ま

で
多
様
な
自
然
景
観
と
人
文
景
観
を
有
し
て

い
る

。
 

 

（
２

）
規
模
 

本
公
園
の
区
域
面
積
は

28
,3
35
ha

で
あ
る
。
そ
の
う
ち
雲
仙
地
域
は

1
2
,
9
1
4
h
a
で
あ

る
。
 

 

（
３

）
自
然

性
 

雲
仙

地
域
の

景
観

核
心

地
域

は
、

複
合

火
山

を
形
成
す
る
普
賢
岳
や
平
成
新
山
、
妙
見

岳
、

野
岳
な

ど
の

諸
峰

や
新

焼
溶

岩
流

を
中

心
に
、
周
辺
の
九
千
部

く
せ

ん
ぶ

岳だ
け

、
絹
笠
山
、
矢

岳
、
眉

山
ま

ゆ
や

ま

の
火

山
地
形

と
植

生
帯

で
あ

り
、

区
域
面
積
は

1
,
3
6
3
h
a
で
あ
る
。
 

 （
４

）
利
用
 

本
地

域
の
雲

仙
地

区
の

利
用

は
、

複
合

火
山

を
形
成
す
る
普
賢
岳
、
国
見
岳
、
妙
見

岳
、

野
岳
、

九
千

部
岳

、
絹

笠
山

、
矢

岳
へ

の
登

山
や
ハ
イ
キ
ン
グ
、
夏
緑
樹
林
の
新
緑

期
、

紅
葉
期

や
春

の
ミ

ヤ
マ

キ
リ

シ
マ

群
落

開
花

期
の
風
景
鑑
賞
、
噴
気
現
象
を
見
せ
る

雲
仙

地
獄
、

温
泉

街
の

散
策

や
温

泉
利

用
が

あ
る

。
 

ま
た

、
諏
訪

ノ
池

地
区

は
諏

訪
の

池
周

辺
に

良
好
な
照
葉
樹
林
が
広
が
り
、
宿
舎
や
野

営
場

、
自
然

観
察

路
等

が
整

備
さ

れ
利

用
さ

れ
て

い
る
。
 

 ま
た

、
本

国
立

公
園

の
テ

ー
マ

は
「

湯
け

む
り

漂
う

雲
仙

岳
と

島
々

連
な

る
天

草
が

織

り
成

す
“
水

陸
の

大
展

望
”
」
で

あ
る

。
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３
 

地
域
の

概
要

の
変

更
内

容
 

地
域

の
概
要

を
次

の
と

お
り

変
更

す
る

。
 

（
表

２
：
地

域
概

要
変

更
表

）
 

変
更

後
 

変
更

前
 

（
１

）
景
観

の
特

性
 

ア
 

地
形
、

地
質

 

当
該

地
区
を

形
成

し
て

い
る

雲
仙

火
山

は
、

東
西
約

1
0
k
m
、
南
北
約

1
5
k
m
に
及
ぶ
複

合
火

山
で
あ

る
。

 

地
域

内
を
大

別
す

る
と

、
こ

の
複

合
火

山
を

形
成
す
る
諸
峰
を
中
心
に
同
心
円
状
の
裾

野
を

発
達
さ

せ
て

い
る

部
分

（
雲

仙
地

区
）

と
、
そ
の
南
西
部
に
突
き
出
た
丘
陵
性
台
地

か
ら

成
る
部

分
（

諏
訪

ノ
池

地
区

）
に

二
分

さ
れ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
う
ち
雲
仙
地
区

に
つ

い
て
は

、
地

区
内

を
東

西
に

横
断

す
る

陥
没
地
形
に
よ
り
、
更
に
北
部
、
中
央
部
、

南
部

の
３
つ

に
分

け
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

雲
仙

地
区
中

央
部

は
火

山
性

陥
没

地
溝

で
、
「
雲
仙
地
溝
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
そ
の
南

北
両

縁
に
は

顕
著

な
断

層
崖

、
断

層
谷

の
発

達
が
み
ら
れ
る
が
、
北
縁
の
千
々
石

ち
ぢ

わ

断
層
は

直
線

的
に
の

び
て

い
る

の
に

対
し

、
南

縁
の
深

江
ふ

か
え

断
層
は
東
西
か
ら
中
央
部
に
向
か
っ
て

弧
状

に
わ
ん

曲
し

て
お

り
対

照
的

な
形

態
を

示
し
て
い
る
。
ま
た
地
溝
内
に
は
ト
ロ
イ
デ

型
を

な
す
雲

仙
諸

峰
（

最
高

峰
は

平
成

新
山

：
標
高

1
,
4
8
3
ｍ
）
が
そ
び
え
、
そ
の
東
西

に
は

眉
山
と
猿さ

る

葉ば

山や
ま

が
連

な
っ

て
、

急
峻

な
山

岳
地
形
を
形
成
し
て
い
る
。
さ
ら
に
千
々

石
断

層
上
に

は
、

吾
妻

あ
づ

ま

岳だ
け

、
鳥と

り

甲
山

か
ぶ
と
や

ま

、
舞ま
い

岳だ
け

と
い
っ
た
溶
岩
ド
ー
ム
が
で
き
て
い
る
。
 

平
成

２
年
に

は
、

雲
仙

岳
の

主
峰

、
普

賢
岳
が

1
9
8
年
ぶ
り
に
噴
火
し
た
。
こ
の
噴
火

は
、

大
き
な

火
山

災
害

を
伴

い
平

成
７

年
ま

で
継

続
し
、
溶
岩
ド
ー
ム
や
火
砕
流
跡
地
と

い
っ

た
火
山

景
観

で
あ

る
平

成
新

山
を

形
成

し
た

。
 

雲
仙

地
区
北

部
及

び
南

部
は

中
央

部
の

山
岳

地
帯
に
端
を
発
す
る
広
大
な
火
山
性
山
麓

扇
状

地
か
ら

成
っ

て
い

る
。

こ
れ

ら
は

、
数

期
に

わ
た
る
火
山
活
動
を
通
じ
て
破
屑
物
が

累
積

し
た
複

合
扇

状
地

で
あ

り
、

扇
状

溝
の

発
達

が
著
し
い
。
 

①
 

景
観
の
特
性
 

ア
. 

地
形
・
地
質
 

当
該
地
区
を
形
成
し

て
い
る

雲
仙

火
山

は
、

東
西

約
1
0
k
m
、
南

北
約

1
5
k
m
に

及
ぶ

複

合
火
山
で
あ
る
。
 

地
域
内
を
大
別
す
る

と
、
こ

の
複

合
火

山
を

形
成

す
る

諸
峰

を
中

心
に

同
心

円
状

の
裾

野
を
発
達
さ
せ
て
い
る

部
分

（
雲

仙
地

区
）

と
、

そ
の

南
西

部
に

突
き

出
た

丘
陵

性
台

地

か
ら
成
る
部
分
（
諏
訪

ノ
池

地
区

）
に

二
分

さ
れ

る
。

ま
た

、
こ

れ
ら

の
う

ち
雲

仙
地

区

に
つ
い
て
は
、
地
区
内

を
東

西
に

横
断

す
る

陥
没

地
形

に
よ

り
、

更
に

北
部

、
中

央
部

、

南
部
の
三
つ
に
分
け
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

雲
仙
地
区
中
央
部
は

火
山
性

陥
没

地
溝

で
、
「
雲

仙
地

溝
」

と
呼

ば
れ

て
い

る
。

そ
の

南

北
両
縁
に
は
顕
著
な
断

層
崖

、
断

層
谷

の
発

達
が

み
ら

れ
る

が
、

北
縁

の
千

々
石

ち
ぢ

わ

断
層
は

直
線
的
に
の
び
て
い

る
の
に

対
し

、
南

縁
の
深

江
ふ

か
え

断
層

は
東

西
か

ら
中

央
部

に
向

か
っ

て

弧
状
に
わ
ん
曲
し
て
お

り
対

照
的

な
形

態
を

示
し

て
い

る
。

ま
た

地
溝

内
に

は
ト

ロ
イ

デ

型
を
な
す
雲
仙
諸
峰
（

最
高

峰
は

普
賢

岳
；

標
高

1
3
5
9
.
7
ｍ
）

が
そ

び
え

、
そ

の
東

西
に

は
眉
山

ま
ゆ

や
ま

と
猿
葉
岳
が
連

な
っ

て
、

急
峻

な
山

岳
地

形
を

形
成

し
て

い
る

。
さ

ら
に

千
々

石

断
層
上
に
は
、
吾
妻
岳

、
鳥

甲
山

、
舞

岳
と

い
っ

た
溶

岩
ド

ー
ム

が
で

き
て

い
る

。
 

   雲
仙
地
区
北
部
及
び

南
部
は

中
央

部
の

山
岳

地
帯

に
端

を
発

す
る

広
大

な
火

山
性

山
麓

扇
状
地
か
ら
成
っ
て
い

る
。

こ
れ

ら
は

、
数

期
に

わ
た

る
火

山
活

動
を

通
じ

て
破

屑
物

が

累
積
し
た
複
合
扇
状
地

で
あ

り
、

扇
状

溝
の

発
達

が
著

し
い

。
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－5－ 

変
更

後
 

変
更

前
 

諏
訪

ノ
池
地

区
は

西
部

が
丘

陵
性

溶
岩

台
地

、
東
部
は
小
火
山
が
点
在
す
る
地
形
と
な

っ
て

お
り
、

雲
仙

地
区

と
は

異
な

っ
た

地
貌

を
示

し
て
い
る
。
 

当
該

地
域
を

地
質

学
的

に
な

が
め

て
み

る
と

、
基
盤
岩
と
し
て
は
古
第
三
紀
層
（
暁
新

世
～

鮮
新
世

）
の

上
を

不
整

合
に

お
お

っ
た
口

之
津

く
ち

の
つ

層
（
鮮
新
世
～
更
新
世
）
が
大
部
分

を
占

め
、
一

部
に

口
之

津
層

を
欠

く
古

第
三

紀
層

が
分
布
し
て
い
る
。
雲
仙
火
山
は
、
そ

の
後

の
更
新

世
～

完
新

世
に

形
成

さ
れ

た
も

の
で

、
角
閃
安
山
岩
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら

れ
、

雲
仙
火

山
岩

類
及

び
雲

仙
基

底
火

山
破

屑
岩

類
に
大
別
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
形
成
に

か
か

る
火
山

活
動

は
、

雲
仙

地
溝

を
中

心
に

展
開

さ
れ
て
い
る
。
 

こ
の

よ
う
な

火
山

地
形

、
地

質
や

そ
れ

に
纏

わ
る
歴
史
や
生
活
史
が
学
術
的
に
高
い
評

価
を

受
け
、

雲
仙

地
域

を
中

核
と

し
て

、
平
成

2
1
年
に
「
ユ
ネ
ス
コ
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
」

に
認

定
さ
れ

て
い

る
。
 

 イ
.
 
植

生
・

野
生

生
物
 

当
該

地
域
の

植
生

は
、

垂
直

的
に

見
る

と
(
1
)
照
葉
樹
林
帯
（
標
高

6
0
0
ｍ
以
下
：
俵

石
、

焼
山
中

腹
、

小
地

獄
、

札
ノ

原
、

別
所

等
）

(
2
)
落
葉
広
葉
樹
林
帯
（
標
高

9
5
0
～

1
,4
0
0ｍ

：
仁
田

に
た

峠と
う
げ

、
ア

ザ
ミ

谷
、

普
賢

岳
、

妙
見
岳
、
国
見
岳
等
）
及
び
(
3
)
上
記
２
帯

に
は

さ
ま
れ

る
混

交
林

帯
（

標
高

6
0
0
～
9
5
0
ｍ

：
雲
仙
温
泉
街
、
地
獄
、
矢
岳
、
絹
笠

山
、

高
岩
山

、
池

ノ
原

、
七

面
山

し
ち
め
ん

さ
ん

、
野
岳

等
）

の
３
帯
に
大
別
さ
れ
る
。
 

当
該

地
域
の

自
然

植
生

の
代

表
例

と
し

て
は

、
普
賢
岳
を
中
心
と
す
る
山
頂
部
に
広
く

分
布

す
る
コ

ハ
ウ

チ
ワ

カ
エ

デ
－

ケ
ク

ロ
モ

ジ
群
落
、
こ
れ
ら
の
下
部
の
や
せ
尾
根
を
急

斜
面

に
分
布

す
る

モ
ミ

－
シ

キ
ミ

群
集

、
溶

岩
上
や
硫
気
孔
周
辺
に
分
布
す
る
ア
カ
マ
ツ

－
ミ

ヤ
マ
キ

リ
シ

マ
群

集
の

３
つ

が
あ

げ
ら

れ
る
。
そ
の
他
注
目
す
べ
き
植
生
と
し
て
、

ア
カ

ガ
シ
－

ミ
ヤ

マ
シ

キ
ミ

群
集

（
眉

山
の

山
地
斜
面
及
び
尾
根
の
一
部
）
、
ヤ
マ
グ
ル
マ

－
ヒ

カ
ゲ
ツ

ツ
ジ

群
落

（
急

崖
地

の
岩

上
）
、
ニ
シ
キ
ウ
ツ
ギ
群
落
（
崩
壊
堆
積
地
）
及
び

ス
ス

キ
－
ミ

ヤ
マ

キ
リ

シ
マ

群
落

（
池

ノ
原

、
宝ほ

う

原ば
る

、
仁
田
峠
等
放
牧
地
）
な
ど
が
あ

る
。

更
に
特

記
す

べ
き

植
物

と
し

て
、

ウ
ン

ゼ
ン

ス
ミ
レ
、
ウ
ン
ゼ
ン
カ
ン
ア
オ
イ
、
ウ

諏
訪
ノ
池
地
区
は

西
部

が
丘

陵
性

溶
岩

台
地

、
東

部
は

小
火

山
が

点
在

す
る

地
形

と
な

っ
て
お
り
、
雲
仙
地

区
と
は

異
な

っ
た

地
貌

を
示

し
て

い
る

。
 

当
該
地
域
を
地
質

学
的

に
な

が
め

て
み

る
と

、
基

盤
岩

と
し

て
は

古
第

三
紀

層
（

暁
新

世
～
鮮
新
世
）
の
上

を
不
整

合
に

お
お

っ
た

口
之

津
層

（
鮮

新
世

～
更

新
世

）
が

大
部

分

を
占
め
、
一
部
に
口

之
津
層

を
欠

く
古

第
三

紀
層

が
分

布
し

て
い

る
。

雲
仙

火
山

は
、

そ

の
後
の
更
新
世
～
完

新
世
に

形
成

さ
れ

た
も

の
で

、
角

閃
安

山
岩

に
よ

っ
て

特
徴

づ
け

ら

れ
、
雲
仙
火
山
岩
類

及
び
雲

仙
基

底
火

山
破

屑
岩

類
に

大
別

さ
れ

る
。

こ
れ

ら
の

形
成

に

か
か
る
火
山
活
動
は

、
雲
仙

地
溝

を
中

心
に

展
開

さ
れ

て
い

る
。

 

    イ
.
 
植
生
 

当
該
地
域
の
植
生
は

、
垂
直

的
に

見
る

と
(
1
)
照

葉
樹

林
帯

（
標

高
6
0
0
ｍ
以
下

；
俵

石
、
焼
山
中
腹
、
小
地

獄
、

札
ノ

原
、

別
所

等
）

(
2
)
落

葉
広
葉

樹
林

帯
（

標
高

9
5
0
～

1
4
0
0
ｍ
；
仁
田
峠
、
ア

ザ
ミ

谷
、

普
賢

岳
、

妙
見

岳
、

国
見

岳
等

）
及

び
(
3
)
上

記
2
帯
に

は
さ
ま
れ
る
混
交
林
帯

（
標
高

6
0
0
～
9
5
0
ｍ

；
雲

仙
温

泉
街

、
地

獄
、

矢
岳

、
絹

笠
山

、

高
岩
山
、
池
ノ
原
、
七

面
山

、
野

岳
等

）
の

三
帯

に
大

別
さ

れ
る

。
 

当
該
地
域
の
自
然
植

生
の
代

表
例

と
し

て
は

、
普

賢
岳

を
中

心
と

す
る

山
頂

部
に

広
く

分
布
す
る
コ
ハ
ウ
チ
ワ

カ
エ

デ
－

ケ
ク

ロ
モ

ジ
群

落
、

こ
れ

ら
の

下
部

の
や

せ
尾

根
を

急

斜
面
に
分
布
す
る
モ
ミ

－
シ

キ
ミ

群
集

、
溶

岩
上

や
硫

気
孔

周
辺

に
分

布
す

る
ア

カ
マ

ツ

－
ミ
ヤ
マ
キ
リ
シ
マ
群

集
の

三
つ

が
あ

げ
ら

れ
る

。
そ

の
他

注
目

す
べ

き
植

生
と

し
て

、

ア
カ
ガ
シ
－
ミ
ヤ
マ
シ

キ
ミ

群
集

（
眉

山
の

山
地

斜
面

及
び

尾
根

の
一

部
）
、
ヤ

マ
グ

ル
マ

－
ヒ
カ
ゲ
ツ
ツ
ジ
群

落
（
急

崖
地

の
岩

上
）
、
ニ

シ
キ

ウ
ツ

ギ
群

落
（

崩
壊

堆
積

地
）

及
び

ス
ス
キ
－
ミ
ヤ
マ
キ
リ

シ
マ

群
落

（
池

ノ
原

、
宝

原
、

仁
田

峠
等

放
牧

地
）

な
ど

が
あ

る
。
更
に
特
記
す
べ
き

植
物

と
し

て
、

ウ
ン

ゼ
ン

ス
ミ

レ
、

ウ
ン

ゼ
ン

カ
ン

ア
オ

イ
、

ウ

－ 5－



 

－6－ 

変
更

後
 

変
更

前
 

ン
ゼ

ン
マ
ン

ネ
ン

グ
サ

、
ウ

ン
ゼ

ン
ト

リ
カ

ブ
ト

、
ウ
ン
ゼ
ン
ザ
サ
、
ヤ
マ
ヒ
ョ
ウ
タ
ン

ボ
ク

、
ヒ
メ

ミ
ツ

バ
ツ

ツ
ジ

、
ツ

ク
シ

コ
ゴ

メ
グ

サ
、
ツ
ク
シ
シ
ョ
ウ
ジ
ョ
ウ
バ
カ
マ
な

ど
が

あ
る
。

な
お

、
地

獄
地

帯
シ

ロ
ド

ウ
ダ

ン
群

落
、
池
の
原
ミ
ヤ
マ
キ
リ
シ
マ
群
落
、

原
生

沼
の
植

物
群

落
、

野
岳

イ
ヌ

ツ
ゲ

群
落

、
普

賢
岳
紅
葉
樹
林
は
国
指
定
の
天
然
記
念

物
、

島
原
の

シ
マ

バ
ラ

イ
チ

ゴ
自

生
地

（
眉

山
周

辺
）
は
県
指
定
の
天
然
記
念
物
と
な
っ

て
い

る
。
 

当
該

地
域
に

は
大

型
獣

類
は

生
息

せ
ず

、
動

物
相
は
総
じ
て
貧
困
で
あ
る
。
し
か
し
、

鳥
類

は
比
較

的
多

く
生

息
し

て
お

り
、

特
に

普
賢

岳
山
腹
の
ア
ザ
ミ
谷
に
は
、
サ
ン
コ
ウ

チ
ョ

ウ
、
ヤ

イ
ロ

チ
ョ

ウ
、

キ
ビ

タ
キ

、
オ

オ
ル

リ
、
セ
ン
ダ
イ
ム
シ
ク
イ
、
ホ
ト
ト
ギ

ス
、

ツ
ツ
ド

リ
、

シ
ジ

ュ
ウ

カ
ラ

、
ヤ

マ
ガ

ラ
、

エ
ナ
ガ
、
コ
ガ
ラ
、
コ
ゲ
ラ
な
ど
種

数
、

個
体
数

と
も

に
多

く
見

ら
れ

る
。
 

 ウ
. 

自
然
現

象
 

温
泉

現
象
は

、
雲

仙
火

山
群

の
ほ

ぼ
中

心
に

位
置
す
る
絹
笠
山
と
矢
岳
に
は
さ
ま
れ
た

標
高

7
0
0
ｍ
の
小

盆
地

に
み

ら
れ

る
。

温
泉

群
は

い
ず
れ
も
自
然
湧
出
で
、
東
西

5
0
0
ｍ
、

南
北

1
,
2
0
0
ｍ
に

及
ぶ

湧
出

区
域

を
も

つ
古

湯
ふ

る
ゆ

、
新
湯

し
ん

ゆ

地
区
と
、
こ
れ
よ
り

5
0
0
ｍ
南
方
に

あ
っ

て
や
や

狭
小

（
長
さ

6
0
ｍ

、
幅

3
0
ｍ
）

な
小
地
獄

こ
じ

ご
く

地
区
に
大
別
さ
れ
る
。
特
に
新
湯

温
泉

群
は
、

噴
気

孔
が

多
く

み
ら

れ
る

な
ど

、
活

発
な
噴
出
活
動
を
見
せ
て
い
る
。
な

お
、

古
湯
、

新
湯

及
び

小
地

獄
を

総
称

し
て

雲
仙

地
獄
と
呼
ん
で
い
る
。
ま
た
、
普
賢
岳

頂
上

部
で
は

溶
岩

流
噴

出
の

際
形

成
さ

れ
た

間
隙

孔
（
風
穴
）
が
、
平
成
２
年
の
噴
火
で

溶
岩

ド
ー
ム

を
形

成
し

た
平

成
新

山
の

頂
上

で
は

噴
気
現
象
が
見
ら
れ
る
。
 

普
賢

岳
、
妙

見
岳

、
国

見
岳

な
ど

で
見

ら
れ

る
コ
ハ
ウ
チ
ワ
カ
エ
デ
、
ヤ
マ
ボ
ウ
シ
、

ナ
ナ

カ
マ
ド

、
イ

タ
ヤ

カ
エ

デ
、

コ
ミ

ネ
カ

エ
デ

、
ナ
ツ
ツ
バ
キ
な
ど
の
紅
葉
は
、
当
該

地
域

の
景
観

を
代

表
す

る
も

の
で

あ
り

、
春

季
の

新
緑
、
夏
季
の
深
緑
、
冬
季
の
大
規
模

な
霧

氷
な
ど

も
見

逃
し

難
い

。
更

に
池

ノ
原

、
仁

田
峠
、
宝
原
地
区
に
み
ら
れ
る
ミ
ヤ
マ

キ
リ

シ
マ
大

群
落

も
特

筆
さ

れ
る

。
 

ン
ゼ
ン
マ
ン
ネ
ン
グ

サ
、
ウ

ン
ゼ

ン
ト

リ
カ

ブ
ト

、
ウ

ン
ゼ

ン
ザ

サ
、

ヤ
マ

ヒ
ョ

ウ
タ

ン

ボ
ク
、
ヒ
メ
ミ
ツ
バ

ツ
ツ
ジ

、
ツ

ク
シ

コ
ゴ

メ
グ

サ
、

ツ
ク

シ
シ

ョ
ウ

ジ
ョ

ウ
バ

カ
マ

な

ど
が
あ
る
。
な
お
、

地
獄
地

帯
シ

ロ
ド

ウ
ダ

ン
群

落
、

池
の

原
ミ

ヤ
マ

キ
リ

シ
マ

群
落

、

原
生
沼
の
植
物
群
落

、
野
岳

イ
ヌ

ツ
ゲ

群
落

、
普

賢
岳

紅
葉

樹
林

は
国

指
定

の
天

然
記

念

物
、
島
原
の
シ
マ
バ

ラ
イ
チ

ゴ
自

生
地

（
眉

山
周

辺
）

は
県

指
定

の
天

然
記

念
物

と
な

っ

て
い
る
。
 

      

ウ
.
 
野
生
動
物
、
自
然
現
象

、
特

殊
景

観
 

当
該
地
域
に
は
大
型

獣
類
は

生
息

せ
ず

、
動

物
相

は
総

じ
て

貧
困

で
あ

る
。

し
か

し
、

鳥
類
は
比
較
的
多
く
生

息
し

て
お

り
、

特
に

普
賢

岳
山

腹
の

ア
ザ

ミ
谷

に
は

、
サ

ン
コ

ウ

チ
ョ
ウ
、
ヤ
イ
ロ
チ
ョ

ウ
、

キ
ビ

タ
キ

、
オ

オ
ル

リ
、

セ
ン

ダ
イ

ム
シ

ク
イ

、
ホ

ト
ト

ギ

ス
、
ツ
ツ
ド
リ
、
シ
ジ

ュ
ウ

カ
ラ

、
ヤ

マ
ガ

ラ
、

エ
ナ

ガ
、

コ
ガ

ラ
、

コ
ゲ

ラ
な

ど
種

数
、
個
体
数
と
も
に
多

く
見

ら
れ

る
。
 

温
泉
現
象
は
、
雲
仙

火
山
群

の
ほ

ぼ
中

心
に

位
置

す
る

絹
笠

山
と

矢
岳

に
は

さ
ま

れ
た

標
高

7
0
0
ｍ
の
小
盆
地

に
み

ら
れ

る
。

温
泉

群
は

い
ず

れ
も

自
然

湧
出

で
、

東
西

5
0
0
ｍ

、

南
北

1
2
0
0
ｍ
に
及

ぶ
湧
出

区
域

を
も

つ
古

湯
、

新
湯

地
区

と
、

こ
れ

よ
り

50
0
ｍ

南
方
に

あ
っ
て
や
や
狭
小
（
長
さ

6
0
ｍ

、
幅

3
0
ｍ
）

な
小

地
獄

地
区

に
大

別
さ

れ
る

。
特

に
新

湯

温
泉
群
は
、
噴
気
孔
が

多
く

み
ら

れ
る

な
ど

、
活

発
な

噴
出

活
動

を
見

せ
て

い
る

。
な

お
、
古
湯
、
新
湯
及
び

小
地

獄
を

総
称

し
て

雲
仙

地
獄

と
呼

ん
で

い
る

。
ま

た
、

普
賢

岳

頂
上
部
に
は
溶
岩
流
噴

出
の

際
形

成
さ

れ
た

間
隙

孔
（

風
穴

）
も

見
ら

れ
る

。
 

 

－ 6－



 

－7－ 

変
更

後
 

変
更

前
 

      （
２

）
利
用

の
現

況
 

当
該

地
域
の

自
然

景
観

の
特

性
は

、
普

賢
岳

を
は
じ
め
と
す
る
国
見
岳
、
妙
見
岳
、
眉

山
、

野
岳
、

九
千

部
岳

、
絹

笠
山

、
矢

岳
な

ど
か
ら
成
る
複
雑
多
岐
に
わ
た
る
集
成
火
山

地
形

と
、
地

獄
現

象
や

温
泉

群
、

更
に

は
、

シ
ロ
ド
ウ
ダ
ン
、
イ
ヌ
ツ
ゲ
、
ミ
ヤ
マ
キ
リ

シ
マ

等
の
大

群
落

や
落

葉
広

葉
樹

林
が

織
り

成
す
新
緑
や
紅
葉
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
す
ぐ

れ
た

自
然
景

観
を

鑑
賞

す
る

た
め

、
年

間
約

2
2
0
万
人
が
こ
の
地
を
訪
れ
る
。
 

当
該

地
域
の

利
用

の
特

色
は

、
道

路
環

境
が

良
好
で
あ
り
島
原
半
島
の
各
方
面
か
ら
雲

仙
地

区
や
諏

訪
ノ

池
地

区
へ

容
易

に
到

達
す

る
こ

と
が
で
き
る
た
め
自
動
車
や
団
体
バ
ス

利
用

が
多
く

、
国

立
公

園
内

に
お

い
て

も
各

利
用

地
点
を
つ
な
ぐ
車
道
が
整
備
さ
れ
、
利

用
拠

点
か
ら

の
展

望
利

用
や

散
策

、
登

山
利

用
が

あ
る
。
 

利
用

の
核
心

地
域

で
あ

る
雲

仙
温

泉
は

集
団

施
設
地
区
が
設
定
さ
れ
て
お
り
、
利
用
形

態
は

、
温
泉

利
用

、
ビ

ジ
タ

ー
セ

ン
タ

ー
（

雲
仙

お
山
の
情
報
館
）
を
拠
点
と
し
た
雲
仙

地
獄

、
温
泉

街
や

周
辺

の
散

策
が

主
で

あ
る

。
雲

仙
諏
訪
ノ
池
集
団
施
設
地
区
は
宿
舎
、

野
営

場
、
園

地
、

ビ
ジ

タ
ー

セ
ン

タ
ー

が
整

備
さ

れ
、
野
営
場
や
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
を

拠
点

と
し
た

諏
訪

の
池

や
周

辺
の

照
葉

樹
林

帯
で

の
自
然
観
察
会
や
散
策
利
用
が
あ
る
。
 

 （
３

）
社
会

経
済

的
背

景
 

ア
 

所
有
別
 

本
公

園
区
域

の
土

地
所

有
別

内
訳

は
次

の
と

お
り
で
、
普
賢
岳
、
国
見
岳
、
妙
見
岳
、

眉
山

、
九
千

部
岳

、
高

岩
岳

、
矢

岳
な

ど
の

当
該

地
域
中
北
部
の
山
岳
地
を
中
心
と
し
た

普
賢
岳
、
妙
見
岳
、

国
見
岳

な
ど

で
見

ら
れ

る
コ

ハ
ウ

チ
ワ

カ
エ

デ
、

ヤ
マ

ボ
ウ

シ
、

ナ
ナ
カ
マ
ド
、
イ
タ
ヤ

カ
エ

デ
、

コ
ミ

ネ
カ

エ
デ

、
ナ

ツ
ツ

バ
キ

な
ど

の
紅

葉
は

、
当

該

地
域
の
景
観
を
代
表
す

る
も

の
で

あ
り

、
夏

季
の

深
緑

、
冬

季
の

大
規

模
な

霧
氷

な
ど

も

見
逃
し
難
い
。
更
に
池

ノ
原

、
仁

田
峠

、
宝

原
地

区
に

み
ら

れ
る

ミ
ヤ

マ
キ

リ
シ

マ
大

群

落
も
特
筆
さ
れ
る
。
 

 ②
 

利
用
の
現
況
 

当
該
地
域
の
自
然

景
観

の
特

性
は

、
最

高
峰

普
賢

岳
を

始
め

と
す

る
国

見
岳

、
妙

見

岳
、
眉
山
、
野
岳
、
九

千
部

く
せ

ん
ぶ

岳
、

絹
笠
山

、
矢

岳
な

ど
か

ら
成

る
複

雑
多

岐
に

わ
た

る
集

成
火
山
地
形
と
、
地

獄
現
象

や
温

泉
群

、
更

に
は

、
シ

ロ
ド

ウ
ダ

ン
、

イ
ヌ

ツ
ゲ

、
ミ

ヤ

マ
キ
リ
シ
マ
等
の
大

群
落
や

落
葉

広
葉

樹
林

が
織

り
成

す
新

緑
や

紅
葉

で
あ

る
。

こ
れ

ら

の
す
ぐ
れ
た
自
然
景

観
を
鑑

賞
す

る
た

め
、

年
間

6
0
0
万
人

が
こ

の
地

を
訪

れ
る

。
 

当
該
地
域
の
雲
仙

温
泉

集
団

施
設

地
区

へ
は

、
小

浜
温

泉
よ
り

3
0
分

、
諫
早

よ
り

6
0

分
、
島
原
よ
り

4
0
分

、
長
崎

よ
り

1
時
間

30
分

（
い
ず

れ
も

自
動

車
）
、

熊
本

よ
り

1
時

間
50

分
（
フ
ェ
リ
ー

、
自

動
車

）
、
雲

仙
諏
訪

ノ
池

集
団

施
設

地
区

へ
は

、
小

浜
温

泉
よ

り
20

分
、
諫
早
よ
り

5
0
分
、

雲
仙

温
泉

集
団

施
設

地
区

よ
り

15
分

（
い
ず

れ
も

自
動

車
）
、
熊
本
よ
り

2
時

間
（

フ
ェ

リ
ー

、
自

動
車

）
で

、
そ

れ
ぞ

れ
到

達
で

き
る

。
 

     ③
 

社
会
・
経
済
的
背
景
 

ア
. 

土
地
所
有
別
 

本
公
園
区
域
の
土
地

所
有
別

内
訳

は
次

の
と

お
り

で
、

大
部

分
は

国
有

林
で

あ
る

。
 

 

－ 7－



 

－8－ 

変
更

後
 

変
更

前
 

雲
仙

地
区
の

大
部

分
は

国
有

林
で

あ
り

、
そ

の
周

辺
は
民
有
林
、
農
耕
地
や
集
落
地
な
ど

の
私

有
地
が

多
い

。
そ

の
南

西
部

の
諏

訪
ノ

池
地

区
は
民
有
林
や
農
耕
地
な
ど
の
私
有
地

が
多

い
。
 

 

（
単
位
：
h
a
）
 

 
国

有
地
 

公
有
地
 

私
有
地
 

計
 

雲
仙
天
草
国
立
公
園
 

7
,
1
2
8
 

5
95
 

5
,1
9
2 

1
2,
9
14
 

（
雲

仙
地
域

）
 

5
5
.
2
％
 

4
.6

％
 

4
0.
2
％
 

1
00

％
 

 イ
 

人
口
及

び
産

業
 

本
地

域
の
主

た
る

産
業

は
林

業
で

あ
る

が
、

他
に
農
業
、
観
光
業
が
行
わ
れ
て
い
る
。

な
お
、
本
公
園
区
域
を
有
す
る
３
市
に
は

56
,0
93

世
帯

1
3
3
,
6
0
3
人
が
居
住
し
て
い
る

（
令

和
元
年

12
月
末

時
点
）。

 

 ウ
 

権
利
制

限
関

係
 

景
観

上
重
要

な
地

域
に

つ
い

て
は

、
別

表
の

と
お
り
、
大
部
分
が
保
安
林
、
天
然
記
念

物
、

鳥
獣
保

護
区

に
重

複
指

定
さ

れ
て

い
る

。
鉱
区
出
願
は
４
件
な
さ
れ
て
い
る
が
、
い

ず
れ

も
普
通

地
域

で
景

観
上

支
障

は
小

さ
い

。
 

 

(
ア
)
 保

安
林
 

（
単
位
：
h
a
）
 

種
類
 

位
置
 

重
複

面
積
 

指
定
年
月
日
 

（
国
有
林
内
）
 

指
定
年
月
日
 

（
民
有
林
内
）
 

水
源

か

ん
養
 

長
崎
県
島
原
市
地
内
 

1
,
1
3
5
 
 
昭
和

5
6.

５
.1
4 

平
成

1
0.
２
.２

 

指
定
な
し
 

 
 

〃
 
雲
仙

市
地

内
 

3
,7
5
5 
 
明

治
3
1.
１
.１

 
明
治

3
0.
1
2.
28
 

    

ヘ
ク

タ
ー
ル
 

 
国

有
地
 

公
有

地
 

私
有

地
 

計
 

雲
仙
天
草
国
立
公
園
 

7
,
2
8
8
 

88
8
 

4
,
6
8
2
 

1
2
,
8
5
8
 

（
雲
仙
地
域
）
 

5
6
.
7
％
 

6
.
9
％
 

3
6
.
4
％
 

1
0
0
％
 

 イ
. 

人
口
及
び
産
業
 

本
地
域
の
主
た
る
産

業
は
林

業
で

あ
る

が
、

他
に

農
業

、
観

光
業

が
行

わ
れ

て
い

る
。

な
お
、
本
公
園
内
に
は

1
2
8
7
世

帯
5
1
9
0
人
余

が
居

住
し

て
い

る
。
 

  ウ
. 

権
利
制
限
関
係
 

景
観
上
重
要
な
地

域
に

つ
い

て
は

、
別

表
の

と
お

り
、

大
部

分
が

保
安

林
、

天
然

記
念

物
、
鳥
獣
保
護
区
に

重
複
指

定
さ

れ
て

い
る

。
鉱

区
出

願
は

4
件

な
さ

れ
て

い
る

が
、

い

ず
れ
も
普
通
地
域
で

景
観
上

支
障

は
小

さ
い

。
 

 

(
ア
)
 保

安
林
 

（
単

位
：
ヘ

ク
タ

ー
ル

）
 

種
類
 

位
置
 

重
複

面
積
 

指
定

年
月
日
 

水
源
か
ん
養
 

長
崎
県
島
原
市
地
内
 

8
 
 
昭

2
5
.
 
4
.
1
0
 

 
 

〃
 

南
高
来
郡
国
見
町
地
内
 

1
6
4
 
 
大
 
4
.
 
3
.
 

 
 
〃
 
 
 
〃
  

瑞
穂
町
地
内
 

4
5 
 
大

13
.
 1
.
24
 

 
 

〃
 

 
 
〃
 
 

千
々
石
町
地
内
 

4
4
5
 
 
大
 
4
.
 
3
 

－ 8－



 

－9－ 

変
更

後
 

変
更

前
 

大
正

1
2.
８
.３

 

大
正

1
2.
８
.５

 

昭
和

5
6.

５
.1
4 

平
成

元
.
３
.
９
 

平
成

1
0.
２
.２

 

平
成

1
5.
1
0.
1
5 

平
成

1
6.

７
.1
6 

大
正
４
.
５
.
2
0
 

平
成
３
.
３
.
2
6
 

平
成
６
.
２
.
2
2
 

平
成
８
.
10
.
22
 

平
成

1
2.

８
.2
2 

平
成

1
5.
３
.５

 

 

 
 

〃
 
南
島

原
市

地
内
 

7
19
  

昭
和

5
6.

５
.1
4 

平
成

元
.
３
.
９
 

平
成

1
6.

７
.1
6 

 

昭
和

2
4.

４
.2
1 

昭
和

3
2.
７
.５

 

平
成
２
.
２
.
1
6
 

平
成
３
.
３
.
2
6
 

平
成

1
0.

９
.1
6 

平
成

2
0.
８
.５

 

土
砂

流

出
防

備
 

長
崎
県
島
原
市
地
内
 

1
,
4
1
0
 
 
明

治
3
1.
１
.１

 

昭
和

5
6.

５
.1
4 

昭
和

6
2.

７
.2
0 

平
成

６
.
４
.
７
 

平
成

1
0.
２
.２

 

 

昭
和

4
2.
1
0.
16
 

昭
和

5
2.

３
.2
3 

昭
和

5
2.

３
.3
0 

昭
和

5
8.

８
.1
9 

昭
和

6
3.

２
.2
7 

平
成
６
.
11
.
15
 

平
成

７
.
３
.
８
 

平
成
７
.
５
.
1
6
 

平
成
７
.
５
.
2
2
 

平
成
７
.
７
.
2
4
 

平
成

９
.
７
.
１
 

平
成

1
1.

８
.2
5 

 
 

〃
 
雲
仙

市
地

内
 

5
30
  

平
成

1
0.
２
.２

 
昭

和
4
3.
３
.６

 

 
 
〃
 
 
 
〃
  

小
浜
町
地
内
 

1
,1
4
7 
 
 
  
 
 〃

  
 
  
 

 
 

〃
 

 
 
〃
  

西
有

家
町

地
内

  
2
5 
 
昭

42
.
 7
.
 5
 

 
 

〃
 

 
 
〃
  

深
江

町
地

内
  

1
2 
 
大

12
.
 8
.
 3
 

土
砂
流
出
防
備
 

長
崎
県
島
原
市
地
内
 

6
26
  

不
 
 
 
明
 

 
 

〃
 

南
高

来
郡
国
見
町
地
内
 

1
7
 
 
昭

4
3
.
 
3
.
 
8
 

 
 
〃
 
 
 
〃
  

瑞
穂
町
地
内
 

2
4 
 
昭

41
.
 3
.
31
 

 
計

 
2
,5
1
3 
 
 

                   

－ 9－



 

－10－ 

変
更

後
 

変
更

前
 

昭
和

4
6.

３
.2
5 

昭
和

5
8.

８
.1
9 

昭
和

5
8.
1
2.
７
 

昭
和

6
3.

２
.2
7 

平
成
３
.
３
.
2
6
 

平
成
４
.
２
.
1
5
 

平
成

1
1.

３
.2
9 

平
成

1
4.
３
.６

 

平
成

2
3.

７
.2
9 

平
成

2
4.

２
.1
6 

 
 

〃
 
南
島

原
市

地
内
  

2
59
  

指
定
な
し
 

昭
和

4
2.
1
0.
16
 

昭
和

4
6.

３
.2
5 

昭
和

5
2.

３
.2
3 

昭
和

5
2.
７
.５

 

昭
和

5
8.
1
2.
７
 

昭
和

6
0.

８
.1
5 

昭
和

6
1.

３
.1
1 

平
成
６
.
11
.
15
 

平
成

７
.
２
.
９
 

平
成
７
.
７
.
2
4
 

平
成

1
0.

６
.3
0 

平
成

1
1.

１
.1
2 

平
成

1
1.

３
.2
9 

平
成

1
4.
３
.６

 

平
成

2
4.

２
.1
6 

                          

－ 10 －



 

－11－ 

変
更

後
 

変
更

前
 

土
砂

崩

壊
防

備
 

長
崎

県
島
原

市
地

内
  

4
1 
 
昭
和

5
6.

５
.1
4 

昭
和

6
2.

７
.2
0 

指
定
な
し
 

 
 

〃
 
雲
仙

市
地

内
 

１
 
 
指
定
な
し
 

昭
和

4
6.

３
.2
5 

 
 

〃
 
南
島

原
市

地
内
 

7
3 
 
昭
和

5
6.

５
.1
4 

不
明
 

干
害

防

備
 

長
崎

県
雲
仙

市
地

内
 

1
85
  

指
定
な
し
 

平
成

1
0.

７
.1
7 

平
成

1
2.

９
.2
9 

平
成

1
3.

１
.1
2 

平
成

2
2.

５
.2
8 

 
 

〃
 
南
島

原
市

地
内
 

1
68
  

指
定
な
し
 

平
成

1
1.
1
2.
10
 

平
成

2
1.

８
.2
5 

平
成

2
2.

３
.2
6 

平
成

2
2.
1
0.
５
 

平
成

2
3.
３
.８

 

平
成

2
5.

３
.2
2 

保
健
 

長
崎

県
島
原

市
地

内
 

7
66
  

昭
和

5
6.

５
.1
4 

昭
和

5
8.
1
2.
1
2 

平
成

1
0.
２
.２

 

平
成
３
.
９
.
1
0
 

平
成

1
5.

４
.3
0 

平
成

1
5.
６
.３

 

 
 

〃
 
雲
仙

市
地

内
 

3
63
  

昭
和

5
6.

５
.1
4 

昭
和

5
8.
１
.４

 

昭
和

6
0.
９
.３

 

平
成
７
.
６
.
3
0
 

 
計

 
9
,4
0
5 
 
 

 

（
イ

）
鳥
獣

保
護

区
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
単
位
：
ha
）
 

名
称
 

位
置
 

重
複
面
積
 

指
定
年
月
日
 

雲
仙
鳥
獣
保
護
区
 

長
崎
県
島
原
市
地
内
 

5
6
8 
 
昭

47
.
11
.
１
 

 
 
〃

 
雲
仙

市
地

内
 

2
,8
5
4 
 
 

                      

(
イ
)
 
鳥

獣
保
護

区
 

名
称
 

位
置
 

重
複

面
積
 

指
定

年
月
日
 

雲
仙
鳥
獣
保
護
区
 

長
崎
県
島
原
市
地
内
 

1
,
4
5
8
 
 
昭

4
7
.
1
1
.
 
1
 

 
 

〃
 

南
高

来
郡
国
見
町
地
内
 

8
1
 
 
 

－ 11 －



 

－12－ 

変
更

後
 

変
更

前
 

 
 
〃

 
南
島

原
市

地
内
 

7
35
  

 

眉
山
鳥
獣
保
護
区
 

長
崎
県
島
原
市
地
内
 

1
,
4
7
7
 
 
昭

55
.
11
.
１
 

 
 
〃

 
雲
仙

市
地

内
 

４
 
 
 

諏
訪

ノ
池
鳥

獣
保

護
区
 

 
〃

 
雲
仙

市
地

内
 

1
87
  

昭
55
.
11
.
１
 

 
〃

 
南
島

原
市

地
内
 

7
4 
 
 

百
花

台
公
園

鳥
獣

保
護

区
 

 
〃

 
雲
仙

市
地

内
 

2
8 
 
平

14
.
11
.
１
 

 
計
 

5
,9
2
7 
 
 

    

(
ウ
)
 
史

跡
名
勝

天
然

記
念

物
 

区
分
 

名
称
 

位
置
 

指
定
年
月
日
 

国
指

定
 

地
獄

地
帯
 

シ
ロ

ド
ウ
ダ

ン
群

落
 

（
天

然
記
念

物
）

 

長
崎

県
雲
仙
市
地
内
 

昭
３
.３

.3
1 

 
野

岳
イ

ヌ
ツ

ゲ
群

落
 

（
天

然
記
念

物
）

 

 
〃

 
 
 
〃
  

 
 
 

 
  
 
 〃

  
 
  
 

 
普

賢
岳

紅
葉

樹
林

 

（
天

然
記
念

物
）

 

 
〃

 
島
原
市
地
内
 

 
〃

 
雲
仙
市
地
内
 

 
  
 
 〃

  
 
  
 

 
原

生
沼

沼
野

植
物

群

落
 

（
天

然
記
念

物
）

 

 
〃

 
雲
仙
市
地
内
 

 
  
 
 〃

  
 
  
 

 
池

の
原

ミ
ヤ

マ
キ

リ

シ
マ

群
落
 

（
天

然
記
念

物
）

 

 
〃

 
雲
仙
市
地
内
 

 
  
 
 〃

  
 
  
 

 
平

成
新

山
 

 
〃

 
島
原
市
地
内
 

平
16
.
４
.
５
 

 
 

〃
 

 
 
〃
 
 

千
々
石
町
地
内
 

6
8
8
 
 
 

 
 

〃
 

 
 
〃
  

小
浜
町
地
内
 

1
,
2
5
6
 
 
 

 
 

〃
 

 
 
〃
  

西
有

家
町

地
内

  
1
62
  

 

 
 

〃
 

 
 
〃
  

有
家
町
地
内
 

8
1
 
 
 

 
 

〃
 

 
 
〃
  

布
津
町
地
内
 

4
0
 
 
 

 
 

〃
 

 
 
〃
  

深
江

町
地

内
  

2
83
  

 

眉
山
鳥
獣
保
護
区
 

長
崎
県
島
原
市
地
内
 

1
,
6
0
4
 
 
昭

5
5
.
1
1
.
 
1
 

諏
訪
ノ
池
 

鳥
獣
保
護
区
 

 
〃

 
南
高
来
郡
小
浜
地
内
 

1
69
  

昭
55
.
11
.
 1
 

 
〃
 

 
 
〃
 
 

南
串
山
町
地
内
 

1
6
9
 
 
 

 
計

 
5
,9
9
1 
 
 

 

(
ウ
)
 
史

跡
名
勝

天
然

記
念

物
 

区
分
 

名
称
 

位
置
 

指
定

年
月
日
 

国
指
定
 

地
獄
地
帯
 

シ
ロ
ド
ウ
ダ

ン
群

落
 

（
天
然
記
念

物
）

 

長
崎
県
南
高
来
郡
小
浜
町
地
内
 

昭
 
3
.
 
3
.
3
1
 

 
野
岳
イ
ヌ
ツ

ゲ
群

落
 

（
天
然
記
念

物
）

 

 
〃

 
 
 
〃
  

 
 
〃
 
 
 

 
  
 
 〃

  
 
  
 

 
普
賢
岳
紅
葉

樹
林

 

（
天
然
記
念

物
）

 

 
〃

 
島
原

市
地

内
 

 
〃

 
南
高

来
郡

小
浜

町
地

内
 

 
〃

 
 
 
〃
 
 

深
江

町
地

内
 

 
  
 
 〃

  
 
  
 

 
原
生
沼
植
物

群
落

 

（
天
然
記
念

物
）

 

 
〃

 
 
 
〃
  

小
浜
町
地
内
 

 
  
 
 〃

  
 
  
 

 
温
泉

う
ん

ぜ
ん

岳
 

（
特
別
名
勝

）
  

 
〃

 
島
原

市
地

内
 

 
〃

 
南
高

来
郡

国
見

町
地

内
 

 
〃

 
 
 
〃
 
 

吾
妻

町
地

内
 

 
〃

 
 
 
〃
 
 

千
々

石
町

地
内

 

昭
 3
. 
3
.3
1 

（
名

勝
）
 

昭
27
.
 3
.
29
 

（
特

別
名
勝

）
 

－ 12 －



 

－13－ 

変
更

後
 

変
更

前
 

（
天

然
記
念

物
）

 
 
〃

 
雲
仙
市
地
内
 

 
温

泉
う

ん
ぜ

ん

岳
 

（
特

別
名
勝

）
  

 
〃

 
島
原
市
地
内
 

 
〃

 
雲
仙
市
地
内
 

 
〃

 
南
島
原
市
地
内
 

昭
３
.３

.3
1 

（
名
勝
）
 

昭
27
.
３
.
29
 

（
特
別
名
勝
）
 

 
原

山
支

石
墓

群
 

（
史

跡
）
 

 
〃

 
南
島
原
市
地
内
 

昭
47
.
11
.
６
 

県
指

定
 

島
原

の
シ
マ

バ
ラ

イ

チ
ゴ

自
生
地
 

（
天

然
記
念

物
）

  

長
崎
県
島
原
市
地
内
 

昭
3
5
.
３
.
2
2
 

  

 
〃

 
 
 
〃
 
 

小
浜

町
地

内
 

 
〃

 
 
 
〃
 
 

南
串

山
町

地
内

 

 
〃

 
 
 
〃
 
 

北
有

馬
町

地
内

 

 
〃

 
 
 
〃
 
 

西
有

家
町

地
内

 

 
〃

 
 
 
〃
 
 

有
家

町
地

内
 

 
〃

 
 
 
〃
 
 

深
江

町
地

内
 

 
原
山
支
石
墓

群
 

（
史
跡
）
 

 
〃
 

 
 
〃
  

北
有
馬
町
地
内
 
昭

47
.
11
.
 6
 

県
指
定
 

島
原
の
シ
マ

バ
ラ

イ

チ
ゴ
自
生
地
 

（
天
然
記
念

物
）

  

長
崎
県
島
原
市
地
内
 

昭
3
5
.
 
3
.
2
2
 

 

 
 

－ 13 －



 

－14－ 

４
 

変
更
す

る
公

園
区

域
 

雲
仙

天
草
国

立
公

園
（

雲
仙

地
域

）
の

区
域

の
一
部
を
次
の
と
お
り
変
更
す
る
。

 
（
表

３
：
公

園
区

域
（

陸
域

）
変

更
表

）
 

番
号
 

区
分
 

変
更

部
分
の

区
域
 

変
更
理
由
 

面
積

（
h
a
）
 

１
 

主
図

２
 

副
図

２
 

拡
張
 

長
崎

県
島
原

市
立

野
町

の
一

部
 

公
園
区
域
を
明

確
に
す
る
た
め

、
既
存
区
域
線

の
凡

例
を

変
更

す
る

（
現

状
、

林
班
界
（
民
有
林
）
、
道
路
中
心
線
界
及
び
小
班

界
（

民
有
林
）
と

な
っ

て
い
る

が
不
明
瞭
で
あ
る
た
め
、
道
路
中
心
線
界
に
変
更

す
る
）
。
 

3
.9
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
 
3
.9
 

２
 

主
図

２
 

副
図

４
 

拡
張
 

長
崎

県
島
原

市
南

千
本

木
町

の
一
部
 

公
園
区
域
を
明

確
に
す
る
た
め

、
既
存
区
域
線

の
凡

例
を

変
更

す
る

（
現

状
、

道
路
中
心
線
界

と
な
っ
て
い
る

が
、
雲
仙
普
賢

岳
噴

火
に

伴
う

火
砕

流
の

影
響

で
道
路
の
位
置
が
大
き
く
変
化
し
た
た
め
、
小
班

界
（

民
有
林
）
、
道

路
敷
（

除
）

界
、
工
作
物
（
含
）
界
及
び
道
路
中
心
線
界

に
変

更
す

る
）
。
 

7
.3
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
 
7
.3
 

３
 

主
図

３
 

副
図

４
 

拡
張
 

長
崎

県
島
原

市
白

谷
町

の
一

部
 

公
園
区
域
を
明

確
に
す
る
た
め

、
既
存
区
域
線

の
凡

例
を

変
更

す
る

（
現

状
、

道
路
中
心
線
界

と
な
っ
て
い
る

が
不
明
瞭
で
あ

る
た

め
、

道
路

敷
（

含
）

界
に

変
更
す
る
）
。
 

1
.6
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
 
1
.6
 

４
 

主
図

３
 

副
図

６
 

拡
張
 

長
崎

県
島
原

市
北

上
木

場
町

の
一
部
 

  

公
園
区
域
を
明

確
に
す
る
た
め

、
既
存
区
域
線

の
凡

例
を

変
更

す
る

（
現

状
、

沢
界
及
び
道
路

中
心
線
界
と
な

っ
て
い
る
が
不

明
瞭

で
あ

る
た

め
、

道
路

中
心

線
界
に
変
更
す
る
）
。
 

2
.9
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
 
2
.9
 

５
 

主
図

３
 

副
図

７
 

拡
張
 

長
崎

県
島
原

市
南

上
木

場
町

の
一
部
 

公
園
区
域
を
明

確
に
す
る
た
め

、
既
存
区
域
線

の
凡

例
を

変
更

す
る

（
現

状
、

道
路
中
心
線
界
及
び
沢
界
と
な
っ
て
い
る
が
不
明

瞭
で

あ
る

た
め

、
林

班
界
（
民

有
林
）
に
変
更
す
る
）。

 

6
.0
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
 
6
.0
 

 
 

－ 14 －



 

－15－ 

番
号
 

区
分
 

変
更

部
分
の

区
域
 

変
更
理
由
 

面
積

（
h
a
）
 

６
 

主
図

４
 

副
図

４
 

拡
張
 

長
崎

県
雲
仙

市
国

見
町

土
黒

庚
の
一
部
 

公
園
区
域
を
明

確
に
す
る
た
め

、
既
存
区
域
線

の
凡

例
を

変
更

す
る

（
現

状
、

道
路
中
心
線
界

、
小
班
界
（
民

有
林
）
及
び
林

班
界

（
民

有
林

）
と

な
っ

て
い

る
が
不
明
瞭
で
あ
る
た
め
、
地
番
界
に
変
更
す
る

）
。
 

1
.5
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
 
1
.5
 

７
 

主
図

７
 

副
図

３
 

拡
張
 

長
崎

県
雲
仙

市
千

々
石

町
庚

の
一
部
 

公
園
区
域
を
明

確
に
す
る
た
め

、
既
存
区
域
線

の
凡

例
を

変
更

す
る

（
現

状
、

道
路
中
心
線
界

及
び
小
班
界
（

民
有
林
）
と
な

っ
て

い
る

が
不

明
瞭

で
あ

る
た

め
、
地
番
界
及
び
道
路
中
心
線
界
に
変
更
す
る
）
。
 

1
.2
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
 
1
.2
 

８
 

主
図

1
0
 

副
図

１
 

拡
張
 

長
崎

県
雲
仙

市
小

浜
町

大
亀

の
一
部
 

公
園
区
域
を
明

確
に
す
る
た
め

、
既
存
区
域
線

の
凡

例
を

変
更

す
る

（
現

状
、

小
班
界
（
民
有

林
）
と
な
っ
て

い
る
が
不
明
瞭

で
あ

る
た

め
、

地
番

界
に

変
更

す
る
）。

 

1
.0
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
 
1
.0
 

９
 

主
図

1
1
 

副
図

４
 

拡
張
 

長
崎

県
南
島

原
市

布
津

町
丙

の
一
部
 

公
園
区
域
を
明

確
に
す
る
た
め

、
既
存
区
域
線

の
凡

例
を

変
更

す
る

（
現

状
、

道
路
中
心
線
界
と
な
っ
て
い
る
が
不
明
瞭
で
あ
る

た
め

、
等
高
線
（

2
0
0
ｍ

）
界

に
変
更
す
る
）。

 

1
.1
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
 
1
.1
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－16－ 

番
号
 

区
分
 

変
更

部
分
の

区
域
 

変
更
理
由
 

面
積

（
h
a
）
 

1
0 

主
図

１
 

副
図

１
 

削
除
 

長
崎

県
島
原

市
有

明
町

湯
江

乙
の
一
部
 

公
園
区
域
を
明

確
に
す
る
た
め

、
既
存
区
域
線

の
凡

例
を

変
更

す
る

（
現

状
、

小
班
界
（
民
有

林
）
及
び
道
路

中
心
線
界
と
な

っ
て

い
る

が
不

明
瞭

で
あ

る
た

め
、
地
番
界
に
変
更
す
る
）
。
 

△
1
.
9
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
△
1
.9
 

1
1 

主
図

１
 

副
図

４
 

削
除
 

長
崎

県
島
原

市
広

高
野

町
の

一
部
 

公
園
区
域
を
明

確
に
す
る
た
め

、
既
存
区
域
線

の
凡

例
を

変
更

す
る

（
現

状
、

道
路
中
心
線
界
と
な
っ
て
い
る
が
不
明
瞭
で
あ
る

た
め

、
字

界
及

び
林

班
界
（
民

有
林
）
に
変
更
す
る
）。

 

△
2
.
9
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
△
2
.9
 

1
2 

主
図

２
 

副
図

２
 

削
除
 

長
崎

県
島
原

市
立

野
町

の
一

部
 

公
園
区
域
を
明

確
に
す
る
た
め

、
既
存
区
域
線

の
凡

例
を

変
更

す
る

（
現

状
、

林
班
界
（
民
有

林
）
及
び
小
班

界
（
民
有
林
）

と
な

っ
て

い
る

が
不

明
瞭

で
あ

る
た
め
、
道
路
中
心
線
界
に
変
更
す
る
）
。
 

△
3
.
1
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
△
3
.1
 

1
3 

主
図

２
 

副
図

３
 

削
除
 

長
崎

県
島
原

市
北

千
本

木
町

の
一
部
 

公
園
区
域
を
明

確
に
す
る
た
め

、
既
存
区
域
線

の
凡

例
を

変
更

す
る

（
現

状
、

小
班
界
（
民
有

林
）
及
び
道
路

中
心
線
界
と
な

っ
て

い
る

が
、

雲
仙

普
賢

岳
噴

火
に
伴
う
火
砕

流
の
影
響
で
道

路
の
位
置
が
大

き
く

変
化

し
た

た
め

、
道

路
中

心
線
界
及
び
小
班
界
（
民
有
林
）
に
変
更
す
る
）
。
 

△
1
.
5
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
△
1
.5
 

1
4 

主
図

２
 

副
図

３
 

削
除
 

長
崎

県
島
原

市
北

千
本

木
町

の
一
部
 

公
園
区
域
を
明

確
に
す
る
た
め

、
既
存
区
域
線

の
凡

例
を

変
更

す
る

（
現

状
、

道
路
中
心
線
界

及
び
沢
界
と
な

っ
て
い
る
が
、

雲
仙

普
賢

岳
噴

火
に

伴
う

火
砕

流
の
影
響
で
道

路
の
位
置
が
大

き
く
変
化
し
た

た
め

、
小

班
界

（
民

有
林

）
及

び
道
路
中
心
線
界
に
変
更
す
る
）
。
 

△
8
.
8
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
△
8
.8
 

   
 

－ 16 －



 

－17－ 

番
号
 

区
分
 

変
更

部
分
の

区
域
 

変
更
理
由
 

面
積

（
h
a
）
 

1
5 

主
図

３
 

副
図

３
 

削
除
 

長
崎

県
島
原

市
白

谷
町

の
一

部
 

  

公
園
区
域
を
明

確
に
す
る
た
め

、
既
存
区
域
線

の
凡

例
を

変
更

す
る

（
現

状
、

道
路
中
心
線
界

及
び
小
班
界
（

民
有
林
）
と
な

っ
て

い
る

が
不

明
瞭

で
あ

る
た

め
、
道
路
中
心
線
界
及
び
道
路
敷
（
含
）
界
に
変

更
す

る
）
。
 

△
7
.
3
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
△
7
.3
 

1
6 

主
図

３
 

副
図

４
 

削
除

 
長

崎
県

島
原

市
白

谷
町

の
一

部
 

公
園
区
域
を
明

確
に
す
る
た
め

、
既
存
区
域

線
の

凡
例

を
変

更
す

る
（

現
状

、

小
班
界
（
民
有

林
）
と
な
っ
て

い
る
が
不
明

瞭
で

あ
る

た
め

、
道

路
敷

（
含

）

界
及
び
道
路
中
心
線
界
に
変
更
す
る
）。

 

△
3
.
9
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
△
3
.9

 

1
7 

主
図

３
 

副
図

５
 

削
除
 

長
崎

県
島
原

市
北

上
木

場
町

の
一
部
 

公
園
区
域
を
明

確
に
す
る
た
め

、
既
存
区
域
線

の
凡

例
を

変
更

す
る

（
現

状
、

沢
界
及
び
小
班

界
（
民
有
林
）

と
な
っ
て
い
る

が
不

明
瞭

で
あ

る
た

め
、

道
路

中
心
線
界
に
変
更
す
る
）
。
 

△
6
.
3
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
△
6
.3
 

1
8 

主
図

３
 

副
図

６
 

削
除
 

長
崎

県
島
原

市
北

上
木

場
町

の
一
部
 

公
園
区
域
を
明

確
に
す
る
た
め

、
既
存
区
域
線

の
凡

例
を

変
更

す
る

（
現

状
、

道
路
中
心
線
界

と
な
っ
て
い
る

が
不
明
瞭
で
あ

る
た

め
、

道
路

中
心

線
界

、
国

有
林
界
、
林
班
界
（
民
有
林
）
に
変
更
す
る
）。

 

△
2
.
9
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
△
2
.9
 

1
9 

主
図

３
 

副
図

７
 

削
除
 

長
崎

県
島
原

市
南

上
木

場
町

の
一
部
 

公
園
区
域
を
明

確
に
す
る
た
め

、
既
存
区
域
線

の
凡

例
を

変
更

す
る

（
現

状
、

道
路
中
心
線
界
及
び
沢
界
と
な
っ
て
い
る
が
不
明

瞭
で

あ
る

た
め

、
林

班
界
（
民

有
林
）
及
び
等
高
線
（
2
5
0
ｍ
）
界
に
変
更
す
る

）
。
 

△
6
.
0
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
△
6
.0
 

    
 

－ 17 －



 

－18－ 

番
号
 

区
分
 

変
更

部
分
の

区
域
 

変
更
理
由
 

面
積

（
h
a
）
 

2
0 

主
図

４
 

副
図

２
 

削
除
 

長
崎

県
雲
仙

市
国

見
町

神
代

辛
の
一
部
 

公
園
区
域
を
明

確
に
す
る
た
め

、
既
存
区
域
線

の
凡

例
を

変
更

す
る

（
現

状
、

道
路
中
心
線
界

と
な
っ
て
い
る

が
不
明
瞭
で
あ

る
た

め
、

林
班

界
（

民
有

林
）

に
変
更
す
る
）。

 

△
2
.
3
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
△
2
.3
 

2
1 

主
図

４
 

副
図

４
 

削
除
 

長
崎

県
雲
仙

市
国

見
町

土
黒

庚
の
一
部
 

公
園
区
域
を
明

確
に
す
る
た
め

、
既
存
区
域
線

の
凡

例
を

変
更

す
る

（
現

状
、

道
路
中
心
線
界

及
び
見
透
線
界

（
歩
道
と
河
川

と
の

交
点

と
小

班
と

町
道

と
の

交
点
を
結
ぶ
線

）
と
な
っ
て
い

る
が
不
明
瞭
で

あ
る

た
め

、
道

路
中

心
線

界
及

び
地
番
界
に
変
更
す
る
）
。
 

△
1
.
0
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
△
1
.0
 

2
2 

主
図

５
 

副
図

１
 

削
除
 

長
崎

県
雲
仙

市
瑞

穂
町

西
郷

丁
の
一
部
 

公
園
区
域
を
明

確
に
す
る
た
め

、
既
存
区
域
線

の
凡

例
を

変
更

す
る

（
現

状
、

道
路
中
心
線
界

及
び
小
班
界
（

民
有
林
）
と
な

っ
て

い
る

が
不

明
瞭

で
あ

る
た

め
、
等
高
線
（
2
4
0
ｍ
）
界
及
び
稜
線
界
に
変
更

す
る
）
。
 

△
1
.
0
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
△
1
.0
 

2
3 

主
図

５
 

副
図

２
 

削
除
 

長
崎

県
雲
仙

市
瑞

穂
町

西
郷

丁
の
一
部
 

公
園
区
域
を
明

確
に
す
る
た
め

、
既
存
区
域
線

の
凡

例
を

変
更

す
る

（
現

状
、

小
班
界
（
民
有

林
）
及
び
道
路

中
心
線
界
と
な

っ
て

い
る

が
不

明
瞭

で
あ

る
た

め
、
地
番
界
に
変
更
す
る
）
。
 

△
1
.
0
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
△
1
.0
 

2
4 

主
図

５
 

副
図

３
 

削
除
 

長
崎

県
雲
仙

市
瑞

穂
町

西
郷

丁
の
一
部
 

公
園
区
域
を
明

確
に
す
る
た
め

、
既
存
区
域
線

の
凡

例
を

変
更

す
る

（
現

状
、

道
路
中
心
線
界
と
な
っ
て
い
る
が
不
明
瞭
で
あ
る

た
め
、
国

有
林

界
、
地

番
界
、

等
高
線
（
3
3
0
ｍ
）
界
及
び
地
番
界
に
変
更
す
る

）
。
 

△
5
.
5
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
△
5
.5
 

   
 

－ 18 －



 

－19－ 

番
号
 

区
分
 

変
更

部
分
の

区
域
 

変
更
理
由
 

面
積

（
h
a
）
 

2
5 

主
図

６
 

副
図

１
 

削
除
 

長
崎

県
雲
仙

市
吾

妻
町

川
床

名
の
一
部
 

公
園
区
域
を
明

確
に
す
る
た
め

、
既
存
区
域
線

の
凡

例
を

変
更

す
る

（
現

状
、

道
路
中
心
線
界

と
な
っ
て
い
る

が
不
明
瞭
で
あ

る
た

め
、

林
班

界
（

民
有

林
）

及
び
国
有
林
界
に
変
更
す
る
）。

 

△
6
.
6
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
△
6
.6
 

2
6 

主
図

７
 

副
図

１
 

削
除
 

長
崎

県
雲
仙

市
千

々
石

町
庚

の
一
部
 

公
園
区
域
を
明

確
に
す
る
た
め

、
既
存
区
域
線

の
凡

例
を

変
更

す
る

（
現

状
、

小
班
界
（
民
有

林
）
及
び
沢
界

と
な
っ
て
い
る

が
、

現
状

が
一

致
せ

ず
不

明
瞭

で
あ
る
た
め
、
等
高
線
（
4
5
0
ｍ
）
界
及
び
国
有

林
界

に
変

更
す

る
）。

 

△
2
.
2
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
△
2
.2
 

2
7 

主
図

８
 

副
図

２
 

削
除
 

長
崎

県
雲
仙

市
小

浜
町

南
木

指
の
一
部
 

公
園
区
域
を
明

確
に
す
る
た
め

、
既
存
区
域
線

の
凡

例
を

変
更

す
る

（
現

状
、

見
透
線
界
（
道
路
中
心
線
よ
り

5
0
ｍ
の
小
班
界

と
の
交

点
と

道
路

中
心

線
よ

り

5
0
ｍ
の
歩
道
中
心
線
と
の
交
点
）
、
道
路
中
心
線

界
及

び
小

班
界
（

民
有

林
）
と

な
っ
て
い
る
が
不
明
瞭
で
あ
る
た
め
、
道
路
中
心

線
界

に
変

更
す

る
）。

 

△
1
.
4
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
△
1
.4
 

2
8 

主
図

８
 

副
図

２
 

削
除
 

長
崎

県
雲
仙

市
小

浜
町

南
木

指
の
一
部
 

公
園
区
域
を
明

確
に
す
る
た
め

、
既
存
区
域
線

の
凡

例
を

変
更

す
る

（
現

状
、

小
班
界
（
民
有

林
）
及
び
道
路

中
心
線
界
と
な

っ
て

い
る

が
不

明
瞭

で
あ

る
た

め
、
沢
界
及
び
地
番
界
に
変
更
す
る
）。

 

△
1
.
7
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
△
1
.7
 

2
9 

主
図

９
 

副
図

１
 

削
除
 

長
崎

県
雲
仙

市
小

浜
町

山
畑

の
一
部
 

公
園
区
域
を
明

確
に
す
る
た
め

、
既
存
区
域
線

の
凡

例
を

変
更

す
る

（
現

状
、

林
班
界
（
民
有

林
）
及
び
小
班

界
（
民
有
林
）

と
な

っ
て

い
る

が
不

明
瞭

で
あ

る
た
め
、
地
番
界
及
び
林
班
界
（
民
有
林
）
に
変

更
す

る
）
。
 

△
1
.
7
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
△
1
.7
 

   
 

－ 19 －



 

－20－ 

番
号
 

区
分
 

変
更

部
分
の

区
域
 

変
更
理
由
 

面
積

（
h
a
）
 

3
0 

主
図

1
0
 

副
図

４
 

削
除
 

長
崎

県
雲
仙

市
南

串
山

町
甲

の
一
部
 

公
園
区
域
を
明

確
に
す
る
た
め

、
既
存
区
域
線

の
凡

例
を

変
更

す
る

（
現

状
、

地
類
界
（
森
林

と
耕
地
）
及
び

道
路
中
心
線
界

と
な

っ
て

い
る

が
不

明
瞭

で
あ

る
た
め
、
地
番
界
に
変
更
す
る
）
。
 

△
1
.
4
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
△
1
.4
 

3
1 

主
図

1
1
 

副
図

１
 

削
除
 

長
崎

県
南
島

原
市

深
江

町
戊

の
一
部
 

公
園
区
域
を
明

確
に
す
る
た
め

、
既
存
区
域
線

の
凡

例
を

変
更

す
る

（
現

状
、

道
路
中
心
線
界
及
び
市
町
界
と
な
っ
て
い
る
が
不

明
瞭

で
あ

る
た

め
、
市
町

界
、

工
作
物
（
含
）
界
及
び
林
班
界
（
民
有
林
）
に
変

更
す

る
）
。
 

△
2
.
2
 

国
  
△
2
.0
 

公
  
  
 
－
 

私
  
△
0
.2
 

3
2 

主
図

1
1
 

副
図

４
 

削
除
 

長
崎

県
南
島

原
市

布
津

町
丙

の
一
部
 

公
園
区
域
を
明

確
に
す
る
た
め

、
既
存
区
域
線

の
凡

例
を

変
更

す
る

（
現

状
、

道
路
中
心
線
界

と
な
っ
て
い
る

が
不
明
瞭
で
あ

る
た

め
、

道
路

中
心

線
界

及
び

等
高
線
（
2
0
0
ｍ
）
界
に
変
更
す
る
）。

 

△
4
.
3
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
△
4
.3
 

3
3 

主
図

1
1
 

副
図

４
 

削
除
 

長
崎

県
南
島

原
市

布
津

町
丙

の
一
部
 

公
園
区
域
を
明

確
に
す
る
た
め

、
既
存
区
域
線

の
凡

例
を

変
更

す
る

（
現

状
、

道
路

中
心

線
界

と
な

っ
て

い
る

が
不

明
瞭

で
あ

る
た

め
、

地
番

界
に

変
更

す

る
）
。
 

△
1
.
0
 

国
  
  
 
－
 

公
  
△
0
.1
 

私
  
△
0
.9
 

3
4 

主
図

1
1
 

副
図

５
 

削
除
 

長
崎

県
南
島

原
市

布
津

町
丙

の
一
部
 

公
園
区
域
を
明

確
に
す
る
た
め

、
既
存
区
域
線

の
凡

例
を

変
更

す
る

（
現

状
、

道
路
中
心
線
界

、
沢
界
及
び
道

路
中
心
線
界
と

な
っ

て
い

る
が

不
明

瞭
で

あ
る

た
め
、
道
路
中
心
線
界
に
変
更
す
る
）。

 

△
1
.
0
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
△
0
.9
 

 
 

－ 20 －



 

－21－ 

番
号
 

区
分
 

変
更

部
分
の

区
域
 

変
更
理
由
 

面
積

（
h
a
）
 

3
5 

主
図

1
1
 

副
図

６
 

削
除
 

長
崎

県
南
島

原
市

布
津

町
丙

の
一
部
 

公
園
区
域
を
明

確
に
す
る
た
め

、
既
存
区
域
線

の
凡

例
を

変
更

す
る

（
現

状
、

道
路
中
心
線
界

、
町
界
及
び
小

班
界
（
民
有
林

）
と

な
っ

て
い

る
が

不
明

瞭
で

あ
る
た
め
、
道
路
中
心
線
界
に
変
更
す
る
）
。
 

△
1
0
.
7
 

国
  
  
 
－
 

公
  
△
7
.9
 

私
  
△
2
.9
 

3
6 

主
図

1
2
 

副
図

１
 

削
除
 

長
崎

県
南
島

原
市

西
有

家
町

見
岳
の
一
部
 

公
園
区
域
を
明

確
に
す
る
た
め

、
既
存
区
域

線
の

凡
例

を
変

更
す

る
（

現
状

、

小
班
界
（
民
有
林
）、

道
路
中
心
線
界
及
び
河
川

中
心

線
界

と
な

っ
て

い
る

が
不

明
瞭
で
あ
る
た

め
、
河
川
中
心

線
界
、
道
路
中

心
線

界
、

地
番

界
及

び
道

路
中

心
線
界
に
変
更
す
る
）。

 

△
4
.
2
 

国
  
△
0
.1
 

公
  
△
0
.2
 

私
  
△
3
.9
 

3
7 

主
図

1
2
 

副
図

２
 

削
除
 

長
崎

県
南
島

原
市

西
有

家
町

見
岳
の
一
部
 

公
園
区
域
を
明

確
に
す
る
た
め

、
既
存
区
域

線
の

凡
例

を
変

更
す

る
（

現
状

、

道
路

中
心

線
界

と
な

っ
て

い
る

が
不

明
瞭

で
あ

る
た

め
、

地
番

界
に

変
更

す

る
）
。
 

△
1
.
4
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
△
1
.4
 

3
8 

主
図

1
2
 

副
図

２
 

削
除
 

長
崎

県
南
島

原
市

西
有

家
町

見
岳
の
一
部
 

公
園
区
域
を
明

確
に
す
る
た
め

、
既
存
区
域

線
の

凡
例

を
変

更
す

る
（

現
状

、

道
路

中
心

線
界

と
な

っ
て

い
る

が
不

明
瞭

で
あ

る
た

め
、

地
番

界
に

変
更

す

る
）
。
 

△
1
.
3
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
△
1
.3
 

3
9 

主
図

1
2
 

副
図

４
 

削
除
 

長
崎

県
南
島

原
市

西
有

家
町

長
野
の
一
部
 

公
園
区
域
を
明

確
に
す
る
た
め

、
既
存
区
域

線
の

凡
例

を
変

更
す

る
（

現
状

、

河
川
中
心
線
界

及
び
道
路
中
心

線
界
と
な
っ
て

い
る

が
不

明
瞭

で
あ

る
た

め
、

等
高
線
（
2
8
0
ｍ
）
界
及
び
地
番
界
に
変
更
す
る

）
。
 

△
1
.
2
 

国
  
  
 
－
 

公
  
△
0
.1
 

私
  
△
1
.1
 

 
 

－ 21 －



 

－22－ 

番
号
 

区
分
 

変
更

部
分
の

区
域
 

変
更
理
由
 

面
積

（
h
a
）
 

4
0 

主
図

1
3
 

副
図

２
 

削
除
 

長
崎

県
南
島

原
市

北
有

馬
町

丙
の
一
部
 

公
園
区
域
を
明

確
に
す
る
た
め

、
既
存
区
域
線

の
凡

例
を

変
更

す
る

（
現

状
、

林
班
界
（
民
有

林
）
及
び
小
班

界
（
民
有
林
）

と
な

っ
て

い
る

が
不

明
瞭

で
あ

る
た
め
、
小
班
界
（
民
有
林
）
及
び
地
番
界
に
変

更
す

る
）
。
 

△
2
.
0
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
△
2
.0
 

4
1 

主
図

1
3
 

副
図

５
 

削
除
 

長
崎

県
南
島

原
市

北
有

馬
町

乙
の
一
部
 

公
園
区
域
を
明

確
に
す
る
た
め

、
既
存
区
域
線

の
凡

例
を

変
更

す
る

（
現

状
、

小
班
界
（
民
有

林
）
及
び
林
班

界
（
民
有
林
）

と
な

っ
て

い
る

が
不

明
瞭

で
あ

る
た
め
、
地
番
界
に
変
更
す
る
）
。
 

△
1
.
1
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
△
1
.1
 

 
 

－ 22 －



 

－23－ 

番
号
 

区
分
 

変
更

部
分
の

区
域
 

変
更
理
由
 

面
積

（
h
a
）
 

4
2 

主
図

１
 

副
図

１
 

－
 

長
崎

県
島
原

市
有

明
町

湯
江

乙
の
一
部
 

公
園
区
域
を
明

確
に
す
る
た
め

、
既
存
区
域
線

の
凡

例
を

変
更

す
る

（
現

状
、

林
班
界
（
民
有

林
）
と
な
っ
て

い
る
が
不
明

瞭
で

あ
る

た
め

、
地

番
界

に
変

更

す
る
）。

 

－
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
  
 
－
 

4
3 

主
図

１
 

副
図

１
 

－
 

長
崎

県
島
原

市
有

明
町

湯
江

乙
の
一
部
 

 

公
園
区
域
を
明

確
に
す
る
た
め

、
既
存
区
域
線

の
凡

例
を

変
更

す
る

（
現

状
、

林
班
界
（
民
有

林
）
と
な
っ
て

い
る
が
林
班
界

が
不

明
瞭

で
あ

る
た

め
、

地
番

界
に
変
更
す
る
）
。
 

－
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
  
 
－
 

4
4 

主
図

１
 

副
図

２
 

－
 

長
崎

県
島
原

市
有

明
町

湯
江

乙
の
一
部
 

公
園
区
域
を
明

確
に
す
る
た
め

、
既
存
区
域
線

の
凡

例
を

変
更

す
る

（
現

状
、

小
班
界
（
民
有

林
）
と
な
っ
て

い
る
が
不
明

瞭
で

あ
る

た
め

、
地

番
界

に
変

更

す
る
）。

 

－
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
  
 
－
 

4
5 

主
図

１
 

副
図

１
 

－
 

長
崎

県
島
原

市
有

明
町

湯
江

乙
の
一
部
 

公
園
区
域
を
明

確
に
す
る
た
め

、
既
存
区
域
線

の
凡

例
を

変
更

す
る

（
現

状
、

小
班
界
（
民
有

林
）
と
な
っ
て

い
る
が
不
明

瞭
で

あ
る

た
め

、
地

番
界

に
変

更

す
る
）。

 

－
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
  
 
－
 

4
6 

主
図

１
 

副
図

１
 

－
 

長
崎

県
島
原

市
有

明
町

湯
江

乙
の
一
部
 

公
園
区
域
を
明

確
に
す
る
た
め

、
既
存
区
域
線

の
凡

例
を

変
更

す
る

（
現

状
、

林
班
界
（
民
有

林
）
と
な
っ
て

い
る
が
不
明

瞭
で

あ
る

た
め

、
地

番
界

に
変

更

す
る
）。

 

－
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
  
 
－
 

 
 

－ 23 －



 

－24－ 

番
号
 

区
分
 

変
更

部
分
の

区
域
 

変
更
理
由
 

面
積

（
h
a
）
 

4
7 

主
図

１
 

副
図

２
 

－
 

長
崎

県
島
原

市
有

明
町

湯
江

乙
の
一
部
 

公
園
区
域
を
明

確
に
す
る
た
め

、
既
存
区
域
線

の
凡

例
を

変
更

す
る

（
現

状
、

小
班
界
（
民
有

林
）
と
な
っ
て

い
る
が
不
明
瞭

で
あ

る
た

め
、

地
番

界
に

変
更

す
る
）。

 

－
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
  
 
－
 

4
8 

主
図

１
 

副
図

３
 

－
 

長
崎

県
島
原

市
礫

石
原

町
の

一
部
 

公
園
区
域
を
明

確
に
す
る
た
め

、
既
存
区
域
線

の
凡

例
を

変
更

す
る

（
現

状
、

道
路
中
心
線
界
と
な
っ
て
い
る
が
不
明
瞭
で
あ
る

た
め

、
字

界
に

変
更

す
る

）。
 

－
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
  
 
－
 

4
9 

主
図

１
 

副
図

３
 

－
 

長
崎

県
島
原

市
礫

石
原

町
の

一
部
 

公
園
区
域
を
明

確
に
す
る
た
め

、
既
存
区
域
線

の
凡

例
を

変
更

す
る

（
現

状
、

道
路
中
心
線
界
と
な
っ
て
い
る
が
不
明
瞭
で
あ
る

た
め

、
字

界
に

変
更

す
る

）。
 

－
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
  
 
－
 

5
0 

主
図

１
 

副
図

３
 

－
 

長
崎

県
島
原

市
礫

石
原

町
の

一
部
 

公
園
区
域
を
明

確
に
す
る
た
め

、
既
存
区
域
線

の
凡

例
を

変
更

す
る

（
現

状
、

道
路
中
心
線
界
と
な
っ
て
い
る
が
不
明
瞭
で
あ
る

た
め

、
字

界
に

変
更

す
る

）。
 

－
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
  
 
－
 

5
1 

主
図

１
 

副
図

４
 

－
 

長
崎

県
島
原

市
広

高
野

町
の

一
部
 

公
園
区
域
を
明

確
に
す
る
た
め

、
既
存
区
域
線

の
凡

例
を

変
更

す
る

（
現

状
、

道
路
中
心
線
界

及
び
林
班
界
（

民
有
林
）
と
な

っ
て

い
る

が
不

明
瞭

で
あ

る
た

め
、
林
班
界
（
民
有
林
）
に
変
更
す
る
）
。
 

－
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
  
 
－
 

    
 

－ 24 －



 

－25－ 

番
号
 

区
分
 

変
更

部
分
の

区
域
 

変
更
理
由
 

面
積

（
h
a
）
 

5
2 

主
図

２
 

副
図

１
 

－
 

長
崎

県
島
原

市
立

野
町

の
一

部
 

公
園
区
域
を
明

確
に
す
る
た
め

、
既
存
区
域
線

の
凡

例
を

変
更

す
る

（
現

状
、

道
路
中
心
線
界

と
な
っ
て
い
る

が
不
明
瞭
で
あ

る
た

め
、

小
班

界
（

民
有

林
）

に
変
更
す
る
）。

 

－
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
  
 
－
 

5
3 

主
図

２
 

副
図

１
 

－
 

長
崎

県
島
原

市
立

野
町

の
一

部
 

公
園
区
域
を
明

確
に
す
る
た
め

、
既
存
区
域
線

の
凡

例
を

変
更

す
る

（
現

状
、

道
路
中
心
線
界

と
な
っ
て
い
る

が
不
明
瞭
で
あ

る
た

め
、

道
路

中
心

線
界

及
び

小
班
界
（
民
有
林
）
に
変
更
す
る
）
。
 

－
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
  
 
－
 

5
4 

主
図

２
 

副
図

１
 

－
 

長
崎

県
島
原

市
立

野
町

の
一

部
 

公
園
区
域
を
明

確
に
す
る
た
め

、
既
存
区
域
線

の
凡

例
を

変
更

す
る

（
現

状
、

道
路
中
心
線
界

と
な
っ
て
い
る

が
不
明
瞭
で
あ

る
た

め
、

道
路

中
心

線
界

及
び

小
班
界
（
民
有
林
）
に
変
更
す
る
）
。
 

－
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
  
 
－
 

5
5 

主
図

２
 

副
図

１
 

－
 

長
崎

県
島
原

市
立

野
町

の
一

部
 

公
園
区
域
を
明

確
に
す
る
た
め

、
既
存
区
域
線

の
凡

例
を

変
更

す
る

（
現

状
、

林
班
界
（
民
有

林
）
と
な
っ
て

い
る
が
不
明
瞭

で
あ

る
た

め
、

小
班

界
（

民
有

林
）
に
変
更
す
る
）
。
 

－
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
  
 
－
 

5
6 

主
図

２
 

副
図

１
 

－
 

長
崎

県
島
原

市
立

野
町

の
一

部
 

公
園
区
域
を
明

確
に
す
る
た
め

、
既
存
区
域
線

の
凡

例
を

変
更

す
る

（
現

状
、

林
班
界
（
民
有

林
）
と
な
っ
て

い
る
が
林
班
界

が
不

明
瞭

で
あ

る
た

め
、

小
班

界
（
民
有
林
）
に
変
更
す
る
）。

 

－
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
  
 
－
 

    
 

－ 25 －



 

－26－ 

番
号
 

区
分
 

変
更

部
分
の

区
域
 

変
更
理
由
 

面
積

（
h
a
）
 

5
7 

主
図

２
 

副
図

１
 

－
 

長
崎

県
島
原

市
立

野
町

の
一

部
 

公
園
区
域
を
明

確
に
す
る
た
め

、
既
存
区
域

線
の

凡
例

を
変

更
す

る
（

現
状

、

林
班
界
（
民
有

林
）
と
な
っ
て

い
る
が
不
明

瞭
で

あ
る

た
め

、
小

班
界

（
民

有

林
）
に
変
更
す
る
）
。
 

－
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
  
 
－
 

5
8 

主
図

２
 

副
図

１
 

－
 

長
崎

県
島
原

市
立

野
町

の
一

部
 

公
園
区
域
を
明

確
に
す
る
た
め

、
既
存
区
域

線
の

凡
例

を
変

更
す

る
（

現
状

、

林
班
界
（
民
有

林
）
と
な
っ
て

い
る
が
不
明

瞭
で

あ
る

た
め

、
道

路
中

心
線

界

に
変
更
す
る
）。

 

－
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
  
 
－
 

5
9 

主
図

２
 

副
図

２
 

－
 

長
崎

県
島
原

市
立

野
町

の
一

部
 

公
園
区
域
を
明

確
に
す
る
た
め

、
既
存
区
域

線
の

凡
例

を
変

更
す

る
（

現
状

、

林
班
界
（
民
有

林
）
と
な
っ
て

い
る
が
不
明

瞭
で

あ
る

た
め

、
道

路
中

心
線

界

に
変
更
す
る
）。

 

－
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
  
 
－
 

6
0 

主
図

２
 

副
図

２
 

－
 

長
崎

県
島
原

市
立

野
町

の
一

部
 

公
園
区
域
を
明

確
に
す
る
た
め

、
既
存
区
域

線
の

凡
例

を
変

更
す

る
（

現
状

、

林
班
界
（
民
有

林
）
と
な
っ
て

い
る
が
不
明

瞭
で

あ
る

た
め

、
道

路
中

心
線

界

に
変
更
す
る
）。

 

－
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
  
 
－
 

6
1 

主
図

２
 

副
図

２
 

－
 

長
崎

県
島
原

市
立

野
町

の
一

部
 

公
園
区
域
を
明

確
に
す
る
た
め

、
既
存
区
域

線
の

凡
例

を
変

更
す

る
（

現
状

、

林
班
界
（
民
有

林
）
と
な
っ
て

い
る
が
不
明

瞭
で

あ
る

た
め

、
道

路
中

心
線

界

に
変
更
す
る
）。

 

－
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
  
 
－
 

    
 

－ 26 －



 

－27－ 

番
号
 

区
分
 

変
更

部
分
の

区
域
 

変
更
理
由
 

面
積

（
h
a
）
 

6
2 

主
図

２
 

副
図

３
 

－
 

長
崎

県
島
原

市
北

千
本

木
町

の
一
部

 
公
園
区
域
を
明

確
に
す
る
た
め

、
既
存
区
域
線

の
凡

例
を

変
更

す
る

（
現

状
、

林
班
界
（
民
有

林
）
と
な
っ
て

い
る
が
不
明
瞭

で
あ

る
た

め
、

道
路

中
心

線
界

に
変
更
す
る
）。

 

－
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
 
 
 
 
 
－

 

6
3 

主
図

２
 

副
図

３
 

－
 

長
崎

県
島
原

市
北

千
本

木
町

の
一
部

 
公
園
区
域
を
明

確
に
す
る
た
め

、
既
存
区
域
線

の
凡

例
を

変
更

す
る

（
現

状
、

林
班
界
（
民
有

林
）
と
な
っ
て

い
る
が
不
明
瞭

で
あ

る
た

め
、

道
路

中
心

線
界

に
変
更
す
る
）。

 

－
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
 
 
 
 
 
－

 

6
4 

主
図

２
 

副
図

３
 

－
 

長
崎

県
島
原

市
北

千
本

木
町

の
一
部
 

公
園
区
域
を
明

確
に
す
る
た
め

、
既
存
区
域

線
の

凡
例

を
変

更
す

る
（

現
状

、

林
班
界
（
民
有

林
）
と
な
っ
て

い
る
が
不
明

瞭
で

あ
る

た
め

、
道

路
中

心
線

界

に
変
更
す
る
）。

 

－
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
  
 
－
 

6
5 

主
図

２
 

副
図

３
 

－
 

長
崎

県
島
原

市
北

千
本

木
町

の
一
部

 
公
園
区
域
を
明

確
に
す
る
た
め

、
既
存
区
域
線

の
凡

例
を

変
更

す
る

（
現

状
、

林
班
界
（
民
有

林
）
と
な
っ
て

い
る
が
不
明
瞭

で
あ

る
た

め
、

道
路

中
心

線
界

に
変
更
す
る
）。

 

－
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
 
 
 
 
 
－

 

6
6 

主
図

３
 

副
図

１
 

－
 

長
崎

県
島
原

市
萩

が
丘

の
一

部
 

公
園
区
域
を
明

確
に
す
る
た
め

、
既
存
区
域

線
の

凡
例

を
変

更
す

る
（

現
状

、

国
有
林
界
と
な

っ
て
い
る
が
、

国
道
の
バ
イ

パ
ス

ト
ン

ネ
ル

設
置

に
伴

い
、

地

形
が
改
変
さ
れ

国
有
林
界
も
変

更
さ
れ
て
い

る
た

め
、

道
路

敷
（

含
）

界
及

び

国
有
林
界
に
変
更
す
る
）
。

 

－
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
 
 
 
 
 
－

 

    
 

－ 27 －



 

－28－ 

番
号
 

区
分
 

変
更

部
分
の

区
域
 

変
更
理
由
 

面
積

（
h
a
）
 

6
7 

主
図

３
 

副
図

２
 

－
 

長
崎

県
島
原

市
新

山
の

一
部
 

公
園
区
域
を
明

確
に
す
る
た
め

、
既
存
区
域

線
の

凡
例

を
変

更
す

る
（

現
状

、

国
有
林
界
と
な

っ
て
い
る
が
、

国
道
の
バ
イ

パ
ス

ト
ン

ネ
ル

設
置

に
伴

い
、

地

形
が
改
変
さ
れ

国
有
林
界
も
変

更
さ
れ
て
い

る
た

め
、

道
路

敷
（

除
）

界
に

変

更
す
る
）
。
 

－
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
  
 
－
 

6
8 

主
図

３
 

副
図

３
 

－
 

長
崎

県
島
原

市
白

谷
町

の
一

部
 

公
園
区
域
を
明

確
に
す
る
た
め

、
既
存
区
域

線
の

凡
例

を
変

更
す

る
（

現
状

、

道
路
中
心
線
界

及
び
小
班
界
（

民
有
林
）
と

な
っ

て
い

る
が

不
明

瞭
で

あ
る

た

め
、
道
路
中
心
線
界
に
変
更
す
る
）
。
 

－
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
  
 
－
 

6
9 

主
図

３
 

副
図

４
 

－
 

長
崎

県
島
原

市
白

谷
町

の
一

部
 

公
園
区
域
を
明

確
に
す
る
た
め

、
既
存
区
域

線
の

凡
例

を
変

更
す

る
（

現
状

、

小
班
界
（
民
有

林
）
と
な
っ
て

い
る
が
不
明

瞭
で

あ
る

た
め

、
道

路
中

心
線

界

に
変
更
す
る
）。

 

－
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
  
 
－
 

7
0 

主
図

４
 

副
図

１
 

－
 

長
崎

県
雲
仙

市
瑞

穂
町

西
郷

丁
の
一
部
 

公
園
区
域
を
明

確
に
す
る
た
め

、
既
存
区
域
線

の
凡

例
を

変
更

す
る

（
現

状
、

林
班
界
（
民
有

林
）
と
な
っ
て

い
る
が
不
明

瞭
で

あ
る

た
め

、
地

番
界

に
変

更

す
る
）。

 

－
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
  
 
－
 

7
1 

主
図

４
 

副
図

１
 

－
 

長
崎

県
雲
仙

市
瑞

穂
町

西
郷

丁
の
一
部
 

公
園
区
域
を
明

確
に
す
る
た
め

、
既
存
区
域
線

の
凡

例
を

変
更

す
る

（
現

状
、

林
班
界
（
民
有

林
）
と
な
っ
て

い
る
が
不
明

瞭
で

あ
る

た
め

、
地

番
界

及
び

町

界
に
変
更
す
る
）
。
 

－
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
  
 
－
 

 
 

－ 28 －



 

－29－ 

番
号
 

区
分
 

変
更

部
分
の

区
域
 

変
更
理
由
 

面
積

（
h
a
）
 

7
2 

主
図

４
 

副
図

２
 

－
 

長
崎

県
雲
仙

市
国

見
町

神
代

辛
の
一
部
 

公
園
区
域
を
明

確
に
す
る
た
め

、
既
存
区
域
線

の
凡

例
を

変
更

す
る

（
現

状
、

道
路
中
心
線
界

と
な
っ
て
い
る

が
不
明
瞭
で

あ
る

た
め

、
林

班
界

（
民

有
林

）

に
変
更
す
る
）。

 

－
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
  
 
－
 

7
3 

主
図

４
 

副
図

２
 

－
 

長
崎

県
雲
仙

市
国

見
町

神
代

辛
の
一
部
 

公
園
区
域
を
明

確
に
す
る
た
め

、
既
存
区
域
線

の
凡

例
を

変
更

す
る

（
現

状
、

道
路
中
心
線
界

と
な
っ
て
い
る

が
不
明
瞭
で

あ
る

た
め

、
林

班
界

（
民

有
林

）

に
変
更
す
る
）。

 

－
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
  
 
－
 

7
4 

主
図

４
 

副
図

２
 

－
 

長
崎

県
雲
仙

市
国

見
町

神
代

辛
の
一
部
 

公
園
区
域
を
明

確
に
す
る
た
め

、
既
存
区
域
線

の
凡

例
を

変
更

す
る

（
現

状
、

道
路
中
心
線
界

と
な
っ
て
い
る

が
不
明
瞭
で

あ
る

た
め

、
林

班
界

（
民

有
林

）

に
変
更
す
る
）。

 

－
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
  
 
－
 

7
5 

主
図

４
 

副
図

３
 

－
 

長
崎

県
雲
仙

市
国

見
町

神
代

辛
の
一
部
 

公
園
区
域
を
明

確
に
す
る
た
め

、
既
存
区
域
線

の
凡

例
を

変
更

す
る

（
現

状
、

小
班
界
（
民
有

林
）
と
な
っ
て

い
る
が
不
明

瞭
で

あ
る

た
め

、
地

番
界

に
変

更

す
る
）。

 

－
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
  
 
－
 

7
6 

主
図

４
 

副
図

３
 

－
 

長
崎

県
雲
仙

市
国

見
町

神
代

辛
の
一
部
 

公
園
区
域
を
明

確
に
す
る
た
め

、
既
存
区
域
線

の
凡

例
を

変
更

す
る

（
現

状
、

小
班
界
（
民
有

林
）
と
な
っ
て

い
る
が
不
明

瞭
で

あ
る

た
め

、
地

番
界

に
変

更

す
る
）。

 

－
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
  
 
－
 

 
 

－ 29 －



 

－30－ 

番
号
 

区
分
 

変
更

部
分
の

区
域
 

変
更
理
由
 

面
積

（
h
a
）
 

7
7 

主
図

４
 

副
図

３
 

－
 

長
崎

県
雲
仙

市
国

見
町

神
代

辛
の
一
部
 

公
園
区
域
を
明

確
に
す
る
た
め

、
既
存
区
域
線

の
凡

例
を

変
更

す
る

（
現

状
、

小
班
界
（
民
有

林
）
と
な
っ
て

い
る
が
不
明

瞭
で

あ
る

た
め

、
地

番
界

に
変

更

す
る
）。

 

－
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
  
 
－
 

7
8 

主
図

４
 

副
図

４
 

－
 

長
崎

県
雲
仙

市
国

見
町

土
黒

庚
の
一
部
 

公
園
区
域
を
明

確
に
す
る
た
め

、
既
存
区
域
線

の
凡

例
を

変
更

す
る

（
現

状
、

小
班
界
（
民
有

林
）
及
び
見
透

線
界
（
歩
道

と
河

川
と

の
交

点
と

小
班

と
町

道

と
の
交
点
を
結

ぶ
線
）
と
な
っ

て
い
る
が
不

明
瞭

で
あ

る
た

め
、

道
路

中
心

線

界
、
見
透
線
界

（
道
路
終
点
と

幹
線
道
路
と

地
番

の
交

点
を

結
ぶ

線
）

及
び

地

番
界
に
変
更
す
る
）
。
 

－
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
  
 
－
 

7
9 

主
図

４
 

副
図

４
 

－
 

長
崎

県
雲
仙

市
国

見
町

土
黒

庚
の
一
部
 

公
園
区
域
を
明

確
に
す
る
た
め

、
既
存
区
域
線

の
凡

例
を

変
更

す
る

（
現

状
、

林
班
界
（
民
有

林
）
及
び
道
路

中
心
線
界
と

な
っ

て
い

る
が

不
明

瞭
で

あ
る

た

め
、
地
番
界
及
び
道
路
中
心
線
界
に
変
更
す

る
）
。
 

－
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
  
 
－
 

8
0 

主
図

４
 

副
図

５
 

－
 

長
崎

県
雲
仙

市
国

見
町

土
黒

庚
の
一
部
 

公
園
区
域
を
明

確
に
す
る
た
め

、
既
存
区
域
線

の
凡

例
を

変
更

す
る

（
現

状
、

道
路

中
心

線
界

と
な

っ
て

い
る

が
不

明
瞭

で
あ

る
た

め
、

地
番

界
に

変
更

す

る
）
。
 

－
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
  
 
－
 

8
1 

主
図

４
 

副
図

５
 

－
 

長
崎

県
雲
仙

市
国

見
町

土
黒

庚
の
一
部
 

公
園
区
域
を
明

確
に
す
る
た
め

、
既
存
区
域
線

の
凡

例
を

変
更

す
る

（
現

状
、

道
路

中
心

線
界

と
な

っ
て

い
る

が
不

明
瞭

で
あ

る
た

め
、

地
番

界
に

変
更

す

る
）
。
 

－
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
  
 
－
 

 
 

－ 30 －



 

－31－ 

番
号
 

区
分
 

変
更

部
分
の

区
域
 

変
更
理
由
 

面
積

（
h
a
）
 

8
2 

主
図

４
 

副
図

５
 

－
 

長
崎

県
雲
仙

市
国

見
町

土
黒

庚
の
一
部
 

公
園
区
域
を
明

確
に
す
る
た
め

、
既
存
区
域
線

の
凡

例
を

変
更

す
る

（
現

状
、

小
班
界
（
民
有

林
）
及
び
道
路

中
心
線
界
と

な
っ

て
い

る
が

不
明

瞭
で

あ
る

た

め
、
地
番
界
に
変
更
す
る
）
。
 

－
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
  
 
－
 

8
3 

主
図

４
 

副
図

５
 

－
 

長
崎

県
雲
仙

市
国

見
町

土
黒

庚
の
一
部
 

公
園
区
域
を
明

確
に
す
る
た
め

、
既
存
区
域
線

の
凡

例
を

変
更

す
る

（
現

状
、

小
班
界
（
民
有

林
）
及
び
道
路

中
心
線
界
と

な
っ

て
い

る
が

不
明

瞭
で

あ
る

た

め
、
地
番
界
に
変
更
す
る
）
。
 

－
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
  
 
－
 

8
4 

主
図

４
 

副
図

５
 

－
 

長
崎

県
雲
仙

市
国

見
町

土
黒

庚
の
一
部
 

公
園
区
域
を
明

確
に
す
る
た
め

、
既
存
区
域
線

の
凡

例
を

変
更

す
る

（
現

状
、

道
路

中
心

線
界

と
な

っ
て

い
る

が
不

明
瞭

で
あ

る
た

め
、

地
番

界
に

変
更

す

る
）
。
 

－
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
  
 
－
 

8
5 

主
図

４
 

副
図

５
 

－
 

長
崎

県
雲
仙

市
国

見
町

土
黒

庚
の
一
部
 

公
園
区
域
を
明

確
に
す
る
た
め

、
既
存
区
域
線

の
凡

例
を

変
更

す
る

（
現

状
、

林
班
界
（
民
有

林
）
と
な
っ
て

い
る
が
不
明

瞭
で

あ
る

た
め

、
道

路
中

心
線

界

に
変
更
す
る
）。

 

－
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
  
 
－
 

8
6 

主
図

５
 

副
図

１
 

－
 

長
崎

県
雲
仙

市
瑞

穂
町

西
郷

丁
の
一
部
 

公
園
区
域
を
明

確
に
す
る
た
め

、
既
存
区
域
線

の
凡

例
を

変
更

す
る

（
現

状
、

道
路

中
心

線
界

と
な

っ
て

い
る

が
不

明
瞭

で
あ

る
た

め
、

稜
線

界
に

変
更

す

る
）
。
 

－
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
  
 
－
 

 
 

－ 31 －



 

－32－ 

番
号
 

区
分
 

変
更

部
分
の

区
域
 

変
更
理
由
 

面
積

（
h
a
）
 

8
7 

主
図

５
 

副
図

１
 

－
 

長
崎

県
雲
仙

市
瑞

穂
町

西
郷

丁
の
一
部
 

公
園
区
域
を
明

確
に
す
る
た
め

、
既
存
区
域
線

の
凡

例
を

変
更

す
る

（
現

状
、

小
班
界
（
民
有
林
）
と
な
っ
て
い
る
が
不
明

瞭
で

あ
る
た
め

、
等

高
線
（
2
4
0
ｍ

）

界
に
変
更
す
る
）
。
 

－
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
  
 
－
 

8
8 

主
図

５
 

副
図

１
 

－
 

長
崎

県
雲
仙

市
瑞

穂
町

西
郷

丁
の
一
部
 

公
園
区
域
を
明

確
に
す
る
た
め

、
既
存
区
域
線

の
凡

例
を

変
更

す
る

（
現

状
、

小
班
界
（
民
有
林
）
と
な
っ
て
い
る
が
不
明

瞭
で

あ
る
た
め

、
等

高
線
（
2
4
0
ｍ

）

界
に
変
更
す
る
）
。
 

－
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
  
 
－
 

8
9 

主
図

５
 

副
図

１
 

－
 

長
崎

県
雲
仙

市
瑞

穂
町

西
郷

丁
の
一
部
 

公
園
区
域
を
明

確
に
す
る
た
め

、
既
存
区
域
線

の
凡

例
を

変
更

す
る

（
現

状
、

小
班
界
（
民
有
林
）
と
な
っ
て
い
る
が
不
明

瞭
で

あ
る
た
め

、
等

高
線
（
2
4
0
ｍ

）

界
に
変
更
す
る
）
。
 

－
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
  
 
－
 

9
0 

主
図

５
 

副
図

２
 

－
 

長
崎

県
雲
仙

市
瑞

穂
町

西
郷

丁
の
一
部
 

公
園
区
域
を
明

確
に
す
る
た
め

、
既
存
区
域
線

の
凡

例
を

変
更

す
る

（
現

状
、

小
班
界
（
民
有

林
）
と
な
っ
て

い
る
が
不
明

瞭
で

あ
る

た
め

、
地

番
界

に
変

更

す
る
）。

 

－
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
  
 
－
 

9
1 

主
図

５
 

副
図

２
 

－
 

長
崎

県
雲
仙

市
瑞

穂
町

西
郷

丁
の
一
部
 

公
園
区
域
を
明

確
に
す
る
た
め

、
既
存
区
域
線

の
凡

例
を

変
更

す
る

（
現

状
、

道
路

中
心

線
界

と
な

っ
て

い
る

が
不

明
瞭

で
あ

る
た

め
、

地
番

界
に

変
更

す

る
）
。
 

－
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
  
 
－
 

 
 

－ 32 －



 

－33－ 

番
号
 

区
分
 

変
更

部
分
の

区
域
 

変
更
理
由
 

面
積

（
h
a
）
 

9
2 

主
図

６
 

副
図

２
 

－
 

長
崎

県
雲
仙

市
千

々
石

町
丁

の
一
部
 

公
園
区
域
を
明

確
に
す
る
た
め

、
既
存
区
域

線
の

凡
例

を
変

更
す

る
（

現
状

、

沢
界
及
び
道
路

中
心
線
界
と
な

っ
て
い
る
が

不
明

瞭
で

あ
る

た
め

、
地

番
界

及

び
沢
界
に
変
更
す
る
）。

 

－
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
  
 
－
 

9
3 

主
図

６
 

副
図

２
 

－
 

長
崎

県
雲
仙

市
千

々
石

町
丁

の
一
部
 

公
園
区
域
を
明

確
に
す
る
た
め

、
既
存
区
域

線
の

凡
例

を
変

更
す

る
（

現
状

、

道
路
中
心
線
界

と
な
っ
て
い
る

が
不
明
瞭
で

あ
る

た
め

、
道

路
敷

（
含

）
界

に

変
更
す
る
）
。
 

－
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
  
 
－
 

9
4 

主
図

６
 

副
図

２
 

－
 

長
崎

県
雲
仙

市
千

々
石

町
丁

の
一
部
 

公
園
区
域
を
明

確
に
す
る
た
め

、
既
存
区
域

線
の

凡
例

を
変

更
す

る
（

現
状

、

道
路
中
心
線
界

と
な
っ
て
い
る

が
不
明
瞭
で

あ
る

た
め

、
小

班
界

（
民

有
林

）

に
変
更
す
る
）。

 

－
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
  
 
－
 

9
5 

主
図

６
 

副
図

２
 

－
 

長
崎

県
雲
仙

市
千

々
石

町
丁

の
一
部
 

公
園
区
域
を
明

確
に
す
る
た
め

、
既
存
区
域

線
の

凡
例

を
変

更
す

る
（

現
状

、

沢
界
及
び
道
路
中
心
線
界
と
な
っ
て
い
る
が

不
明

瞭
で

あ
る

た
め

、
小

班
界
（
民

有
林
）
及
び
沢
界
に
変
更
す
る
）
。
 

－
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
  
 
－
 

9
6 

主
図

６
 

副
図

２
 

－
 

長
崎

県
雲
仙

市
千

々
石

町
丁

の
一
部
 

公
園
区
域
を
明

確
に
す
る
た
め

、
既
存
区
域

線
の

凡
例

を
変

更
す

る
（

現
状

、

沢
界
及
び
道
路

中
心
線
界
と
な

っ
て
い
る
が

不
明

瞭
で

あ
る

た
め

、
道

路
中

心

線
界
及
び
沢
界
に
変
更
す
る
）。

 

－
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
  
 
－
 

 
 

－ 33 －



 

－34－ 

番
号
 

区
分
 

変
更

部
分
の

区
域
 

変
更
理
由
 

面
積

（
h
a
）
 

9
7 

主
図

６
 

副
図

３
 

－
 

長
崎

県
雲
仙

市
千

々
石

町
丁

の
一
部
 

公
園
区
域
を
明

確
に
す
る
た
め

、
既
存
区
域

線
の

凡
例

を
変

更
す

る
（

現
状

、

地
類
界
（
果
樹

園
と
畑
地
）
と

な
っ
て
い
る

が
不

明
瞭

で
あ

る
た

め
、

道
路

中

心
線
界
及
び
地
番
界
に
変
更
す
る
）
。
 

－
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
  
 
－
 

9
8 

主
図

６
 

副
図

４
 

－
 

長
崎

県
雲
仙

市
千

々
石

町
丁

の
一
部
 

公
園
区
域
を
明

確
に
す
る
た
め

、
既
存
区
域

線
の

凡
例

を
変

更
す

る
（

現
状

、

沢
界
と
な
っ
て

い
る
が
不
明
瞭

で
あ
る
た
め

、
道

路
中

心
線

界
及

び
沢

界
に

変

更
す
る
）
。
 

－
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
  
 
－
 

9
9 

主
図

７
 

副
図

１
 

－
 

長
崎

県
雲
仙

市
千

々
石

町
庚

の
一
部
 

公
園
区
域
を
明

確
に
す
る
た
め

、
既
存
区
域

線
の

凡
例

を
変

更
す

る
（

現
状

、

小
班
界
（
民
有
林
）
と
な
っ
て
い
る
が
不
明

瞭
で

あ
る
た
め

、
等

高
線
（
4
5
0
ｍ

）

界
に
変
更
す
る
）
。
 

－
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
  
 
－
 

1
00
 

主
図

７
 

副
図

１
 

－
 

長
崎

県
雲
仙

市
千

々
石

町
庚

の
一
部
 

公
園
区
域
を
明

確
に
す
る
た
め

、
既
存
区
域

線
の

凡
例

を
変

更
す

る
（

現
状

、

小
班
界
（
民
有
林
）
と
な
っ
て
い
る
が
不
明

瞭
で

あ
る
た
め

、
等

高
線
（
4
5
0
ｍ

）

界
に
変
更
す
る
）
。
 

－
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
  
 
－
 

1
01
 

主
図

７
 

副
図

１
 

－
 

長
崎

県
雲
仙

市
千

々
石

町
庚

の
一
部
 

公
園
区
域
を
明

確
に
す
る
た
め

、
既
存
区
域

線
の

凡
例

を
変

更
す

る
（

現
状

、

小
班
界
（
民
有
林
）
と
な
っ
て
い
る
が
不
明

瞭
で

あ
る
た
め

、
等

高
線
（
4
5
0
ｍ

）

界
及
び
沢
界
に
変
更
す
る
）
。
 

－
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
  
 
－
 

 
 

－ 34 －



 

－35－ 

番
号
 

区
分
 

変
更

部
分
の

区
域
 

変
更
理
由
 

面
積

（
h
a
）
 

1
02
 

主
図

７
 

副
図

１
 

－
 

長
崎

県
雲
仙

市
千

々
石

町
庚

の
一
部
 

公
園
区
域
を
明

確
に
す
る
た
め

、
既
存
区
域

線
の

凡
例

を
変

更
す

る
（

現
状

、

小
班
界
（
民
有
林
）
と
な
っ
て
い
る
が
不
明

瞭
で

あ
る
た
め

、
等

高
線
（
5
0
0
ｍ

）

界
及
び
沢
界
に
変
更
す
る
）
。
 

－
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
  
 
－
 

1
03
 

主
図

７
 

副
図

１
 

－
 

長
崎

県
雲
仙

市
千

々
石

町
庚

の
一
部
 

公
園
区
域
を
明

確
に
す
る
た
め

、
既
存
区
域

線
の

凡
例

を
変

更
す

る
（

現
状

、

林
班
界
（
民
有

林
）
及
び
小
班

界
（
民
有
林

）
と

な
っ

て
い

る
が

不
明

瞭
で

あ

る
た
め
、
等
高
線
（
5
0
0
ｍ
）
界
に
変
更
す

る
）
。
 

－
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
  
 
－
 

1
04
 

主
図

７
 

副
図

２
 

－
 

長
崎

県
雲
仙

市
千

々
石

町
庚

の
一
部
 

公
園
区
域
を
明

確
に
す
る
た
め

、
既
存
区
域

線
の

凡
例

を
変

更
す

る
（

現
状

、

林
班
界
（
民
有

林
）
及
び
小
班

界
（
民
有
林

）
と

な
っ

て
い

る
が

不
明

瞭
で

あ

る
た
め
、
稜
線
界
及
び
小
班
界
に
変
更
す
る

）。
 

－
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
  
 
－
 

1
05
 

主
図

７
 

副
図

３
 

－
 

長
崎

県
雲
仙

市
千

々
石

町
庚

の
一
部
 

公
園
区
域
を
明

確
に
す
る
た
め

、
既
存
区
域

線
の

凡
例

を
変

更
す

る
（

現
状

、

小
班
界
（
民
有

林
）
と
な
っ
て

い
る
が
不
明

瞭
で

あ
る

た
め

、
地

番
界

に
変

更

す
る
）。

 

－
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
  
 
－
 

1
06
 

主
図

７
 

副
図

３
 

－
 

長
崎

県
雲
仙

市
千

々
石

町
庚

の
一
部
 

公
園
区
域
を
明

確
に
す
る
た
め

、
既
存
区
域

線
の

凡
例

を
変

更
す

る
（

現
状

、

小
班
界
（
民
有

林
）
及
び
町
界

と
な
っ
て
い

る
が

不
明

瞭
で

あ
る

た
め

、
地

番

界
に
変
更
す
る
）
。
 

－
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
  
 
－
 

 
 

－ 35 －



 

－36－ 

番
号
 

区
分
 

変
更

部
分
の

区
域
 

変
更
理
由
 

面
積

（
h
a
）
 

1
07
 

主
図

７
 

副
図

３
 

－
 

長
崎

県
雲
仙

市
千

々
石

町
庚

の
一
部
 

公
園
区
域
を
明

確
に
す
る
た
め

、
既
存
区
域

線
の

凡
例

を
変

更
す

る
（

現
状

、

小
班
界
（
民
有

林
）
と
な
っ
て

い
る
が
不
明

瞭
で

あ
る

た
め

、
地

番
界

及
び

町

界
に
変
更
す
る
）
。
 

－
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
  
 
－
 

1
08
 

主
図

７
 

副
図

３
 

－
 

長
崎

県
雲
仙

市
千

々
石

町
庚

の
一
部
 

公
園
区
域
を
明

確
に
す
る
た
め

、
既
存
区
域

線
の

凡
例

を
変

更
す

る
（

現
状

、

小
班
界
（
民
有
林
）
と
な
っ
て
い
る
が
不
明

瞭
で

あ
る
た
め

、
等

高
線
（
2
0
0
ｍ

）

界
に
変
更
す
る
）
。
 

－
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
  
 
－
 

1
09
 

主
図

７
 

副
図

３
 

－
 

長
崎

県
雲
仙

市
千

々
石

町
庚

の
一
部
 

公
園
区
域
を
明

確
に
す
る
た
め

、
既
存
区
域

線
の

凡
例

を
変

更
す

る
（

現
状

、

小
班
界
（
民
有
林
）
と
な
っ
て
い
る
が
不
明

瞭
で

あ
る
た
め

、
等

高
線
（
2
0
0
ｍ

）

界
に
変
更
す
る
）
。
 

－
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
  
 
－
 

1
10
 

主
図

７
 

副
図

３
 

－
 

長
崎

県
雲
仙

市
千

々
石

町
庚

の
一
部
 

公
園
区
域
を
明

確
に
す
る
た
め

、
既
存
区
域

線
の

凡
例

を
変

更
す

る
（

現
状

、

道
路

中
心

線
界

と
な

っ
て

い
る

が
不

明
瞭

で
あ

る
た

め
、

地
番

界
に

変
更

す

る
）
。
 

－
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
  
 
－
 

1
11
 

主
図

７
 

副
図

３
 

－
 

長
崎

県
雲
仙

市
千

々
石

町
庚

の
一
部
 

公
園
区
域
を
明

確
に
す
る
た
め

、
既
存
区
域

線
の

凡
例

を
変

更
す

る
（

現
状

、

道
路

中
心

線
界

と
な

っ
て

い
る

が
不

明
瞭

で
あ

る
た

め
、

地
番

界
に

変
更

す

る
）
。
 

－
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
  
 
－
 

 
 

－ 36 －



 

－37－ 

番
号
 

区
分
 

変
更

部
分
の

区
域
 

変
更
理
由
 

面
積

（
h
a
）
 

1
12
 

主
図

８
 

副
図

１
 

－
 

長
崎

県
雲
仙

市
小

浜
町

北
本

町
の
一
部
 

公
園
区
域
を
明

確
に
す
る
た
め

、
既
存
区
域
線

の
凡

例
を

変
更

す
る

（
現

状
、

小
班
界
（
民
有

林
）
及
び
沢
界

と
な
っ
て
い

る
が

不
明

瞭
で

あ
る

た
め

、
小

班

界
（
民
有
林
）
に
変
更
す
る
）。

 

－
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
  
 
－
 

1
13
 

主
図

８
 

副
図

１
 

－
 

長
崎

県
雲
仙

市
小

浜
町

北
本

町
の
一
部
 

公
園
区
域
を
明

確
に
す
る
た
め

、
既
存
区
域
線

の
凡

例
を

変
更

す
る

（
現

状
、

小
班
界
（
民
有

林
）
及
び
沢
界

と
な
っ
て
い

る
が

不
明

瞭
で

あ
る

た
め

、
小

班

界
（
民
有
林
）
に
変
更
す
る
）。

 

－
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
  
 
－
 

1
14
 

主
図

８
 

副
図

２
 

－
 

長
崎

県
雲
仙

市
小

浜
町

南
木

指
の
一
部
 

公
園
区
域
を
明

確
に
す
る
た
め

、
既
存
区
域
線

の
凡

例
を

変
更

す
る

（
現

状
、

見
透
線
界
（
道
路
中
心
線
よ
り

5
0
ｍ
の
小
班

界
と

の
交

点
と

道
路

中
心

線
よ

り

5
0
ｍ
の
歩
道
中
心
線
と
の
交
点

）
及
び
小
班
界

（
民

有
林

）
と

な
っ

て
い

る
が

不
明
瞭
で
あ
る
た
め
、
地
番
界
及
び
道
路
中

心
線

界
に

変
更

す
る

）
。
 

－
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
  
 
－
 

1
15
 

主
図

８
 

副
図

２
 

－
 

長
崎

県
雲
仙

市
小

浜
町

南
木

指
の
一
部
 

公
園
区
域
を
明

確
に
す
る
た
め

、
既
存
区
域
線

の
凡

例
を

変
更

す
る

（
現

状
、

小
班
界
（
民
有

林
）
と
な
っ
て

い
る
が
不
明

瞭
で

あ
る

た
め

、
道

路
中

心
線

界

及
び
地
番
界
に
変
更
す
る
）
。
 

－
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
  
 
－
 

1
16
 

主
図

８
 

副
図

２
 

－
 

長
崎

県
雲
仙

市
小

浜
町

南
木

指
の
一
部
 

公
園
区
域
を
明

確
に
す
る
た
め

、
既
存
区
域
線

の
凡

例
を

変
更

す
る

（
現

状
、

道
路
中
心
線
界

と
な
っ
て
い
る

が
不
明
瞭
で

あ
る

た
め

、
沢

界
及

び
道

路
中

心

線
界
に
変
更
す
る
）
。
 

－
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
  
 
－
 

 
 

－ 37 －



 

－38－ 

番
号
 

区
分
 

変
更

部
分
の

区
域
 

変
更
理
由
 

面
積

（
h
a
）
 

1
17
 

主
図

９
 

副
図

1
 

－
 

長
崎

県
雲
仙

市
小

浜
町

山
畑

の
一
部
 

公
園
区
域
を
明

確
に
す
る
た
め

、
既
存
区
域

線
の

凡
例

を
変

更
す

る
（

現
状

、

堰
堤
敷
（
含
）

界
及
び
小
班
界

（
民
有
林
）

と
な

っ
て

い
る

が
不

明
瞭

で
あ

る

た
め
、
地
番
界
に
変
更
す
る
）。

 

－
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
  
 
－
 

1
18
 

主
図

1
0
 

副
図

１
 

－
 

長
崎

県
雲
仙

市
小

浜
町

大
亀

の
一
部
 

公
園
区
域
を
明

確
に
す
る
た
め

、
既
存
区
域

線
の

凡
例

を
変

更
す

る
（

現
状

、

小
班
界
（
民
有

林
）
と
な
っ
て

い
る
が
不
明

瞭
で

あ
る

た
め

、
地

番
界

に
変

更

す
る
）。

 

－
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
  
 
－
 

1
19
 

主
図

1
0
 

副
図

１
 

－
 

長
崎

県
雲
仙

市
小

浜
町

大
亀

の
一
部
 

公
園
区
域
を
明

確
に
す
る
た
め

、
既
存
区
域

線
の

凡
例

を
変

更
す

る
（

現
状

、

小
班
界
（
民
有

林
）
及
び
林
班

界
（
民
有
林

）
と

な
っ

て
い

る
が

不
明

瞭
で

あ

る
た
め
、
地
番
界
に
変
更
す
る
）
。
 

－
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
  
 
－
 

1
20
 

主
図

1
0
 

副
図

１
 

－
 

長
崎

県
雲
仙

市
小

浜
町

大
亀

の
一
部
 

公
園
区
域
を
明

確
に
す
る
た
め

、
既
存
区
域

線
の

凡
例

を
変

更
す

る
（

現
状

、

小
班
界
（
民
有

林
）
と
な
っ
て

い
る
が
不
明

瞭
で

あ
る

た
め

、
地

番
界

に
変

更

す
る
）。

 

－
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
  
 
－
 

1
21
 

主
図

1
0
 

副
図

２
 

－
 

長
崎

県
雲
仙

市
小

浜
町

山
畑

の
一
部
 

公
園
区
域
を
明

確
に
す
る
た
め

、
既
存
区
域

線
の

凡
例

を
変

更
す

る
（

現
状

、

道
路

中
心

線
界

と
な

っ
て

い
る

が
不

明
瞭

で
あ

る
た

め
、

地
番

界
に

変
更

す

る
）
。
 

－
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
  
 
－
 

 
 

－ 38 －



 

－39－ 

番
号
 

区
分
 

変
更

部
分
の

区
域
 

変
更
理
由
 

面
積

（
h
a
）
 

1
22
 

主
図

1
0
 

副
図

２
 

－
 

長
崎

県
雲
仙

市
小

浜
町

山
畑

の
一
部
 

公
園
区
域
を
明

確
に
す
る
た
め

、
既
存
区
域

線
の

凡
例

を
変

更
す

る
（

現
状

、

道
路
中
心
線
界

及
び
林
班
界
（

民
有
林
）
と

な
っ

て
い

る
が

不
明

瞭
で

あ
る

た

め
、
地
番
界
に
変
更
す
る
）
。
 

－
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
  
 
－
 

1
23
 

主
図

1
0
 

副
図

２
 

－
 

長
崎

県
雲
仙

市
小

浜
町

山
畑

の
一
部
 

公
園
区
域
を
明

確
に
す
る
た
め

、
既
存
区
域

線
の

凡
例

を
変

更
す

る
（

現
状

、

林
班
界
（
民
有

林
）
と
な
っ
て

い
る
が
不
明

瞭
で

あ
る

た
め

、
地

番
界

に
変

更

す
る
）。

 

－
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
  
 
－
 

1
24
 

主
図

1
0
 

副
図

２
 

－
 

長
崎

県
雲
仙

市
小

浜
町

山
畑

の
一
部
 

公
園
区
域
を
明

確
に
す
る
た
め

、
既
存
区
域

線
の

凡
例

を
変

更
す

る
（

現
状

、

林
班
界
（
民
有

林
）
及
び
町
有

地
界
と
な
っ

て
い

る
が

不
明

瞭
で

あ
る

た
め

、

地
番
界
に
変
更
す
る
）。

 

－
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
  
 
－
 

1
25
 

主
図

1
0
 

副
図

２
 

－
 

長
崎

県
雲
仙

市
小

浜
町

山
畑

の
一
部
 

公
園
区
域
を
明

確
に
す
る
た
め

、
既
存
区
域

線
の

凡
例

を
変

更
す

る
（

現
状

、

町
有
地
界
と
な
っ
て
い
る
が
不
明
瞭
で
あ
る

た
め

、
地

番
界

に
変

更
す

る
）
。
 

－
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
  
 
－
 

1
26
 

主
図

1
0
 

副
図

３
 

－
 

長
崎

県
雲
仙

市
小

浜
町

山
畑

の
一
部
 

公
園
区
域
を
明

確
に
す
る
た
め

、
既
存
区
域

線
の

凡
例

を
変

更
す

る
（

現
状

、

町
有
地
界
と
な
っ
て
い
る
が
不
明
瞭
で
あ
る

た
め

、
地

番
界

に
変

更
す

る
）
。
 

－
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
  
 
－
 

 
 

－ 39 －



 

－40－ 

番
号
 

区
分
 

変
更

部
分
の

区
域
 

変
更
理
由
 

面
積

（
h
a
）
 

1
27
 

主
図

1
0
 

副
図

３
 

－
 

長
崎

県
雲
仙

市
小

浜
町

山
畑

の
一
部
 

公
園
区
域
を
明

確
に
す
る
た
め

、
既
存
区
域

線
の

凡
例

を
変

更
す

る
（

現
状

、

町
有
地
界
と
な
っ
て
い
る
が
不
明
瞭
で
あ
る

た
め

、
地

番
界

に
変

更
す

る
）
。
 

－
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
  
 
－
 

1
28
 

主
図

1
0
 

副
図

４
 

－
 

長
崎

県
雲
仙

市
南

串
山

町
甲

の
一
部
 

公
園
区
域
を
明

確
に
す
る
た
め

、
既
存
区
域

線
の

凡
例

を
変

更
す

る
（

現
状

、

地
類
界
（
森
林

と
耕
地
）
と
な

っ
て
い
る
が

不
明

瞭
で

あ
る

た
め

、
地

番
界

に

変
更
す
る
）
。
 

－
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
  
 
－
 

1
29
 

主
図

1
0
 

副
図

４
 

－
 

長
崎

県
雲
仙

市
南

串
山

町
甲

の
一
部
 

公
園
区
域
を
明

確
に
す
る
た
め

、
既
存
区
域

線
の

凡
例

を
変

更
す

る
（

現
状

、

地
類
界
（
森
林

と
耕
地
）
と
な

っ
て
い
る
が

不
明

瞭
で

あ
る

た
め

、
地

番
界

に

変
更
す
る
）
。
 

－
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
  
 
－
 

1
30
 

主
図

1
0
 

副
図

４
 

－
 

長
崎

県
雲
仙

市
南

串
山

町
甲

の
一
部
 

公
園
区
域
を
明

確
に
す
る
た
め

、
既
存
区
域

線
の

凡
例

を
変

更
す

る
（

現
状

、

道
路

中
心

線
界

と
な

っ
て

い
る

が
不

明
瞭

で
あ

る
た

め
、

地
番

界
に

変
更

す

る
）
。
 

－
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
  
 
－
 

1
31
 

主
図

1
0
 

副
図

４
 

－
 

長
崎

県
雲
仙

市
南

串
山

町
甲

の
一
部
 

公
園
区
域
を
明

確
に
す
る
た
め

、
既
存
区
域

線
の

凡
例

を
変

更
す

る
（

現
状

、

道
路
中
心
線
界

と
な
っ
て
い
る

が
不
明
瞭
で

あ
る

た
め

、
見

透
線

界
（

地
番

と

道
路
と
の
交
点
と
道
路
交
差
点
を
結
ぶ
）
に

変
更

す
る
）
。
 

－
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
  
 
－
 

 
 

－ 40 －



 

－41－ 

番
号
 

区
分
 

変
更

部
分
の

区
域
 

変
更
理
由
 

面
積

（
h
a
）
 

1
32
 

主
図

1
0
 

副
図

４
 

－
 

長
崎

県
雲
仙

市
南

串
山

町
甲

の
一
部
 

公
園
区
域
を
明

確
に
す
る
た
め

、
既
存
区
域

線
の

凡
例

を
変

更
す

る
（

現
状

、

道
路
中
心
線
界

と
な
っ
て
い
る

が
不
明
瞭
で

あ
る

た
め

、
道

路
中

心
線

界
及

び

道
路
敷
（
含
）
界
に
変
更
す
る
）
。
 

－
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
  
 
－
 

1
33
 

主
図

1
1
 

副
図

１
 

－
 

長
崎

県
南
島

原
市

深
江

町
戊

の
一
部
 

公
園
区
域
を
明

確
に
す
る
た
め

、
既
存
区
域

線
の

凡
例

を
変

更
す

る
（

現
状

、

道
路
中
心
線
界

と
な
っ
て
い
る

が
不
明
瞭
で

あ
る

た
め

、
林

班
界

（
民

有
林

）

に
変
更
す
る
）。

 

－
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
  
 
－
 

1
34
 

主
図

1
1
 

副
図

１
 

－
 

長
崎

県
南
島

原
市

深
江

町
戊

の
一
部
 

公
園
区
域
を
明

確
に
す
る
た
め

、
既
存
区
域

線
の

凡
例

を
変

更
す

る
（

現
状

、

道
路
中
心
線
界

と
な
っ
て
い
る

が
不
明
瞭
で

あ
る

た
め

、
林

班
界

（
民

有
林

）

に
変
更
す
る
）。

 

－
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
  
 
－
 

1
35
 

主
図

1
1
 

副
図

２
 

－
 

長
崎

県
南
島

原
市

深
江

町
戊

の
一
部
 

公
園
区
域
を
明

確
に
す
る
た
め

、
既
存
区
域

線
の

凡
例

を
変

更
す

る
（

現
状

、

道
路
中
心
線
界
の
た
め
地
番
界
に
変
更
す
る

）。
 

－
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
  
 
－
 

1
36
 

主
図

1
1
 

副
図

３
 

－
 

長
崎

県
南
島
原
市
深
江
町
甲

の
一
部
 

公
園
区
域
を
明

確
に
す
る
た
め

、
既
存
区
域

線
の

凡
例

を
変

更
す

る
（

現
状

、

道
路
中
心
線
界

に
な
っ
て
い
る

が
不
明
瞭
で

あ
る

た
め

、
国

有
林

界
、

林
班

界

（
民
有
林
）
及
び
道
路
中
心
線
界
に
変
更
す

る
）
。
 

－
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
  
 
－
 

 
 

－ 41 －



 

－42－ 

番
号
 

区
分
 

変
更

部
分
の

区
域
 

変
更
理
由
 

面
積

（
h
a
）
 

1
37
 

主
図

1
1
 

副
図

３
 

－
 

長
崎

県
南
島
原
市
深
江
町
甲

の
一
部
 

公
園
区
域
を
明

確
に
す
る
た
め

、
既
存
区
域

線
の

凡
例

を
変

更
す

る
（

現
状

、

道
路
中
心
線
界

と
な
っ
て
い
る

が
不
明
瞭
で

あ
る

た
め

、
道

路
交

点
か

ら
真

南

へ
河
川
中
心
と
の
交
点
を
結
ぶ
線
界
及
び
河

川
中

心
線

界
に

変
更

す
る
）
。
 

－
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
  
 
－
 

1
38
 

主
図

1
1
 

副
図

４
 

－
 

長
崎

県
南
島

原
市

布
津

町
丙

の
一
部
 

公
園
区
域
を
明

確
に
す
る
た
め

、
既
存
区
域

線
の

凡
例

を
変

更
す

る
（

現
状

、

道
路
中
心
線
界

及
び
河
川
中
心

線
界
と
な
っ

て
い

る
が

不
明

瞭
で

あ
る

た
め

、

道
路
中
心
線
界
に
変
更
す
る
）。

 

－
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
  
 
－
 

1
39
 

主
図

1
1
 

副
図

４
 

－
 

長
崎

県
南
島

原
市

布
津

町
丙

の
一
部
 

公
園
区
域
を
明

確
に
す
る
た
め

、
既
存
区
域

線
の

凡
例

を
変

更
す

る
（

現
状

、

道
路
中
心
線
界
の
た
め
等
高
線
（
2
5
0
ｍ
）

界
に

変
更

す
る

）。
 

－
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
  
 
－
 

1
40
 

主
図

1
1
 

副
図

４
 

－
 

長
崎

県
南
島

原
市

布
津

町
丙

の
一
部
 

公
園
区
域
を
明

確
に
す
る
た
め

、
既
存
区
域

線
の

凡
例

を
変

更
す

る
（

現
状

、

道
路
中
心
線
界
の
た
め
地
番
界
に
変
更
す
る

）。
 

－
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
  
 
－
 

1
41
 

主
図

1
1
 

副
図

７
 

－
 

長
崎

県
南
島

原
市

有
家

町
尾

上
の
一
部
 

公
園
区
域
を
明

確
に
す
る
た
め

、
既
存
区
域
線

の
凡

例
を

変
更

す
る

（
現

状
、

道
路
中
心
線
界

、
林
班
界
（
民

有
林
）
及
び

河
川

中
心

線
界

と
な

っ
て

い
る

が

不
明
瞭
で
あ
る
た
め
、
道
路
中
心
線
界
に
変

更
す

る
）。

 

－
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
  
 
－
 

 
 

－ 42 －



 

－43－ 

番
号
 

区
分
 

変
更

部
分
の

区
域
 

変
更
理
由
 

面
積

（
h
a
）
 

1
42
 

主
図

1
2
 

副
図

２
 

－
 

長
崎

県
南
島

原
市

西
有

家
町

見
岳
の
一
部
 

公
園
区
域
を
明

確
に
す
る
た
め

、
既
存
区
域

線
の

凡
例

を
変

更
す

る
（

現
状

、

道
路
中
心
線
界
の
た
め
地
番
界
に
変
更
す
る

）。
 

－
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
  
 
－
 

1
43
 

主
図

1
2
 

副
図

２
 

－
 

長
崎

県
南
島

原
市

西
有

家
町

見
岳
の
一
部
 

公
園
区
域
を
明

確
に
す
る
た
め

、
既
存
区
域

線
の

凡
例

を
変

更
す

る
（

現
状

、

道
路
中
心
線
界
の
た
め
地
番
界
に
変
更
す
る

）。
 

－
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
  
 
－
 

1
44
 

主
図

1
2
 

副
図

２
 

－
 

長
崎

県
南
島

原
市

西
有

家
町

見
岳
の
一
部
 

公
園
区
域
を
明

確
に
す
る
た
め

、
既
存
区
域

線
の

凡
例

を
変

更
す

る
（

現
状

、

道
路

中
心

線
界

と
な

っ
て

い
る

が
不

明
瞭

で
あ

る
た

め
、

地
番

界
に

変
更

す

る
）
。
 

－
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
  
 
－
 

1
45
 

主
図

1
2
 

副
図

２
 

－
 

長
崎

県
南
島

原
市

西
有

家
町

見
岳
の
一
部
 

公
園
区
域
を
明

確
に
す
る
た
め

、
既
存
区
域

線
の

凡
例

を
変

更
す

る
（

現
状

、

道
路
中
心
線
界
の
た
め
地
番
界
に
変
更
す
る

）。
 

－
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
  
 
－
 

1
46
 

主
図

1
2
 

副
図

２
 

－
 

長
崎

県
南
島

原
市

西
有

家
町

見
岳
の
一
部
 

公
園
区
域
を
明

確
に
す
る
た
め

、
既
存
区
域

線
の

凡
例

を
変

更
す

る
（

現
状

、

道
路

中
心

線
界

と
な

っ
て

い
る

が
不

明
瞭

で
あ

る
た

め
、

地
番

界
に

変
更

す

る
）
。
 

－
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
  
 
－
 

 
 

－ 43 －



 

－44－ 

番
号
 

区
分
 

変
更

部
分
の

区
域
 

変
更
理
由
 

面
積

（
h
a
）
 

1
47
 

主
図

1
2
 

副
図

２
 

－
 

長
崎

県
南
島

原
市

西
有

家
町

見
岳
の
一
部
 

公
園
区
域
を
明

確
に
す
る
た
め

、
既
存
区
域

線
の

凡
例

を
変

更
す

る
（

現
状

、

道
路
中
心
線
界
の
た
め
地
番
界
に
変
更
す
る

）。
 

－
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
  
 
－
 

1
48
 

主
図

1
2
 

副
図

２
 

－
 

長
崎

県
南
島

原
市

西
有

家
町

見
岳
の
一
部
 

公
園
区
域
を
明

確
に
す
る
た
め

、
既
存
区
域

線
の

凡
例

を
変

更
す

る
（

現
状

、

道
路

中
心

線
界

と
な

っ
て

い
る

が
不

明
瞭

で
あ

る
た

め
、

地
番

界
に

変
更

す

る
）
。
 

－
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
  
 
－
 

1
49
 

主
図

1
2
 

副
図

２
 

－
 

長
崎

県
南
島

原
市

西
有

家
町

見
岳
の
一
部
 

公
園
区
域
を
明

確
に
す
る
た
め

、
既
存
区
域

線
の

凡
例

を
変

更
す

る
（

現
状

、

道
路
中
心
線
界
の
た
め
地
番
界
に
変
更
す
る

）。
 

－
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
  
 
－
 

1
50
 

主
図

1
2
 

副
図

２
 

－
 

長
崎

県
南
島

原
市

西
有

家
町

見
岳
の
一
部
 

公
園
区
域
を
明

確
に
す
る
た
め

、
既
存
区
域

線
の

凡
例

を
変

更
す

る
（

現
状

、

道
路

中
心

線
界

と
な

っ
て

い
る

が
不

明
瞭

で
あ

る
た

め
、

地
番

界
に

変
更

す

る
）
。
 

－
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
  
 
－
 

1
51
 

主
図

1
2
 

副
図

３
 

－
 

長
崎

県
南
島

原
市

有
家

町
慈

恩
寺
の
一
部
 

公
園
区
域
を
明

確
に
す
る
た
め

、
既
存
区
域

線
の

凡
例

を
変

更
す

る
（

現
状

、

林
班
界
（
民
有

林
）
と
な
っ
て

い
る
が
不
明

瞭
で

あ
る

た
め

、
地

番
界

及
び

林

班
界
（
民
有
林
）
に
変
更
す
る
）
。
 

－
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
  
 
－
 

 
 

－ 44 －



 

－45－ 

番
号
 

区
分
 

変
更

部
分
の

区
域
 

変
更
理
由
 

面
積

（
h
a
）
 

1
52
 

主
図

1
2
 

副
図

３
 

－
 

長
崎

県
南
島

原
市

有
家

町
慈

恩
寺
の
一
部
 

公
園
区
域
を
明

確
に
す
る
た
め

、
既
存
区
域

線
の

凡
例

を
変

更
す

る
（

現
状

、

小
班
界
（
民
有

林
）
及
び
林
班

界
（
民
有
林

）
と

な
っ

て
い

る
が

不
明

瞭
で

あ

る
た
め
地
番
界
に
変
更
す
る
）。

 

－
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
  
 
－
 

1
53
 

主
図

1
2
 

副
図

３
 

－
 

長
崎

県
南
島

原
市

有
家

町
慈

恩
寺
の
一
部
 

公
園
区
域
を
明

確
に
す
る
た
め

、
既
存
区
域

線
の

凡
例

を
変

更
す

る
（

現
状

、

小
班
界
の
た
め
地
番
界
に
変
更
す
る
）。

 

－
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
  
 
－
 

1
54
 

主
図

1
2
 

副
図

３
 

－
 

長
崎

県
南
島

原
市

有
家

町
慈

恩
寺
の
一
部
 

公
園
区
域
を
明

確
に
す
る
た
め

、
既
存
区
域

線
の

凡
例

を
変

更
す

る
（

現
状

、

小
班
界
の
た
め
等
高
線
（
3
5
0
ｍ
）
界
に
変

更
す

る
）。

 
 

－
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
  
 
－
 

1
55
 

主
図

1
2
 

副
図

３
 

－
 

長
崎

県
南
島

原
市

有
家

町
慈

恩
寺
の
一
部
 

公
園
区
域
を
明

確
に
す
る
た
め

、
既
存
区
域

線
の

凡
例

を
変

更
す

る
（

現
状

、

沢
界
及
び
小
班
界
（
民
有
林
）
と
な
っ
て
い

る
が

不
明

瞭
で

あ
る

た
め

、
沢
界
、

等
高
線
（
3
5
0
ｍ
）
界
及
び
稜
線
界
に
変
更

す
る

）
。
 

－
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
  
 
－
 

1
56
 

主
図

1
2
 

副
図

４
 

－
 

長
崎

県
南
島

原
市

西
有

家
町

長
野
の
一
部
 

公
園
区
域
を
明

確
に
す
る
た
め

、
既
存
区
域

線
の

凡
例

を
変

更
す

る
（

現
状

、

沢
界
の
た
め
地
番
界
に
変
更
す
る
）
。
 

－
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
  
 
－
 

 
 

－ 45 －



 

－46－ 

番
号
 

区
分
 

変
更

部
分
の

区
域
 

変
更
理
由
 

面
積

（
h
a
）
 

1
57
 

主
図

1
2
 

副
図

４
 

－
 

長
崎

県
南
島

原
市

西
有

家
町

長
野
の
一
部
 

公
園
区
域
を
明

確
に
す
る
た
め

、
既
存
区
域

線
の

凡
例

を
変

更
す

る
（

現
状

、

小
班
界
（
民
有
林
）
の
た
め
地
番
界
に
変
更

す
る

）
。
 

－
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
  
 
－
 

1
58
 

主
図

1
2
 

副
図

４
 

－
 

長
崎

県
南
島

原
市

西
有

家
町

長
野
の
一
部
 

公
園
区
域
を
明

確
に
す
る
た
め

、
既
存
区
域

線
の

凡
例

を
変

更
す

る
（

現
状

、

小
班
界
（
民
有

林
）
及
び
林
班

界
（
民
有
林

）
と

な
っ

て
い

る
が

不
明

瞭
で

あ

る
た
め
等
高
線
（
2
8
0
ｍ
）
界
に
変
更
す
る

）。
 

－
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
  
 
－
 

1
59
 

主
図

1
2
 

副
図

４
 

－
 

長
崎

県
南
島

原
市

西
有

家
町

長
野
の
一
部
 

公
園
区
域
を
明

確
に
す
る
た
め

、
既
存
区
域

線
の

凡
例

を
変

更
す

る
（

現
状

、

道
路
中
心
線
界
の
た
め
等
高
線
（
2
8
0
ｍ
）

界
に

変
更

す
る

）。
 

－
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
  
 
－
 

1
60
 

主
図

1
3
 

副
図

１
 

－
 

長
崎

県
南
島

原
市

北
有

馬
町

丁
の
一
部
 

公
園
区
域
を
明

確
に
す
る
た
め

、
既
存
区
域
線

の
凡

例
を

変
更

す
る

（
現

状
、

町
界
と
な
っ
て

い
る
が
判
り
や

す
い
区
域
と

す
る

た
め

、
地

番
界

及
び

国
有

林

界
に
変
更
す
る
）
。
 

－
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
  
 
－
 

1
61
 

主
図

1
3
 

副
図

１
 

－
 

長
崎

県
南
島

原
市

北
有

馬
町

丁
の
一
部
 

公
園
区
域
を
明

確
に
す
る
た
め

、
既
存
区
域
線

の
凡

例
を

変
更

す
る

（
現

状
、

小
班
界
（
民
有

林
）
と
な
っ
て

い
る
が
不
明

瞭
で

あ
る

た
め

、
地

番
界

に
変

更

す
る
）。

 

－
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
  
 
－
 

 
 

－ 46 －



 

－47－ 

番
号
 

区
分
 

変
更

部
分
の

区
域
 

変
更
理
由
 

面
積

（
h
a
）
 

1
62
 

主
図

1
3
 

副
図

１
 

－
 

長
崎

県
南
島

原
市

北
有

馬
町

丁
の
一
部
 

公
園
区
域
を
明

確
に
す
る
た
め

、
既
存
区
域
線

の
凡

例
を

変
更

す
る

（
現

状
、

小
班
界
（
民
有
林
）
の
た
め
地
番
界
に
変
更

す
る

）
。
 

－
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
  
 
－
 

1
63
 

主
図

1
3
 

副
図

１
 

－
 

長
崎

県
南
島

原
市

北
有

馬
町

丁
の
一
部
 

公
園
区
域
を
明

確
に
す
る
た
め

、
既
存
区
域
線

の
凡

例
を

変
更

す
る

（
現

状
、

小
班
界
（
民
有

林
）
と
な
っ
て

い
る
が
不
明

瞭
で

あ
る

た
め

、
地

番
界

に
変

更

す
る
）。

 

－
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
  
 
－
 

1
64
 

主
図

1
3
 

副
図

１
 

－
 

長
崎

県
南
島

原
市

北
有

馬
町

丁
の
一
部
 

公
園
区
域
を
明

確
に
す
る
た
め

、
既
存
区
域
線

の
凡

例
を

変
更

す
る

（
現

状
、

小
班
界
（
民
有

林
）
と
な
っ
て

い
る
が
不
明

瞭
で

あ
る

た
め

、
地

番
界

に
変

更

す
る
）。

 

－
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
  
 
－
 

1
65
 

主
図

1
3
 

副
図

１
 

－
 

長
崎

県
南
島

原
市

北
有

馬
町

丁
の
一
部
 

公
園
区
域
を
明

確
に
す
る
た
め

、
既
存
区
域
線

の
凡

例
を

変
更

す
る

（
現

状
、

小
班
界
（
民
有

林
）
と
な
っ
て

い
る
が
不
明

瞭
で

あ
る

た
め

、
地

番
界

に
変

更

す
る
）。

 

－
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
  
 
－
 

1
66
 

主
図

1
3
 

副
図

１
 

－
 

長
崎

県
南
島

原
市

北
有

馬
町

丁
の
一
部
 

公
園
区
域
を
明

確
に
す
る
た
め

、
既
存
区
域
線

の
凡

例
を

変
更

す
る

（
現

状
、

小
班
界
（
民
有
林
）
の
た
め
地
番
界
に
変
更

す
る

）
。
 

－
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
  
 
－
 

 
 

－ 47 －



 

－48－ 

番
号
 

区
分
 

変
更

部
分
の

区
域
 

変
更
理
由
 

面
積

（
h
a
）
 

1
67
 

主
図

1
3
 

副
図

２
 

－
 

長
崎

県
南
島

原
市

北
有

馬
町

丙
の
一
部
 

公
園
区
域
を
明

確
に
す
る
た
め

、
既
存
区
域
線

の
凡

例
を

変
更

す
る

（
現

状
、

小
班
界
（
民
有

林
）
と
な
っ
て

い
る
が
不
明

瞭
で

あ
る

た
め

、
地

番
界

及
び

道

路
中
心
線
界
に
変
更
す
る
）
。
 

－
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
  
 
－
 

1
68
 

主
図

1
3
 

副
図

３
 

－
 

長
崎

県
南
島

原
市

北
有

馬
町

丙
の
一
部
 

公
園
区
域
を
明
確
に
す
る
た
め
、
既
存
区
域
線
の

凡
例

を
変

更
す

る
（

現
状

、

地
類
界
（
森
林
と
耕
地
）
の
た
め
地
番
界
に

変
更

す
る
）
。
 

－
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
  
 
－
 

1
69
 

主
図

1
3
 

副
図

３
 

－
 

長
崎

県
南
島

原
市

北
有

馬
町

丙
の
一
部
 

公
園
区
域
を
明
確
に
す
る
た
め
、
既
存
区
域
線
の

凡
例

を
変

更
す

る
（

現
状

、

地
類
界
（
森
林
と
耕
地
）
と
な
っ
て
い
る
が

不
明

瞭
で

あ
る

た
め

、
地

番
界

に

変
更
す
る
）
。
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－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
  
 
－
 

1
70
 

主
図

1
3
 

副
図

３
 

－
 

長
崎

県
南
島

原
市

北
有

馬
町

丙
の
一
部
 

公
園
区
域
を
明
確
に
す
る
た
め
、
既
存
区
域
線
の

凡
例

を
変

更
す

る
（

現
状

、

地
類
界
（
森
林
と
耕
地
）
と
な
っ
て
い
る
が

不
明

瞭
で

あ
る

た
め

、
地

番
界

に

変
更
す
る
）
。
 

－
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
  
 
－
 

1
71
 

主
図

1
3
 

副
図

３
 

－
 

長
崎

県
南
島

原
市

北
有

馬
町

丙
の
一
部
 

公
園
区
域
を
明
確
に
す
る
た
め
、
既
存
区
域
線
の

凡
例

を
変

更
す

る
（

現
状

、

地
類
界
（
森
林
と
耕
地
）
の
た
め
地
番
界
に

変
更

す
る
）
。
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国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
  
 
－
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番
号
 

区
分
 

変
更

部
分
の

区
域
 

変
更
理
由
 

面
積

（
h
a
）
 

1
72
 

主
図

1
3
 

副
図

４
 

－
 

長
崎

県
南
島

原
市

北
有

馬
町

乙
の
一
部
 

公
園
区
域
を
明
確
に
す
る
た
め
、
既
存
区
域
線
の

凡
例

を
変

更
す

る
（

現
状

、

道
路
中
心
線
界
と
な
っ
て
い
る
が
九
州
自
然

歩
道

線
（

歩
道

）
が

通
っ

て
お

り
、
道
路
敷
（
含
）
界
に
変
更
す
る
）。

 

－
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
  
 
－
 

1
73
 

主
図

1
3
 

副
図

５
 

－
 

長
崎

県
南
島

原
市

北
有

馬
町

乙
の
一
部
 

公
園
区
域
を
明
確
に
す
る
た
め
、
既
存
区
域
線
の

凡
例

を
変

更
す

る
（

現
状

、

林
班
界
（
民
有
林
）
の
た
め
地
番
界
に
変
更

す
る

）
。
 

－
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
  
 
－
 

1
74
 

主
図

1
3
 

副
図

５
 

－
 

長
崎

県
南
島

原
市

北
有

馬
町

乙
の
一
部
 

公
園
区
域
を
明
確
に
す
る
た
め
、
既
存
区
域
線
の

凡
例

を
変

更
す

る
（

現
状

、

小
班
界
（
民
有
林
）
の
た
め
地
番
界
に
変
更

す
る

）
。
 

－
 

国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
  
 
－
 

1
75
 

主
図

1
3
 

副
図

５
 

－
 

長
崎

県
南
島

原
市

北
有

馬
町

乙
の
一
部
 

公
園
区
域
を
明
確
に
す
る
た
め
、
既
存
区
域
線
の

凡
例

を
変

更
す

る
（

現
状

、

小
班
界
（
民
有
林
）
と
な
っ
て
い
る
が
不
明

瞭
で

あ
る

た
め

、
地

番
界

に
変

更

す
る
）。
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国
  
  
 
－
 

公
  
  
 
－
 

私
  
  
 
－
 

1
76
 

主
図

1
4
 

副
図

１
 

－
 

長
崎

県
南
島

原
市

北
有

馬
町

乙
の
一
部
 

公
園
区
域
を
明
確
に
す
る
た
め
、
既
存
区
域
線
の

凡
例

を
変

更
す

る
（

現
状

、

道
路
中
心
線
界
の
た
め
地
番
界
に
変
更
す
る

）。
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－
 

公
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私
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